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本県のＮＩＥ活動は本年度で 27年目を迎えま
した。これまで、教育現場と地元新聞社・全国
紙・通信社等が一体となり協⼒して普及、実践、
研究に努められ、研修会や研究⼤会などを通じ
て県内全域への「新聞に親しませる」「授業に新
聞を活用する」などの取組みの浸透を図ってき
ており⼤きな成果を上げております。本年度も
活動の集⼤成としてＮＩＥ実践報告書第 27号が
関係の皆様のご協⼒で発刊されましたことに深
く感謝を申し上げます。
さて、平成 27年度の活動を振り返りますと実
践指定校 11校、奨励校１校での研究実践、塩竈
市立第一⼩学校での地区研修会や仙台市立⽥子
⼩学校での県ＮＩＥ研究⼤会が開催され充実し
た活動を展開することができました。さらには、
７⽉末に第 20回ＮＩＥ全国⼤会秋⽥⼤会が開催
され全国からの教員や新聞関係者ら約 1,000⼈
が参加し、本県からも多数が参観しました。「み
やぎＮＩＥだより」には全国⼤会に参加された
先生方からの感想が紹介されています。⼩中学
生の学⼒が全国トップレベルの秋⽥県での開催
とあって参観者の関心も高く、公開授業や実践
発表からＮＩＥの多様な実践が児童・生徒の主
体性を引き出すことや深い思考を生み出すなど
の教育効果を実感し、今後のＮＩＥ実践への意
欲を高められました。また、12⽉の仙台市立⽥子
⼩学校での県研究⼤会では、３年生の道徳、５年
生の国語の授業公開がありました。国語では、た
くさんの⾔葉と出会える新聞の素晴らしさ、道
徳では、新聞の効果的な活用を図るなど、心に残
る授業が展開されました。
新学習指導要領では、知識・技能を活用して

課題を解決するために必要な「思考⼒、判断⼒、

表現⼒」の育成が求められており、新聞の活用が
明確に位置づけられております。次年度から採
用される中学校の教科書においても、新聞を題
材にした学習が従来に比べ増加しております。
また、次期指導要領の改定に於いては、「アクテ
ィブ・ラーニング」が注目されています。ＮＩＥ
は正に課題の発見と解決に向けて主体的・協働
的に学ぶ「アクティブ・ラーニング」の実現に⼤
きく期待される分野であります。身近な情報の
宝庫ともいえる新聞を授業に取り⼊れること
は、授業内容を豊かにし、特に⾔語活動の充実や
広く社会への興味関心を促し、情報を選択・処
理する能⼒を高めるとともに、キャリア教育等
の推進にも貢献するものと期待するところであ
ります。
過⽇、近くの公立高校を訪問した折、校長先生
⾃らが受験対策として新聞の社説やコラムなど
を紹介したコーナーを設置していて目を惹きま
した。新聞で⽂章の構成⼒や、語彙⼒を高め、⽂
章⼒を向上させることをねらいとした仕掛けに
感心させられました。また、昨年、選挙権年齢を
18歳以上に引き下げる改正公職選挙法が成立
し、今年の夏の参院選では高校生の有権者が誕
生します。これをきっかけに若者と政治との距
離が縮まるか、注目されているところです。主権
者教育の推進とともに教育に新聞を活用する機
会は多くなり、ＮＩＥへの期待はますます高ま
るものと考えます。
結びに、ＮＩＥのさらなる発展を祈念します

とともに、これまでの活動に対する関係各位の
皆様からのご協⼒・ご支援、並びにご指導に心
より感謝を申し上げます。

ＮＩＥへの期待
宮城県ＮＩＥ委員会

会　長　　星　　　　　豪
（⼤崎市立古川中学校長）

Ⅰ　あいさつ
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今年度の宮城県ＮＩＥ研究⼤会（⼤会主題「Ｎ
ＩＥは伝え合う⼒」）は 12⽉ 2⽇に仙台市立⽥
子⼩学校において、講師を務めていただきまし
た宮城教育⼤学教授児玉忠様、また仙台市教育
委員会教育指導課長坂本憲昭様をはじめ教育委
員会や⼤学関係者、高校や⼩中学校の先生方な
ど、県内各地から多数の方々にご参加いただき
開催されました。
提案いただいた授業は、「３年生の道徳『同じ
仲間だから』」と「５年生の国語『６年生に送る
字を推薦しよう』」でした。⼤変お忙しい中、校
長先生を中心に学校全体でＮＩＥの効果的な活
用についての研究に取り組んでいただき、また
興味をそそる授業を提供していただきましたこ
とに、心より御礼申し上げます。

さて、教科や学級活動の授業づくりにおいて
は、「ねらい」と「⼿立て」の違いを明確にし、そ
れらを取り違えないように留意して授業展開を
組み立てていくことが⼤切です。
算数・数学の授業で、⼿の込んだ教具を準備

したのだが使用することだけで満足してしまっ
たり、学級活動でエンカウンターなどの⼿法を
取り⼊れたが、それを実践することだけで終わ
ってしまったりと、考えたり、まとめたり、振り
返ったりする活動がないまま終わってしまう授
業があります。これは、教具や⼿法が授業のねら
いを達成するための一つの⼿立てであるという
ことを忘れてしまっていることから起こること
です。
ＮＩＥの推進においても、新聞を活用するこ

とは授業のねらいではなく、ねらいを達成する
ための一つの⼿段であることを忘れていけませ

ん。新聞を効果的に活用することを意識して授
業展開を⼯夫することが⼤切です。今⽇の授業
では、この点においても⼗分に⼯夫されたすば
らしい授業だったと思います。
また、後半の宮城教育⼤学児玉忠教授の「新聞
が育てることばの⼒」と題しての講演では、ＮＩ
Ｅの目標の一つである「読解⼒の育成」につい
て、国語科の読解⼒とＰＩＳＡ型読解⼒の説明
を交えながら、他教科でも授業に生かすことの
できる興味深いお話をしていただき、有意義な
時間を過ごすことができました。準備に携わっ
てくださいました関係者の皆様に感謝申し上げ
ます。
この⼤会には、⼩・中・高・⼤と校種の違う

関係者の方々に多数ご参加いただきました。11
⽉末に「学びの連携フォーラム」における「千葉
⼤の天笠教授」のご講演で、義務教育９年間を意
識したカリキュラムを作ることが⼤切であると
いうお話を拝聴しました。⼩学校でまいた種を
中学校で花を開かせる。⼩学校での取組の評価
結果は中学校で出ることもあるということでし
た。まさに、ＮＩＥにおいてもそれが⾔えるので
はないでしょうか。⼩学校で活用の基礎を学ん
だならば、それをベースにして中学校でも、一歩
進んだ活用の仕方に発展させていく取組が、授
業⼒を高めることにつながると考えます。

最後になりますが、ＮＩＥの更なる普及・発
展を祈念すると共に、これまでご指導、ご支援を
いただきました事務局並びに関係各位の皆様に
厚く御礼を申し上げあいさつといたします。

ＮＩＥの普及と発展を願って

宮城県ＮＩＥ推進委員会　

委員長　　佐　藤　一　浩
（仙台市立根⽩石中学校長）
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『ことばの⼒』というキーワードがある。私の
所属する宮城県⼩学校国語研究部会でも、研究
主題に「確かな『ことばの⼒』を育む魅⼒ある国
語教室の創造～実生活に生きて働く⾔語活動の
充実を通して～」を掲げている。（この主題は、県
内の中・高も同一である。）『ことばの⼒』を育む
観点から【新聞と⼩学校国語科教材のこと】【本
校でのＮＩＥ実践指定校としての取組】を述べ
ようと思う。
はじめに、⼩学校国語科の教科書教材に見る

新聞の関わりとして東京書籍４年上に『みんな
で新聞を作ろう』がある。指導内容は、①分かり
やすい記事を書く ②読む⼈の興味を引くような
見出しを付ける ③伝えたいことに合わせて、記
事の分量や置き場所を考え、割り付けをする、な
どである。さらに、５年生になると『新聞記事を
読み比べよう』がある。ここでは、書き⼿の意図
を考えながら新聞を読むことが指導内容になっ
ている。
具体的に見ると ・「いつ」「どこで」「だれが」

「どうした」を落とさず書くこと ・計画した分量
にあった⽂字数で書くこと ・読む⼈の興味を引
く見出しを考え、割り付けすること。さらに新聞
を書くときにも、どんな記事をどうやって伝え
るかという意図を持って書こうとするなどの事
柄である。
これは、私たちが普段読んでいる新聞そのも

のの基本構⽂であり考え方である。専⾨の記者
が書いた新聞記事は、教材として格好のモデル
⽂となり得る。例えば３年のころから⽂章から
離れて、思い込みによる誤読傾向が目立ってく
る。この解決の一つとして、新聞活用が有効な⼿
だてとなるのではないか。教育に新聞を活用す
る価値は、⼯夫次第で⼤きく広げられるだろう。
新聞が育てる『ことばの⼒』の実践に期待した
い。

次に今年度ＮＩＥ実践指定校としての本校の
取組の一部を紹介する。

26年度、渡辺裕子⽒が提唱する「ことばの貯金
箱」を校内職員研修で取り上げた。次の⽇には
「全校で取り組みましょう」となる。それほど先
生方の心に強く響いた内容だった。国語科の校
内研究とリンクさせて「ことばの⼒」を育てる一
つの実践として、校内研究部会が運営の中心と
なる。早速、貯金箱（ケース）を準備して全校が
実践する。次の年の実践指定校の申し込みは必
然であった。
「ことばの貯金箱」では、新聞の中から気に⼊
ったことばや絵・写真を切り取り、それを貯金
箱にためておき、後で 1枚の紙に貼り付けてい
く。１年生でも容易に取り組める。新聞のことば
を切り取るのは、その子のセンスであり、その子
なりの考え方が見えてくる。ことばに向き合っ
ている子どもの顔が新鮮であり、教師は、その子
の新たな発見をする。子どもも教師も取り組ん
でいて楽しいところが一番の魅⼒である。特別
支援学級の教師も子どもたちの取組を高く評価
する。
もう一つは、新聞記事を使ったワークシート

の活用である。ＮＩＥコーナーの傍らに、新聞社
から出されたワークシート（A4版１枚）を数種
類置いている。子どもたちは、そこから⾃由に持
って⾏き、学校や家庭で解答して、校長室前に置
かれた「新聞（ＮＩＥ）ワークシートポスト」に
投函する。校長はそれに丸を付けてサインをし
て担任に返す。子どもたちの読解の様子がわか
り家庭での親とのやり取りまで見えてくる。⾃
ら取り組む姿がそこにある。新聞記事は読解の
プロセスが明確である。新聞は『ことばの⼒』を
育む宝箱であり、同時に実生活に生きて働く⾔
語活動の充実に寄与する身近なツールである。

『新聞ワークシートポスト』を開ける楽しい⽇々
宮城県ＮＩＥ推進委員会

副委員長 森　屋　勝　治
（宮連⼩教研国語研究部会長）
（仙台市立七北⽥⼩学校長）

Ⅱ　寄稿
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１　はじめに
インターネットの普及と反比例するように若年層

を中心に新聞離れが進んでいる。本校においても例
外ではなく、「新聞を見ない、読まない。」、「家でとっ
ていない。」などの理由で新聞に触れることの少ない
児童が多くなっている。
新聞には、新しい情報が⼊⼿できるという重要な

役割がある。さらに活字に目を通すことによって⽂
字を身近に感じたり、⽂章を読み取ることによって
読解⼒を身に付けたりするという働きも持ってい
る。
そこで、本校では、「新聞に興味を持ち　進んで親

しむ児童の育成」をテーマとして設定し、平成 26年
度からＮＩＥの実践に取り組んできた。本年度も、
「新聞に興味を持たせ、より身近に感じさせること」
を念頭に実践を進めてきた。

２　実践の概要
(1)環境づくり
【ＮＩＥひろば】
校舎２階の中央に位置する特別教室とその廊下

に、「ＮＩＥひろば」を設定し、いつでも新聞を見る
ことができる、読むことができる環境をつくってき
た。⽇々、届けられる新聞（河北新報・朝⽇新聞・⽇
本経済新聞・産経新聞・毎⽇新聞・読売新聞）を整
理し、廊下には「今⽇の新聞」、教室内には「昨⽇の
新聞」を並べ、児童が⽇常的に興味を持って見るこ
と、読むことができる環境をつくった。
【新聞記事あてクイズ】

26年度は、随時、教師作成の記事と写真を組み合
わせる「新聞記事あてクイズ」などを実施し、児童の

新聞への興味・関心を高めた。
27年度は、随時、広報委

員会作成の記事と写真を
組み合わせる「新聞記事
あてクイズ」などを実施
し、児童の新聞への興
味・関心を高めた。

(2)教員研修
河北新報社教育プロジェクト事務局長の砂金　慎

⽒、宮城県ＮＩＥ委員会コーディネーターの齋藤昭
雄⽒をお招きし、新聞活用オリエンテーションや研
究の取り組み方についての研修会を⾏った。

(3)朝の会での新聞の活用
26年度は、教師が選ん

だ記事を朝の会で紹介す
る場を設けた。その記事
を選んだ理由や感想、６
社の新聞の第１面の記事
の見出しなどを紹介し、児童の興味・関心を高めた。

27年度は、タブレット端末を活用し、河北新報デ
ジタル紙面を教室の⼤型ディスプレイに投影し、児
童の興味・関心を高めた。
紹介したい記事などを

随時、拡⼤縮⼩させなが
ら投影でき、児童の視点
を集中させることができ
た。

（１）七ヶ浜町立松ヶ浜⼩学校（平成 26・27年度実践指定校）

新聞に興味を持ち、進んで親しむ児童の育成

Ⅲ 実践報告
1実践指定校・奨励校実践報告
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(4)授業での新聞の活用
◎平成 26年度
【１、２年　創意「すてきなしゃしんさがし」】
新聞を使う活動に児童から喜びの声があがった。

プリントに⾃分の気に⼊った写真を切り取っては
り、その写真を選んだ理由や感想を書かせた。
気に⼊った写真を探す活動では、新聞をめくりな

がら、「おもしろそうな写真だね。」「どれにしようか
な。」などの声が聞かれた。写真を決めてからは、そ
の理由や感想を考えながら⾃分の思いを書いてい
た。
グループや全体で発表し合い、興味がある写真や

インパクトのある写真の発表に驚きや歓声があがっ
た。この活動を通して、新聞は⼤⼈の見るものという
イメージを持つ児童にも新聞を身近に感じさせるこ
とができた。

【３年　総合「すてきな写真さがし」】
新聞を読んだり、新聞に触れたりする機会の少な

い児童が多かったことから、少しでも新聞に興味を
持たせようと、総合的な学習の時間に「すてきな写真
さがし」を⾏った。新聞の中の写真から、⾃分が興味
を持ったものを１枚選び、選んだ理由やその写真を
見て感じたことをまとめさせた。児童は、好きな写真
を探す活動に楽しみながら取り組んだ。
本学習後、⾃分で「新聞ノート」を作成し、家庭で

購読している新聞の中から気に⼊った写真を切り取
りノートにはるという活動に発展していった。
【４年　国語「みんなで新聞をつくろう」】
「みんなで新聞をつく
ろう」では、身の回りの出
来事を新聞にする学習活
動を通して、新聞に慣れ
親しんだ。単元のまとめ
の段階では、新聞を活用
し、いろいろな新聞社の
記事を見たり読んだりし
なら、題字や１面記事、⾃
分が興味を持った新聞記
事、気に⼊った写真、国名
などを探し出していた。
この活動を通して、児童は、新聞には非常に豊富な
情報が含まれていることに気づいた。児童は、新聞に

興味を持って、記事を探す活動に積極的に取り組ん
でいた。また、新聞の構造などに気づくことができた
児童もいた。
【５年　創意「ことばの貯金箱」】
児童に、「優しくあたたかい気持ちになることばを
意識させる」というねらいで取り組んだ。児童は、「記
事の見出しや写真などから、幸せな気持ちになるこ
とばや写真を探す」をテーマとして学習に取り組ん
だ。児童は⾃分なりの「幸せ」の視点を持ち、記事や
写真をどんどん切り取っていた。ことばの貯金箱シ
ートでは、記事の配置にも一⼈一⼈のこだわりや思
いが表れていた。グループで同じことばを見つけて
いたことに喜んだり、友達の切り抜きに「これ、いい
ね。」と⾔い合ったりして、作品を通して児童同士が
心を通わせている場面も多く見られた。
ことばの貯金箱の実践では、⾃⼰表現活動として

の有効性を感じた。

【５年　社会「⼯業生産と⼯業地域」】
本単元のまとめの段階で、主に⽇本経済新聞を活

用し、「⼯業生産」をキーワードとした「⼯業生産ス
クラップブックづくり」に取り組んだ。児童の多くは
前単元で学習した「⾃動⾞をつくる⼯業」の関連記事
や写真、また「時計」や「カメラ」、「家庭電気製品」
などの身近な⼯業製品関連の記事や写真を見つけ、
⾃分の「⼯業製品スクラップブックづくり」に楽しそ
うに取り組んでいた。その中に書かれていた感想に
は、「新聞にはいろいろな記事があって驚いた。」「ス
クラップブックを初めて
つくったけれど、資料集
めには新聞が便利だっ
た。」など、新聞に対する
新しい気づきが書かれて
いた。
【５年　国語「物語のおもしろさを考えて読む」】
発展学習として、新聞に掲載されている「図書の広
告欄」を活用し、印象に残った本の題名や購⼊したく
なった本の題名などをノ
ートにたくさん書き出す
活動を⾏った。その本の
題名を選んだ理由や気づ
いたことなどをまとめさ
せながら、「題名の付け方
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や題名に込められた意味」について考えさせること
ができた。

◎平成 27年度
【１年　生活「新聞紙で遊ぼう・つくろう」】
⽂字を習い始めた１年生の児童にとって、⽇常的
に新聞紙は「読み物」というより「遊び道具」として
の価値が高い。新聞紙を使った楽しい遊びを経験さ
せることにより、遊びの中での新聞紙の有用性を体
感させたいと考えた。
「新聞紙で遊ぼう」では、４つのゲームを取り⼊れ
た。⼆⼈組で１枚の新聞紙に乗り、先生と代表じゃん
けんをして、負けたら新聞紙をたたみ、勝ったら逆に
広げていく「新聞陣地ゲーム」、制限時間内で途中で
切れないように新聞を⼿で少しずつ破きながら長く
のばしていく「新聞ちぎりのばしゲーム」、使った新
聞紙を丸めてボールを作り相⼿コートにできるだけ
多く投げ込む「新聞ボール投げゲーム」、使った新聞
紙をチームのごみ袋にできるだけ多く⼊れる「新聞
片付けゲーム」を⾏った。児童はどのゲームにも歓声
を上げながら楽しく取り組むことができた。
「新聞紙でつくろう」では、振ると「バン」となる
紙鉄砲、そして、昔ながらの「かぶと」を作った。⼿
先の器用さを発揮して上⼿に作る児童もいれば、端
をうまく合わせるのに苦
労する児童もいたが、周
りの友達や教師の⼿助け
もあり、みんな無事作り
上げることができた。

【1年　生活「お気に⼊りの写真を探そう」】
これまで、楽しい遊びや⼯作の材料だった新聞紙

だが、本当は、みんなに新しい出来事を写真や絵、⽂
字で知らせる役割を持って毎⽇配られるものだとい
うことを話した。新聞にはどんな写真や絵が使われ
ているのか見ながら、印象的なものを「お気に⼊りの
写真」として切り取ってカードに貼り、その写真を選
んだ理由や感想を書かせた。
児童は、次々と新聞をめくり、「この写真、きれい。」

「おもしろいよ、この絵。」などと先生や友達と話しな
がら集中して絵や写真を選んでいった。選び終える
と、それぞれ⼯夫してカードに貼り、選んだ理由や感
想など、⾃分の思いを書いていた。

発表の場面では、⾃分の選んだ写真と同じ写真が
でると、「わたしも同じだ。」と喜び、⼤きな写真やイ
ンパクトのある絵に歓声があがった、
この活動を通して、新聞は、見るものという役割が

あることを感じさせることができた

【１年　国語「カタカナことばをさがそう」】
国語で、カタカナが、外国からきたものや国、⼟地、
⼈の名前、そして音や鳴き声を表すとき使われるこ
とを学習した。みんなに新しい出来事を知らせる役
割を持つ新聞の中に、カタカナ⾔葉がどれだけ使わ
れているか調べる活動に取り組んだ。
４、５⼈のグループに１⽇分の新聞を渡し、児童

は、⼿分けしてカタカナ⾔葉を探してカードに書き
出していった。
次から次へと上⼿にカタカナを見付けて書いてい

く児童もいれば、見出しに⼤きく書いてあるカタカ
ナに気付かず、鉛筆がなかなか動かない児童もいた。
しかし、周りの友達が教えたり、教師が助⾔を与えた
りする中で気が付き、最後にはどの児童もカタカナ
⾔葉をカードに書くことができた。グループによっ
ては、合わせて 50個以上見つけたところもあり、み
んなの注目を浴びた。
児童は「最初は見つけられなかったけれど、本番に
なったらいっぱい見つけられて楽しかった。」「こん
なにいっぱいあって、びっくりしてひっくりがえり
そうになった。」「おうちでもやりたいなと思った。」
などの感想を持ち、新聞のカタカナ⾔葉の数の多さ
への気付きや、もっと見てみたいという意欲喚起に
つながった。

【１年　図⼯「えがおつうしんにっこりニュース」】
誰かに話したくなるようなうれしかったこと、楽

しかったこと、頑張ったこと、したことや見たことな
どを思い浮かべ絵に表す学習である。
⼩学生新聞の記事の絵や写真、見出しを拡⼤投影

機でテレビ画面に映しながら、どんな出来事が載っ
ているのか話し合った後、⾃分のニュースを絵で表
し、題名（「見出し」）と説明する⽂章（「記事」）をつ
けることを伝えた。
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最近のことに限定せず、テーマは⾃由にしたので、
児童は、これまでの出来事を振り返り一番楽しかっ
たことや、頑張ったことなどを思い思いに絵で表し
た。題名や⽂章も、教師に、字の書き方などを聞きな
がら一生懸命書いていた。
絵は、⾊使いや表情に児童の思いがあふれ、説明す
る⽂章も、ある児童はたくさんの⽂字数で書き上げ、
ある児童は⾃分の気持ちを生き生きと表現したもの
になっていた。

【２年　国語「みんなにも教えたい　おもしろい記
事を見つけよう」】
家で新聞を取っているという児童は全体の２/３

程度、実際に⼿に取り毎⽇読んでいる児童はいなか
った。そうした児童の実態を踏まえ、漢字にルビもふ
ってあり、写真もカラーで見やすい「朝⽇⼩学生新
聞」を活用することにした。また、全員が違う⽇付の
新聞を見ることで、選んだ記事が重複しないように
した。
⼤きなカラーの写真が児童の興味をひき、みんな

目を輝かせながら新聞を見ていた。しかし、写真には
関心を持つものの、いざ内容を読み取ろうとすると、
情報量の多さに理解が追い付かない児童も多く、記
事選びに戸惑う児童もいた。
記事の内容を理解するには、２年生には難しい面

もあったが、分かったところ、おもしろいと思ったと
ころに線を引かせて読ませることで、要点を押さえ、
視覚的に情報をまとめることができた。
選んだ記事はグループで交換読みし、感想を交流

し合った。班の代表はクラス全体に発表をした。実物
投影機を活用するこ
とで記事を全員で共
有することができ
た。
児童の感想から

は、お気に⼊りの記
事を見つけるのが難
しかったと感じる児
童もいたが、見出し
の有効性に気づく児
童、様々な情報が書
いてある新聞の面⽩
さに気づく児童など、楽しく活動する児童が多くい
た。家での新聞切り抜きを実践し、教室に掲⽰する児

童も出てくるなど、この活動をきっかけに多くの児
童が新聞に興味を持てたようであった。
【２年　国語「４コマまんがに挑戦！」】
普段新聞を読むことのない児童に、新聞に４コマ

まんがが載っているということに気づかせ、それを
使った授業をすることで、新聞に関心を持ってもら
うということをめあてに活動を⾏った。
まず、数社の新聞記事の中から各⾃ 4コマ漫画を
探し、面⽩い４コマを紹介し合う活動を⾏った。新聞
の４コマの内容は難しかったり、社会⾵刺的なもの
があったりと、子どもた
ちにとって難しいものが
多いことから、よく分か
らないという感想もあっ
たが、４コマまんがが載
っていることに初めて気
づき、「おもしろかったか
ら家でも新聞を読みたい」と新聞に興味を持てた児
童もたくさんいた。実際に、家の新聞から４コマまん
がを切り抜いてきた児童や、ＮＩＥ教室の前の新聞
の４コマを楽しそうに読んでいる児童の様子が見ら
れ、新聞への関心の高まりを実感することができた。
次に、前回子どもたちが選んだ４コマの中から、４
つを選び、せりふ部分を消したものを渡し、そこに⼊
るせりふを想像して書く活動を⾏った。これは、国語
の「絵を見てお話を作ろう」で、絵から想像して吹き
出し部分を書くという活動と関連づけたものであ
る。すでに国語でやっていたので、スムーズに書ける
子が多く、楽しんで活動に取り組んでいた。書いた後
には交換読みを⾏い、⾃分と友達のせりふの違いを
比較して、面⽩そうに読んでいた。実際の４コマのせ
りふと見比べると、「なるほど。」と歓声が起こった。
子どもたちの感想は、「むずかしかった。」というもの
もあったが、「想像して書くのが楽しかった。」「また
やりたい。」などの感想が
多くあった。最後に、キャ
ラクターも⾃分で書い
て、４コマまんがを作る
活動に結びつけることが
できた。新聞を利用して、
とても充実した活動をす
ることができた。 
【３年　社会「店ではたらく⼈」】
この単元のまとめの段階で、見学に⾏って分かっ

たことや考えたことを新聞という形でまとめる学習
を⾏った。
初めて新聞を書く児童にとって、どのように書け

ばよいのか悩むことが非常に多かったが、新聞の書



き方について、実際の新聞を用意して具体的に指導
を⾏った。
「今⽇の新聞の見出しはこんなことが書いてあっ
たよ。」と児童が教師に話すようになり、新聞に興味
を持ち始めていた。

【３年　国語「新聞でさがしてみよう」】
新聞にはどこにどんなことが書かれているのか、

どんな写真があるのかを取り上げ、ワークシートを
用いて新聞に書いてあることを書き抜いたり、興味
のある記事を探し出したりする学習を⾏った。また、
第１面に取り上げられていることを⾃分の⾔葉でま
とめる取組も⾏った。
授業中、興味のある記事を探していると「映画のこ
とが書いてある！」「⼩判って何？」「将棋の盤面もあ
るよ。」と新聞に児童の
予想とは違うことが書
いてあることに驚きや
感嘆の声が聞かれた。
学習後、⾃主学習ノ

ートに新聞から切り抜
いた写真を貼ってき
たり、「家にあった新
聞にクロスワードが
あって今やってる！」
などと話したりする、
⾃分から進んで新聞
に触れる児童が増え
始めた。
【４年　社会「火事からくらしを守る」】
くらしの安全を考えさせる場面では、交通事故・

事件や火事の新聞記事を実際に児童に見せ、⾃分た
ちが安全に暮らしていくために働いている⼈たちに
ついて関心を持たせた。さらに１つの新聞の中に事
故・事件や火事の記事がいくつあるかを探すことに
より、その多さに気づくことができた。ある⽇の新聞
では、世界中で起こっていた 10件以上もの事件が載
っていた。事件を探す活動で、児童には他の記事につ
いても興味を持ち、新聞には、事故や事件よりもおも
しろそうな記事や楽しそうな記事が多くあることに
も気づくことができた。新聞を読んだり、触ったりす
る機会が少ない児童にとって、新聞をより身近かに
感じさせることができた。
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学習のまとめとして、新
聞作りに取組ませた。児童
の印象に残った体験や消
防士の仕事についてまと
めていた。題字や割り付け
など新聞構成に必要な事
項について理解させるた
めに、もう一度身近な河北
新報を見せ、イメージを持
たせることができた。
【４年　国語「みんなで新聞をつくろう」】
分かりやすい記事を書いて新聞を作ることを学習

のめあてとして取組ませた。
グループ４名で１つの壁新聞を作ったが、取材や
記事作りの難しさを感じたり、割り付け段階では、実
際の新聞の例を参考にしながら取り組んだり、新聞
に対する見方が変わっていくのを感じた。
できあがった新聞をお互いに読み合う活動では、

感想を伝え合うことができたが、作成期間が長かっ
たこともあり、記事が古く
なってしまい、児童からも
「実際の新聞は、昨⽇あった
ことをすぐに新聞にできる
なんてすごいな。」というつ
ぶやきが聞かれた。この活
動を通して、児童は新聞作
りの難しさを感じ、身近な
新聞に対する新たな興味・
関心を持つことができた。
【５年　国語「新聞記事を読み比べよう」】
「見出し」「リード」「本⽂」「写真・キャプション」な
どの新聞の構成を、実際に新聞を使いながら確認し
た。「見出し」を見ればどんな内容が書かれているか
分かり、もしその記事に興味が出たら「リード」を読
んでおおまかな内容を理解すること、さらに詳しく
知りたいときは「本⽂」を読んで詳細を理解すること
を学習した。
また、「写真」の役割についても学習した。「写真」
のなかでも「アップ」にするものや「ロング」にする
もので書き⼿の意図が違うことを学習した。
「キャプション」という⾔葉を聞いたことがある児
童は一⼈もいなかかったが、写真や図などにそえら
れた短い⽂ということ
を知り、「キャプショ
ン」があった方がより
写真の意味が分かると
いう感想を話してい
た。
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【５年　社会「くらしを支える食料生産」】
新聞に出てくる国名を読み取りながら、⽇本と関

係の深い国々を確認した。
はじめに、単純に新聞に出てくる国名だけをチェ

ックしていった。アメリカ合衆国という国名が頻出
し、その後にオーストラ
リアなどの国名が出てき
た。このことだけでも⽇
本と何かしらの関係が深
いということを感じ取っ
ていた。
その後に、食料生産、特
にＴＰＰに関する項目で
国名をあげさせた。農産
物の輸出⼊相⼿国ではブ
ラックタイガーなどの海
⽼がタイから輸⼊されて
いることやバナナが台湾
やフィリピンから輸⼊さ
れていることが分かっ
た。
また、ＴＰＰ（環太平洋

戦略的経済連携協定）という
難しい用語を説明するとき
も新聞を活用した。このテー
マに関してもどの国名が多
く載っているか調べると「ア
メリカ」という単語が頻出
し、アメリカが⽇本やＴＰＰ
で⼤きな役割を果たしてい
ることが分かった。

【６年　国語「熟語の構成を考えよう」】
四字以上の熟語の意味を考え、その構成について

の理解を深める学習の中で、新聞から熟語を探し、そ
の熟語の構成を考える活動を取り⼊れた。
記事や広告の中から、⽂字数の多い熟語を探した

り、⽇常生活に関わりのある熟語を探したりする姿
が見られた。
ペアやグループで見つけた熟語の構成を考えさせ

ることで、熟語の構成の巧みさやおもしろさに気づ
くことができた。
新聞を活用したこと

で、語彙の充実を図り、
学習した熟語を⽇常の
⾔語活動の中で生かし
ていこうとする態度も
育てることができた。

【６年　国語「新聞の投書を読み比べよう」】
朝⽇新聞の「声」から７つの投書、 河北新報の６／

13から４⽇分の「声の交差点」のコピーを資料とし
て配布した。投書を読み比べ、⾃分の考えが読み⼿に
伝わるように、構成を⼯夫し、理由を明確にして投書
を書く活動を⾏った。一通り全部の投書の「見出し」、
「題名」を確認させ、興味
を持ったり、詳しく読み
たくなったりした投書に
印をつけさせた。その後、
選んだ投書をじっくり読
み、賛成や反対、または共
感した投書を切りぬきワークシートに貼らせた。ま
た、選んだ理由をワークシートにまとめさせた。最後
に、読み取ったことをもとにして、選んだ投書に対す
る⾃分の意見を書く活動を⾏った。書き上げたそれ
ぞれの投書を互いに読み合い、
学習を振り返った。

３　終わりに
ＮＩＥ活動に向けて、校内組織を再構築し、全学年
の児童が⽇常的に楽しく取り組んでいくことのでき
るような体制づくりを⾏ってきた。
２年間、ＮＩＥ活動を実践する機会を頂き、児童
は、以前より新聞に興味を持つようになっただけで
はなく、それに伴なって、世の中の出来事にも興味・
関心を抱くようになった。新聞記事などの情報に触
れたときに、「もっと知りたい。」「なぜだろう。」とい
う知的好奇心を高めていくことが課題であり、各教
科の学習全般において意識して取り組んで⾏く必要
がある。今後も、教科の学習とＮＩＥ活動との関連を
探りつつ、相互で知的好奇心が高まるような取組を
考えていきたい。そして、
昨年のＮＩＥ徳島⼤会

で掲げられた「よき紙⺠
を目指す」に少しでも近
づくことができたらと思
う。

末筆になりますが、このような機会を与えて頂き、
また実践にお⼒添えを頂いた宮城県ＮＩＥ事務局の
方々にこの場をお借りして感謝申し上げます。

（担当　教諭　藤澤雪彦）
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１　はじめに
⽥子⼩学校では「新聞に親しみ、活用しようとする

児童の育成」をＮＩＥ実践の目標に設定した。
①　「読む⼒」
②　「考える⼒」
③　「表現する⼒」
の３つの⼒を育てることをねらいとしてＮＩＥ実

践に取り組んできた。
本校で新聞を購読している家庭は３～４割程度で
ある。新聞に触れる機会が必ずしも多いとは⾔えな
い児童の実態が見て取れた。
１年目の 26年度は、まず、児童を新聞に慣れ親し

ませることを主眼に置き、３年生以上の児童を対象
にＮＩＥの実践を⾏った。
２年目の 27年度も引き続き、新聞を⼿にとる中で
新聞の良さを味わい、新聞がより身近なものになる
ようにとＮＩＥの実践を⾏ってきた。
２　これまでの取組
（１）新聞を身近にする環境づくり
教室に新聞を置き、いつでも読めるようにした。常
に新聞が⼿に取れる環境があることで、業前の読書
タイムや休み時間に読んでいる児童も見られた。

（２）仙台市立⽥子⼩学校（平成 26・27年度実践指定校）

新聞に親しみ、活用しようとする児童の育成

（２）朝の会・帰りの会での記事紹介
朝の会や帰りの会の中で、教師や⽇直、ニュース係

の児童が、その⽇の新聞の中から気になった記事や、
みんなに読んでほしい記事を紹介した。紹介したい
新聞記事の要点と⾃分の感想を書き、紹介後廊下に
掲⽰し、学級以外の児童にも紹介した。

（３）朝の会でのペアトーク
朝の会で、ペアトークの時間を毎⽇設けている学

級も見られた。担任が新聞記事を紹介し、そのことに
ついて⾃分が考えていることをペアで聴き合った
り、意見を交流し合ったりするなど、新聞に関わる時
間を増やすように意識して取り組んできた。
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（４）家庭学習との連携
新聞記事から考えたことをまとめるなど、家庭で

の⾃主学習でも取り組めるように促した。取り組ん
できた児童のノートを教室の『価値ノートギャラリ
ー』に掲⽰し、積極的に紹介していった。

↑↓『価値ノートギャラリー』に掲⽰したノート

また、ノートをお便りに掲載したり、実物投影機で
テレビ画面に映し出したりして共有し合い、それに
ついてどう思うかなど、ペアやグループ、学級全体で
話合いを持つことも⾏ってきた。

（５）新聞記事のスクラップ
児童一⼈一⼈が新聞を読んで、みんなに紹介した

い記事を切り抜きまとめる活動を⾏った。まとめる
時はオリジナルの見出しを付け、新聞記事を読んだ
感想や⾃分の考えを書く。できあがったスクラップ
は児童同士で交換し、スクラップを読んだ感想を述
べ合ったり、書き合ったりして交流した。幅広いテー
マや記事について関心を持つことにつながった。

↓掲⽰板に掲⽰したことで授業後も交流が⾏われた
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（６）新聞貼りつけ⽇記
新聞の切り抜きを資料にしたミニ⽇記を書くこと

を⾏った。考察⽂の書き方として以下３点を⽰した。
①　感じたことをズバリと一⾔で書く。
②　感じたことの元になっている⽂を引用する。
③　引用の後に理由づけの⽂を書く。
この３つの“こつ”を使って、新聞から情報を切り

抜き、その感想を書く活動を継続して⾏った。

（７）新聞読み取りワークの作成
『新聞読み取りワーク』を作成し、新聞記事を⽂章
読解トレーニングの教材として活用する試みを⾏っ
た。
ＮＩＥコーディネーター齋藤昭雄先生が作成され

た「ＮＩＥワークシート 100」のデータを活用させて
いただいた。
朝⾃習の時間に取り組めるぐらいの内容であり、

５～10分ほどで⼿軽に取り組むことができる。これ
を授業の中で活用することも⼤いに効果を上げた。
例えば、新聞記事を読んで考えたことを書く作⽂指
導の教材としての活用や道徳の資料として活用する
ことができた。
児童の家庭での⾃主学習にもつながる教材であ

る。今後、ワークを⾃作する際にも⼤いに参考になる
ものであると感じた。
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（８）ことばの貯金箱
『ことばの貯金箱』（考案：渡辺裕子⽒）に取り組ん
だ。新聞記事から、素敵だと思った⾔葉を⾃由に切り
抜いてカードに貼り、⾃分の思いを⾃由に表現させ
た。そして、作品に込めた願いや思いを発表し合い、
交流を⾏った。

↑５年児童が作成した『ことばの貯金箱』作品

←↑「ねぇ見て見て！」、「これはね！」、「どうしてこ
の⾔葉なの？」…と、作品づくりに取り組む中で⾃然
と対話が生まれるのが印象的であった。
↓知的に盛り上がれる子供たちを育てていきたい

←↓作品に込めた願いや思いをプレゼンテーション
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（９）国語の授業
国語では、５年生が『新聞記事を読み比べよう』の

学習を⾏った。河北新報、朝⽇新聞、読売新聞、毎⽇
新聞など、各社の同じ⽇の一面記事の読み比べなど
を⾏った。実際に新聞を⼿に取りながら同じ出来事
の扱い方（見出し、写真、記事…）を比較し、書き⼿
の意図について話し合う学習を⾏った。

↑↓参観された先生方にスピーチを聴いてもらった

また、『６年生に贈る⾔葉を推薦しよう』の学習で
は、新聞から切り抜き集めた『ことばの貯金箱』の中
から６年生に贈る⾃分の気持ちを⾔い表すぴったり
の⾔葉を選び、「エピソード」を交えたスピーチを⾏
う学習に取り組んだ。新聞を活用し、⾃分では生み出
しきれないような素敵な⾔葉と出会ったことで、異
年齢交流活動を一層充実させることができた。

↑↓新聞から選んだ⾔葉を６年生にスピーチ
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（10）こんな記事があったよ！新聞記事紹介
気になることやみんなに知らせたいことを新聞記

事から見つけ、紹介する活動を⾏った。紹介カードを
作成し、朝の会のスピーチコーナーで発表した。
いつ、どこで、だれが、何をした。ことを意識して

ワークシートを作成した。ワークシートの作成及び
発表を 2回、3回と繰り返すうちに、記事選びや伝え
たいことを的確にとらえることができるようになっ
てきた。

（11）「道徳の時間」においての新聞記事の活用
「道徳の時間」に新聞記事を用いることで、道徳的
価値について考えるきっかとなったり、道徳的価値
について考えを深めたりした。
具体的には、道徳の時間の導⼊及び終末において、
新聞記事（報道写真）を取り上げたことで、道徳的価
値についての考えをより一層深めることができた。

（12）「かほくワークシート」にチャレンジ
毎週火曜⽇の河北新報の記事「かほくワークシー

ト」にクラス全員で取組んだ。新聞記事を読んで設問
に答えたり、⾃分の考えを書いたりした。

（13）環境整備
新聞に興味を持たせるために新聞の良さのＰＲ⽂

と記事を廊下や教室に掲⽰するなど、常に多くの児
童の目に触れるように場を設定した。新聞委員会が
中心となって、新聞記事を切り抜き、記事の紹介を⾏
った。

３　成果と課題
＜成果＞
◎常に新聞が読める環境を作ったことで、⾃発的に
新聞を読む児童が出てきた。
◎新聞を⼿にとることをきっかけに、社会で起きて
いる出来事に興味を持つようになった児童が増え
た。また、⾃分⾃身の経験や内面に迫る深い考察を
する児童も見られた。
◎「ことばの貯金箱」「新聞貼りつけ⽇記」等で、新
聞記事を切り貼りし、感想を書いたり紹介したり
する活動を⾏う中で、⾃分の思いを思い思いに表
現しようとする様子が見てとれた。
◎児童が受け身にならない主体的な学習を展開する
材料として新聞を活用する可能性を感じることが
できた。ＮＩＥ実践の目標に設定した「新聞に親し
み、活用しようとする児童の育成」につながったと
考える。
＜課題＞
▲　新聞記事を教材として扱う場合、学年の実態に
合わせた内容をよく吟味する必要がある。⼿軽に教
材として活用できる支援があると、ＮＩＥ実践に一
層取り組みやすく、より充実したものにしていける
のではないだろうかと考える。

（担当　教諭　鈴木優太）
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１．はじめに
平成 26年、夏休みの終盤に我々教職員に対しての

ＮＩＥ研修が⾏われた。ここから、教育活動のアクセ
ントとしてのＮＩＥ活動が始まった。「生徒も教員も
気楽に実践していく」ことをテーマに掲げ、指導方針
や活動内容を考え、試⾏錯誤しながら進めた。 
相⼿意識や目的意識を明確にし、⾃分の考えを豊

かに表現していくことは社会生活で重要なことであ
る。今⽇、⾔語活動の充実が教育現場の改善点として
位置付けられており、⾔語活動の基礎・基本を支え
る研究は今後ますます発展していくと思われる。こ
のように、ＮＩＥ活動は生徒たちの表現⼒を高める
有効な方法であると捉え、２年間にわたり全学年で
実践した。

２．実践の概要
次のように校内目標を設定した。１年目は、準備段
階として「生徒たちの興味・関心を引き出すこと」と
し、新聞を活用する楽しさを重視しながら活動に取
組ませた。２年目は、「相⼿意識を持って⾃分の考え
を表現すること」とし、１年目を⼟台に、同じ内容で
より一層踏み込んだ指導を⾏った。また、新たな活動
として年間個⼈新聞づくりを取り⼊れ、ねらいに迫
った。
以下、⽉ごとの実践内容である。
＜１年目＞

３．実践内容の紹介
（１）ＮＩＥコーナー

＜３−１教室前のＮＩＥコーナー＞

（３）蔵王町立宮中学校（平成 26・27年度実践指定校）

相⼿意識を持って⾃分の考えを表現する
～新聞から学ぶ～

⽉ 内　　　　容
9 ・ＮＩＥガイダンス
・ＮＩＥコーナーの設置（各学年廊下）
・個⼈新聞づくり

10 ・ＮＩＥコーナーの設置（生徒玄関前）
・第 1回ＮＩＥアンケート調査
・「朝のスピーチ」ガイダンス

11 ・第 1回「ことばの貯金箱」
・第 1回「朝のスピーチ」開始（～12⽉）

12 ・新聞記事を使った道徳授業
1 ・第 2回「朝のスピーチ」開始（～2⽉）
・「先生の気になるニュース」開始（～3⽉）
・「記事を集めて世界を知ろう」の実践

2 ・「1枚の写真から⽂章を書く」の実践
・第 2回「ことばの貯金箱」
・第 2回ＮＩＥアンケート調査

3 ・新聞記事を使った道徳授業
・ＮＩＥ活動の感想を書く

⽉ 内　　　　容
4 ・ＮＩＥコーナーの環境整備
・朝のスピーチ（学担による見本のみ）

5 ・朝のスピーチ①開始
6 ※毎朝一⼈ずつ。感想発表２,３⼈。
7 ・年間個⼈新聞用記事作成その１
9 ・年間個⼈新聞用記事作成その２
10 ・朝のスピーチ②開始
11 ※毎朝一⼈ずつ。感想発表２,３⼈。
12 ・年間個⼈新聞用記事作成その３
・ことばの貯金箱

1 ・年間個⼈新聞まとめ
・アンケート調査

2 ・年間個⼈新聞の掲⽰と受賞
・新聞記事活用の学活授業

3 ・振り返り活動

＜２年目＞
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前項右下の写真は、３年生用のＮＩＥコーナーを
写したものである。３年生では、１面にある記事が切
り抜かれている新聞がよく目に付いた。一方、２年生
のＮＩＥコーナーを通りすぎると、スポーツ欄を上
にして新聞が広げられている様子がよく見られた。

＜玄関ホールのＮＩＥコーナー＞
上の写真は、共有スペースとしてのＮＩＥコーナ

ーを写したものである。部活動を終えた生徒たちが
下校際に新聞を読んでいる様子である。

毎⽇、新聞に触れる・見る・読むことによって新
聞に慣れ親しんでもらおうと開始した。最初の３ヶ
⽉は部数を確保し、各学年の廊下と生徒玄関前の計
４箇所に設置し、どこでも目につくようにした。帰り
際や教室移動の際に足を⽌めて読むなど、空いた時
間を有効に使う生徒も多く見られた。
生徒玄関前には、朝のスピーチを掲⽰し、ＮＩＥコ

ーナーと合わせて利用できるようにした。視覚的な
⼯夫も考えながらＮＩＥコーナーの充実を図った。
最終的にＮＩＥコーナーは各学年の廊下に常設さ

れ、次に書く「朝のスピーチ」で主に活用することと
なった。
ＮＩＥコーナーの椅子に座って休み時間を過ごす

生徒もおり、何気なく新聞に目を通す生徒も少なく
なかったように思う。

（２）朝のスピーチ

＜スピーチ①＞
上の写真は、10⽉６⽇河北新報の記事である。「⼤

村智さんは、動物の体内の寄生⾍を駆除する薬品の
開発に成功し、このことから⼈間の寄生⾍感染症に
効く薬剤、イベルメクチンを開発しました。…（略）。
⼤村さんに感心するところは、何か役立つことはな
いかと絶えず考えていることです。⾃分も何か考え
てみようと思いました。」
この原稿は上⼿に要約されており、まとめ方にも

感心されられた。

＜スピーチ②＞
上の写真は、10⽉ 11⽇河北新報の記事である。

「…（略）。私たちは、社会の授業で⽂化について学び
ました。⽇本には古くからの⽂化として、箸や着物、
お辞儀などがあります。今までは⽇本のアニメや漫
画にしか興味がなかった方にも⽇本の奥深さを知っ
てもらうことができると思います。…（略）。」
以上の抜き出し部分は、記事の中には見当たらな



（３）ことばの貯金箱

＜見出し等を切り取る様子＞
新聞を広げ、キーワードを切り抜こうとしている

様子である。その新聞記事を読み返す生徒も多かっ
た。切り取ったワードを見ていくと、⼤体は個性が表
れているように思う。交換しても面⽩いものができ
そうである。

＜作品例①＞
上の作品①は、まず、「トライ」「困難でない」「喜

怒哀楽」「燃える」「レジェンド」の５つのキーワード
を切り取り、松岡修造⽒を連想させたことから出来
たものである。

＜作品例②＞
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い。⾃分の経験や考えを盛り込んだ優れた⽂章であ
ると思う。

＜玄関ホールに掲⽰された朝のスピーチ＞
スピーチを終えた生徒は担任の先生からコメント

をもらい、朝のうちに玄関ホールへ掲⽰する。これ
は、ＮＩＥの意識づけと時間の有効活用、環境整備を
ねらいとした。

最も⼒を⼊れたのが、朝の会で⾏う「朝のスピー
チ」である。１年目は、興味のある記事や読みやすい
記事についてできるだけ５W１Hを使って要約しな
がら感想や意見を発表するものだった。先生にコメ
ントを書き込んでもらった後、玄関前のＮＩＥコー
ナーに掲⽰させ、意識付けと環境整備を⾏った。それ
を毎⽇継続させることで慣れ親しみを感じさせた。
２年目になると、先生が記事のリクエストをしたり
感想発表があったりと、より広く、深く物事を考える
場となっていった。朝の会の充実は学級づくりにも
貢献した。
生徒の中には、用語の意味や記事の背景を調べ、余
⽩にびっしりと書く者もいた。生徒たちのスピーチ
は、理解が難しいであろうロシア情勢から話題によ
く出る楽天の記事まで多様であり、興味津々に取り
組む様子があった。また、スピーチをする生徒だけで
はなく、その感想を発表する生徒にも表現⼒の向上
が見られた。他の情報と関連させた意見や諺を利用
した表現の⼯夫など、成果を感じる場面が⽇を追う
ごとに増えていった。わずかな時間だからこそ無理
なく毎⽇⾏うことができたと思う。
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作品②は、「世界」という壮⼤なテーマで意見を述
べている。「戦前⽇本」や「知恵を絞る」といった⾔
葉は、新聞の⼒を借りることで表現できたようだ。

＜作品例③＞
作品③は、一部抜粋したものである。「受かったら
いよいよバスケができる」の⽂中にあるバスケが図
で強調されており、面⽩みがある。その豊かな発想
に、級友も感心する様子があった。

新聞から切り取った⾔葉をキーワードに、1つの
作品を完成させていく。指導者としては最初、単純な
活動だからこそ発問が難しいと感じたが、生徒たち
の反応は非常に良かった。ただ切り取った⾔葉をつ
なぎ合わせるところからスタートした生徒もいた
が、回数を重ね、他者の発想に影響を受けながら表現
⼒を高めることができた。作品は多様で、身近な部活
動をテーマにしたもの、世界情勢について憂うもの、
3つの異なる⽂から構成されたもの、前向きな⾔葉
をつなげて生きることをメッセージ化したものなど
生徒たちの感性には驚かされた。
２年目は切り取った記事から共通項を見出し、⽂
章化させるなど、発想を変えさせて表現⼒を養った。
いつもと違う作⾵なものもあり、⼯夫した効果はあ
った。また、「朝のスピーチ」で養った知識を活用す
る生徒もいた。
何気なく新聞に目を通し、過去のニュースについ

て話す場面も見られた。

（４）年間個⼈新聞

＜新聞①＞
上の新聞①では、第２学期の期末考査についての

記事がよく書けている。「考査考察」という見出しは、
他者に読んでみたいと思わせることができた。また、
この記事を読んでみると、「結果は、中学校３年間の
期末テストで最も低い点数を出してしまった。考え
られる原因としては、実⼒テストの対策に時間を費
やし過ぎてしまったことだ。実⼒テストの点数は、前
回よりも⾶躍的に上昇していた。」とあり、内容を的
確に反映した見出しでもある。さらに、見出しが中央
部にあることも良かった。

＜新聞②＞
上の新聞②では、よく考えられた見出しが良かっ
た。「仲間との最後の舞台」から中総体の記事である
ことがわかり、サブの見出しでどんな展開であった
のかが垣間見えるた。また、冒頭での５W１Hや起承
転結を使った⽂章が非常に読みやすかった。
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＜新聞③＞
新聞③を作成した生徒にとって、修学旅⾏が一番

の出来事であったことは一目瞭然である。この生徒
の他にも多くの生徒が囲み記事をつくり、読んでほ
しいという思いを表していた。例え⽂章にまとまり
がなく楽しい思いが伝わりづらかったとしても、書
き⼿の気持ちが伝えられる方法である。

年間個⼈新聞の作成にあたっては、ＮＩＥの集⼤
成として⾏った。まずは、既製の新聞を見本として、
新聞のレイアウトを作成した。次に、中総体や陸上⼤
会、⽂化祭など、⾏事が終わる頃を目安に定期的に記
事を埋め、少しずつ増やしていった。最後に、新聞づ
くりのまとめとして美しく仕上げた。
作成した個⼈新聞は掲⽰し、各学年１名ずつ○○
先生賞を与える予定だ。先生方は、空いた時間を使っ
てできるだけ多くの生徒の新聞を見るように努めて
ほしい。また、先生方からのコメントを記⼊して新聞
を返却できれば、より一層達成感が持てると思う。

４．生徒の反省や感想
（１）朝のスピーチ
○みんなそれぞれ選んだ記事について発表しまし
た。たくさんの記事を読んだり⾃分の感想を⼈前
で発表したりするのは抵抗がありましたが、難し
さはなく学びやすかったです。

○⼈の話をよく聞くようになった。
○朝のスピーチの感想をすぐに⾃分なりにまとめる
ことができるようになりました。

○新聞についての関心が高まりました。感想を発表
する⼒がつきました。

○新聞を見ることが増えました。

○今まで新聞を読んでいなかったので、発想⼒の向
上に繋がりました。

○面接で予想していなかった質問をされても早く頭
で考え、的確に答えることができました。

○感想発表で、すぐに⾔える⽂章⼒もついたし、⼈前
で発表することにも慣れました。

○ニュースで見たことをまとめることができた。

○最近のニュースをよく知ることができた。その場
で考え、話す⼒がついたと思います。

○知らなかったことも知っていたこともより深く知
れたと思う。話を聞くことに集中するようになり
ました。

○知らないニュースもあり、おかげでいろいろなこ
とを知れました。また、作⽂を早く書けるようにな
りました。

○スピーチがなければ読まないような記事を読むこ
とで、政治や経済の分野にも興味を持つようにな
りました。

（２）ことばの貯金箱
○いろんな⽂字を切り取ったりなど視野が広がりま
した。

○発想⼒や⽂章⼒が身に付きました。

○発想⼒が豊かになりました。

○切り取るだけではなく、その記事も読むようにな
りとても楽しく活動できました。
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○関係性の見えない⾔葉から⽂章を構成する⼒がつ
いた。

○いろいろな⾔葉を使って新しい⽂章を作るのも発
想⼒の向上に繋がると思いました。

○５W１Hで作ることにより、テストの作⽂問題に
も生かすことができました。

○難しかったが、切り貼りして⽂章や新聞を作る経
験はあまりないのでいい経験になった。

○⾃分らしいものができました。

○一⼈一⼈の個性が表れていて、とてもおもしろか
ったです。

○個⼈の発想やさまざまな目標、テーマがあり、楽し
い作業でした。共に新聞を読むことも良かったで
す。

○一つの単語でいろいろな⾔葉が出来たので面⽩か
ったです。

（３）年間個⼈新聞
○この１年間のさまざま⾏事を年間個⼈新聞で振り
返ることができたので良かったと思います。

○⽂章⼒が身に付きました。

○分かりやすく⽂章をまとめる技術を学びました。

○⾃分のことを⾔葉だけではなく、⽂字で伝えられ
るようになりました。

○レイアウトなど新聞の記事を書く作業が難しく、
⼤変でした。

○あまり⾊がなく⽩⿊になってしまったが、⾃分の
経験を綴ることの難しさを知ることができまし
た。

○新聞で⼯夫したことが別の活動でも生かされまし
た。

○年間を通して新聞記事を書く度に、各⾏事につい

ての思い出を振り返ることができ、楽しく書けま
した。

○３年間の思い出がよみがえった。

○構成や⽂面を⼯夫することができた。

○１年間の思い出を上⼿にまとめられて良かったです。

５．アンケート調査結果
ＮＩＥ活動の１年目と２年目を比較し、生徒にど
のような変化が見られたのかを調査した。対象は、現
３年生である。また、１年目のアンケート調査では学
年間の違いや変化を見たが、そのときの結果も踏ま
えながら考察していく。

設問１ あなたは家庭で新聞等を読みますか。
①よく読む　　②たまに読む　　③あまり読まない
④まったく読まない

家庭で新聞を読んでいる生徒は約 40％であり、昨
年度と変わらない。「全く読まない」生徒が増えたが、
前回の調査からも学年が上がると新聞から遠ざかる
傾向にあることは分かっていた。反省点はあるが、Ｎ
ＩＥを推進したことで新聞を読む割合を維持できた
と考える。

設問２ （設問１で読むと回答した⼈に）１週間にど
のくらい読みますか。
①毎⽇読む　　②１～２⽇に一度程度読む
③３～４⽇に一度程度読む　　④その他

新聞を読んでいる生徒については、１週間に２回
程度が最も多く、次いで１週間に３回程度となって
いる。昨年度と比較すると頻度が増えた生徒も減っ
た生徒もいるが相対的には変わりない。
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設問３ あなたは、ＮＩＥを知っていますか。
①はい　　②いいえ

昨年度は「ＮＩＥ」を知らない生徒の方が多かった
が、今年度はほぼ全員が「知っている」と回答した。
朝の会を中心としたＮＩＥ活動、校内掲⽰、先生方の
協⼒など２年間の継続が実ったと感じる。

設問４ あなたは、新聞を読むことが学習に役に立
つと思いますか。
①はい　　②いいえ　　③どちらでもない

学習に役立つと思う割合は昨年度と変わらず高い。

設問５ 宮中学校ではＮＩＥの活動の一環として、
学校で新聞を⾃由に読めるようにしています。あな
たは学校で新聞を読んでいますか。
①よく読んでいる　　②ときどき読んでいる
③ほとんど読まない

昨年度と変わらず「ときどき読む」生徒が多い。学
年が上がると新聞から遠ざかる傾向にあるが、「とき
どき読む」ことを維持できた。しかし、新聞を読むた
めの「ＮＩＥコーナー」をさらに⼯夫する必要があっ
た。図書室との連携はさらに効果を上げられると感
じる。

設問６ 新聞を読むことで「なるほど」と思ったりし
たことはありますか。
①はい　　②いいえ

ほとんどの生徒が新聞を読んで「なるほど」と学習
できている。それを教科外で２年間継続できたこと
は⼤きな成果である。

設問７ あなたは新聞を読んで、⾃分の考えや感想
を作⽂に表したりしたことはありますか。
①はい　　②いいえ

昨年度は、新聞を読んで意見を表す経験や実感は
ほとんどの生徒が持っていなかった。ＮＩＥ活動を
軌道にのせ、⼤きく改善できた。
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設問８ （設問１で読むと回答した⼈に）どんな記事をよく読みますか。（３つまで）
①１面（新聞の表紙記事）　②社会面（事故・事件など）　③スポーツ記事　　④テレビ欄　⑤四コマ漫画
⑥県内版ニュース　　⑦国際面　　⑧経済面　　⑨その他

一つの記事と限定するのではなく、バランス良く新聞を読むようになった。特に、１面を読む生徒が少なかっ
たが約４倍にも増え、１面が最も読まれる記事になった。

設問９ 現在、あなたが興味・関心があるのはどんな新聞記事ですか。（３つまで）
①１面（新聞の表紙記事）　②社会面（事故・事件など）　③スポーツ記事　　④テレビ欄　⑤四コマ漫画
⑥県内版ニュース　　⑦国際面　　⑧経済面　　⑨進路・進学関係

分散の広がり見られ、いろんな分野に興味・関心が向くようになった。特に、国際面、進路関係の伸び率が高
い。「朝のスピーチ」が充実していた実感もある。

設問 10 新聞を読むことで役に立つことはどんなことだと思いますか。（３つまで）
①１面（新聞の表紙記事）　②社会面（事故・事件など）　③スポーツ記事　　④テレビ欄　⑤四コマ漫画
⑥県内版ニュース　　⑦国際面　　⑧経済面　　⑨進路・進学関係

⼤きな変化は見られないが、「世の中の動向を知る」割合がさらに高まった。さまざまな面で新聞が役立つと
いう価値観には⾄らなかった。「共通の話題づくり」が増えたことは一つの成果として感じる。

（担当　教諭　村樫雅恵）
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Ⅰ　はじめに
本校は、平成 26・27年度の２年間、ＮＩＥ研究協

⼒校・実践指定校として認定を受けた。英語の授業
実践を中心に、総合的な学習の時間では、⼩論⽂指導
と関連付けて４学年で活用した。

Ⅱ　本校の現状について
認定を受ける以前から、教科・科目ではもちろん、

道徳や学級活動・ホームルーム活動でも積極的に新
聞を利用している。また、図書館では⽇刊紙４紙（河
北新報・朝⽇新聞・毎⽇新聞・読売新聞）と週刊英
和新聞（Asahi Weekly・週刊 ST）を掲⽰し、生徒は
いつでも新聞が読める環境にある。

写真上左：新聞・雑誌のコーナー　右：新聞掛け
写真下左：綴じられた６紙　右：バックナンバー

Ⅲ　２年間の受け⼊れ体制について
１　購読した新聞
英語科が実践の主体ということで、６紙のうち１
紙が⽇刊英字新聞（The Japan News）と２つの週刊
英和新聞（Mainichi Weekly・Asahi Weekly）を購読
した。週刊英和新聞は、⽇刊紙と比べて安く購読でき
るが（⽉額千円程度）、その分期間を延長したり、部

数を多く取ることはできない。

２　購読期間
２年間とも９⽉から 12⽉の４か⽉間新聞を購読

した。毎朝ポストに配達される新聞を、事務室にお願
いし、英語科のメールボックスに⼊れてもらった。購
読を開始する時には、ファックスや電話で販売店に
連絡しなければならない。また、年末年始の閉庁⽇の
取り扱いにも注意が必要である。

３　保管場所
①職員室　
図書館で新聞を⾃由に読める環境なので、新聞を

閲覧する場所を特別に設置する必要はなかった。ま
た、６紙中３紙が英語の新聞ということもあり、カゴ
に⼊れて担当者の机の上に置き、英語科のスタッフ
が⾃由に読めるようにした。

②教室
６年生（高校３年生）の教室に、⽇本経済新聞と産

経新聞を置き、生徒が⾃由に読めるようにした。卒業
後の進路を考える上では、時々刻々と変わる世の中
の動きを捉えるには格好の情報源となっていたよう
である。

（４）仙台市立仙台青陵中等教育学校（平成 26・27年度実践指定校）

英語科と総合的な学習の時間での新聞活用
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４　職員室での連絡方法
英語科内では主に回覧板で連絡をした。また、職員
室には、校内外の研修会や各種⼤会を周知する掲⽰
板があるので、そこに「かほくＮＩＥ⼯房」の案内や
「みやぎＮＩＥだより」を掲⽰した。また、送られて
きた資料は、その下に⾃由に見られるように並べて
ある。英語科のスタッフ以外にも、ＮＩＥの活動を啓
発する必要性は常に感じている。

５　実践の参考になるサイトの紹介
実践を⾏う上で、教科内での話し合いやアイデア

の共有は⼤事であるが、インターネットで先進的な
事例を見聞し、すぐに使えるワークシートなどを活
用することも有効である。以下に実践に役立ったサ
イトを紹介したい。

①河北新報：「かほくワークシート」
「かほくワークシート」は河北新報の記事を使った
学習用のワークシートで、毎週朝刊の「かほピョンＮ
ＩＥのページ」に連載されている。ＰＤＦデータはＡ
４判に印刷できるので、そのまま授業で活用するこ
とができる。

②⽇本新聞協会：「教育に新聞を」
ＮＩＥとは何かという説明が丁寧にされている。

また、「実践指定校実践例」では、校種別、教科・科
目別に実践例が掲載されている。そこには、ねらいや
ポイント、実践内容まで細かく書かれてあり、まずは
それを真似ることから取組を始めることができる。

③新聞社のＮＩＥのページ
各新聞社では、授業に活用できる記事やワークシ

ートを掲載している。是非とも一読していただき、ア
イデアを膨らませもらいたい。例えば、朝⽇新聞の
「教育プロジェクト」、読売新聞の「教育ネットワー
ク」等々ある。また、情報満載のメールの配信サービ
スを⾏っている新聞社もある。
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Ⅳ　新聞を教材として活用するメリット
メリットがはっきりすればこそ、新聞を教材とし

て活用していく機会が増えてくる。ここでは、教材作
成のポイントや、新聞を活用することで生徒の学習
に対するモチベーションが上がり、アクティブに活
動できる可能性を考えてみたい。

１　教材の定義
教材とは、授業を成立させるためのメディア（媒
体・⼿段）であり、ねらいや目標を達成させるために
選ばれた素材である。また、ねらいや目標と生徒のレ
ディネスとを結びつけるために、先生が計画的に用
いる素材である。

２　教師が教材作成をする３つのポイント
①生徒のことを最もよく知っている教師が、生徒の
興味・関心や、心の準備にぴったりあったものを
作ることができる。
②教科書やワークブックと違い、必要なときにすぐ
に作ることができる。
③生徒の実態に応じた指導を、よりスムーズに、より
実際的に、そして楽しく⾏うことができる。

３　教師が教材作成を躊躇する４つのポイント　
①時間とお金がかかり、⾃⼰負担する場合がある。
②ねらいに合った教材を作るのは簡単ではない。
③材料・道具・場所等が簡単に満たされない。
④作るにはそれなりの技術、能⼒が必要である。

４　新聞を教材として活用する２つのメリット　　
①新鮮さ＝新しい情報
新聞には常に最新の記事が掲載され、生徒にもな

じみ深いものが多い。普遍的なテーマを教科書で学
ぶことも重要であるが、時事問題や生徒が関心を持
つ話題を提供することで、生徒のモチベーションは
必然的に高まる。
②⼿軽さ＝⼊⼿しやすい・加⼯しやすい
紙の新聞は、どこでも開くことができ、一覧性に優
れ、教師のセレンディピティを磨く訓練にもなる。一
方、インターネットを使えばキーワードで検索でき
るので、ピンポイントで使いたい記事を⼊⼿できる。
また、加⼯もしやすいので、授業形態に合わせて変化
させることができる。

５　英語教育の抜本的強化のイメージ
⽂部科学省が昨年８⽉にまとめた「英語教育の抜

本的強化のイメージ」では、英語⼒を伸ばす目標例に
「短い新聞記事を読んだり、テレビのニュースを見た
りして、その概要を伝えることができるようにする
（中学校）」や「ある程度の長さの新聞記事を速読して
必要な情報を取り出したり、 社会的な問題や時事問
題について課題研究したことを発表したりすること
ができるようにする（高校）」を挙げている。よって、
今後は、新聞を授業に活用する機会はますます増え
てくると予想される。

Ⅴ　英語科での取組について
１　授業での取組
２年目の今年は、各学年の英語の先生に実践を⾏

っていただき、報告書を書いていただくようにお願
いした。ここでは、実践活動例を２つ紹介する。

①英字新聞記事の見出しを使う（３年生）
新聞の記事で一番先に目に⾶び込んでくる見出し

を使うことで、英字新聞に親しみ、見出しを味わうこ
とができる。（資料１）

②英語の社説を使う（６年生）
読売新聞の社説を英訳したものが The Japan

Newsに掲載されているので、⽇本語と英語の両方
を使うことにより、英語と国語、そして社会の学習を
複合的に⾏うことができる。（資料２）

２　定期考査での活用
授業で記事を取り上げたということもあり、定期

考査でも英作⽂の素材として新聞記事を活用した。
ここでは、河北新報 ONLINE NEWSに掲載された
写真と記事を使った。設問は以下の通りで、写真で
は、そこに写っている情景を説明させ、記事では⾃分
の意見を書かせる形式を採用した。
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問１：この写真を見ていない⼈が情景を想像できる
ように説明しなさい。

問２：この記事を読んで、あなたの考えを書きなさ
い。

３　「いっしょに読もう! 新聞コンクール」への応
募
普段から、本⽂や段落の要点をまとめ、⾃分の感想
を⾃由に⾔わせる（書かせる）活動をしているので、
その流れが活かせるコンクールへ応募した。⽇本語
と英語の違いはあるが、やることは全く同じなので、
生徒は苦労することなく取り組めた。⾃分で読みた
い記事を選ぶことで、書こうという気分も高まり、理
解が深まる。さらに、外部の⼈間に評価してもらうこ
とは、生徒にとって励みとなる。⼊賞はできなかった
が、参加することに意義がある活動である。

４　帯学習に適した活動例の蓄積
⼤掛かりな実践も必要であるが、帯学習に使える

⼩さな活動例も作成中であり、今後も継続して作成
していくつもりである。すべてを掲載するわけには
いかないので、現在完成している活動の項目を以下
に掲載する。
①新聞ざっと読み（ニュースペーパーハント）
②年号、⽉⽇、曜⽇
③天気、降水確率、最低気温・最高気温
④カタカナ語
⑤写真記事（スタンドアローン）
⑥ランキング

Ⅵ　総合的な学習の時間での取り組み　
今年度で３年連続となる「出前授業」は、⼩論⽂指

導の一環として位置付けている。これは、ＮＩＥ研究
協⼒校・実践指定校になる前から実施していたが、
指定を受けたことで、河北新報社教育プロジェクト
から講師を派遣していただくことがスムーズになっ
た。最近、⼤学⼊試で⼩論⽂を課すところが増えてお
り、その原典として新聞記事を使用しているところ
が多い。そういう理由から、⾔葉を扱うプロから新聞
に関する講話をいただき、新聞を使った活動に参加
することで、生徒は新聞を読む楽しさと⼤切さ理解
し、継続して読んでもらいたいと考えている。

１　出前授業へ向けて
事前の意識づけとして、「かほくワークシート」を
活用した。本校では、朝の会の前に朝読書を実施して
いるが、その１コマを活用してワークシートに取り
組んでもらった。

２　出前授業
１⽉ 26⽇に、河北新報社教育プロジェクト事務局

長の砂金慎⽒に、４年生対象にご講演をお願いした。
生徒は、現場を経験した専⾨家からの話に興味津々
で、新聞の読み方を学び、同時に新聞を読む重要性を
再認識していた。

Ⅶ　まとめと今後の課題
学校全体で組織的に取り組む意義は⼤きいが、本

校のように英語科が主体となって専⾨的に実践を深
めていくことも、今後新聞活用を推進・普及してい
く上でも必要となってくる。ただし、取り組まれるス
タッフの熱意はもちろん、教材論に則った教材作成
がマストであるということを改めて感じている。最
後に、⽂部科学省では、今後英語の授業で求められる
のは、（英字）新聞に書かれてある内容を理解し、そ
れを要約、発表していく⼒と位置付けた。時代の要請
に応える有効な⼿段として、ＮＩＥが再び脚光を浴
びる⽇が近づいているという予感がしている。
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〈仙台青陵中等教育学校：参考資料〉

活動名：英字新聞記事の見出しを付けてみよう！
１．ねらい
新聞の記事で一番先に目に⾶び込んでくる見出し。英字新聞に触れ，見出しを付けることから，新聞から知識

を得たり，的確な見出しを探る喜びを味わわせる。
２．実施学年：３年生
３．実施教科・科目：英語
４．活動時間：４５分
５．新聞名： MAINICHI WEEKLY   The Japan News Asahi Weekly
６．活用のポイント
①生徒にとって身近な新聞記事を扱う。
②見出しに取り上げられている英単語が，既出のものを取り上げる。
７．実際の活動の流れ
①新聞の見出しの特徴について挙げさせる。（⾃由に挙⼿）
（例）・わかりやすい　・目立つ　・カラフル　・短い など 　

↓
②英字新聞の記事を読み，見出しを付ける。（生活班）
ア　班で記事を読み，見出しを付ける。（７分）
イ　ホワイトボードを使用し，発表。
ウ　本当の記事の見出しを発表。
エ　ALTにも独創的な見出しを選んでもらい，コメントをもらう。

↓
③まとめ　（生徒の感想発表・教師からの講評）
８．留意点

新聞記事は３つ用意するが，時間を見て調整する。

チャレンジ１（短い記事を取り上げ，習ったばかりの慣用句を⼊れさせる。）
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チャレンジ２（韻を踏んでいる見出しのおもしろさに気付く。）

チャレンジ３（⾔葉の意味を２通りから迫る見出しのおもしろさに気付く。）

おまけ（野球選⼿：中⽥翔から Nakata’s showとかけている記事を紹介する。）
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教　科 外国語（英語・英語表現Ⅱ） 授 業 者

⽇時・校時 12⽉ 22⽇（火） 指導学年・学級 ６−12 場所 ６−1２校時

学習題材名 英字新聞（The Japan News−editorial）

本時のねらい ①新聞記事社説（editorial）を読み，内容を理解し的確な⽇本語で英⽂和訳・和⽂
英訳ができる。→⼊試対策
②⾃分なりの考えを周りと意見交換できる。

提案事項
①思考の練り合い ①個⼈での思考→グループでの意見交換へ（⽇本語訳や英⽂の回し読み）
②表現⼒が身に付いた ②解答を参照し⾃⼰チェックにより表現⼒の確認を⾏う。
かを測る尺度（規準）

学習活動 学習形態 指導上の留意点

導⼊
本時の目的確認 一⻫

!５分"
1 英⽂和訳・英⽂和訳の⼒を養う
2 ⾃分の考えを英語で表現する
1 editorial
① silent reading 個⼈→ ○的確な⽇本語で和訳を⾏うこと。
② Mission 1 Vocabulary グループ →⼊試対策

展開 ③ Mission 2  Translation ○既習の⽂法や構⽂を用いて英⽂を完成さ
（25分" ④ exchange sheet in groups せる。

⑤ check model English
④ Express own opinion ○英⽂を書かせても，key wordsだけの

メモでも構わない。
終結 Presentation グループ ⾃分の意見を⼿短にまとめて発表させる、

（10分"

ワークシート
＜１枚目＞
Supreme Court’s ruling is one thing; debate on systemic change is another

①The use of the same surname by married couples, which has firmly taken root in Japanese society, is reasonable. The
Supreme Court’s ruling, which concluded so, is appropriate.

The top court’s Grand Bench handed down a ruling that the Civil Code provision stipulating that a married couple should use
the same surname, banning their use of separate surnames, is constitutional.

The plaintiffs, including a couple in a so‑called de facto marriage, claimed that the provision stipulating the use of the same
surname for a married couple runs counter to the Constitution, which guarantees the dignity of individuals and equality between
men and women.

The top court attached great importance to the point that the Civil Code leaves it up to the married couple to discuss the
choice between using the husband’s surname or the wife’s one. The court acknowledged, “There is no formal inequality between
men and women.” The ruling also pointed out that a married couple uses the same surname to show that they are of the same
family. We understand both points.

The court also judged that the already wide use of maiden names in society means “the disadvantage to be suffered by
women can be mitigated to a certain extent.”

The latest ruling can be interpreted in various ways. At the Grand Bench, five of the 15 justices concluded that the Civil
Code provision is unconstitutional.

指導過程
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Included in the five justices are the court’s three women. The five justices criticized the mandatory use of the same surname
by a married couple, saying, “In many cases, it is only a wife who has the function of individual identification harmed.” This is an
opinion made in light of the real state of affairs, that 96 percent of married couples have chosen their husbands’ surnames.

We understand the feelings of women who have worked using their maiden names and do not want to change their sur‑
names.

②On the other hand, it is a fact that many people have accepted the use of the same surname for a married couple. According
to various public opinion polls, the ayes and nays on the use of separate surnames for married couples are almost equally divided.

To be noted is that the top court’s ruling on the constitutionality of the law does not necessarily have the same focus as a
discussion of the pros and cons of a systemic change.

It is desirable that a review of legislation that is closely linked to people’s daily life is to be discussed in line with the public
attitude.

③By expanding the scope in which the use of maiden names is permitted in society, comfortable job environments for women
should be created first. （458words）

＜２枚目＞
夫婦同姓合憲　司法判断と制度の是非は別だ
①⽇本社会に定着している夫婦同姓は合理的だ。そう結論づけた最高裁の判断は妥当である。
夫婦同姓を定め、別姓を認めていない⺠法の規定について、最高裁⼤法廷は合憲だとする判決を⾔い渡した。
事実婚の夫婦らが、同姓規定は個⼈の尊厳や男⼥平等を保障した憲法に反すると訴えていた。
⼤法廷が重視したのは、夫婦がどちらの姓を称するかについて、⺠法が夫婦間の協議に委ねている点だ。「男⼥間の形式的不平等

は存在しない」と認定した。
夫婦が同じ姓を名乗るのは、同一の家族であることを⽰す意味合いがあるとも指摘した。いずれも、うなずける見解である。
社会での旧姓使用の広がりにより、「⼥性の不利益は一定程度緩和され得る」とも判断した。
今回の判決には、様々な受け⽌め方があろう。⼤法廷でも 15⼈の裁判官のうち、５⼈が⺠法の規定を違憲だと判断した。
この中には３⼈の⼥性裁判官が含まれる。「多くの場合、妻のみが個⼈識別機能を損ねられている」と夫婦同姓を批判した。夫婦
の 96％が夫の姓を選んでいる現状を踏まえた意見だ。
旧姓を使い、仕事を続けてきた⼥性らが姓を変えたくないという心情は理解できる。
②一方で、多くの国⺠が夫婦同姓を受け⼊れている現実もある。各種の世論調査では、別姓への賛否が、ほぼ拮抗している。
留意すべきは、最高裁の合憲判断と制度変更の是非とは、必ずしも論点が一致しないことである。生活に密着する法制の見直

しは、国⺠の意識と歩調を合わせて検討されることが望ましい。
③まずは社会の中で旧姓使用を認める範囲をより広げ、⼥性が働きやすい環境を整えるべきだ。

＜３枚目＞
MISSION 1：Vocabulary
夫婦別姓・判決・⺠法・合憲・事実婚・個⼈の尊厳・男⼥平等・旧姓・違憲・個⼈識別機能・賛否

MISSION 2：Translation
①

②

③

MISSION 3：Your Opinion 

（担当　教諭　⼤槻欣史）
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１　はじめに
本校は仙台市の北東部に隣接する多賀城市に設立
され、今年度創立 40周年を迎えた。平成 23年３⽉
11⽇に発生した「東⽇本⼤震災」で、学校の位置す
る多賀城市は多くの尊い命を失うとともに甚⼤な被
害を被った。この出来事を機に、本校は平成 28年４
⽉、全国で２例目の防災系学科である「災害科学科」
を開設し、防災教育の先駆的役割を担うことになり、
多様な教育環境の整備として、昨年度からＮＩＥ協
⼒校として取り組むことになった。
２　昨年度の取組
※詳細は昨年度の「実践報告書」参照

（１）生徒の新聞に対する環境・意識調査。
（２）将来的に新聞を使った防災教育に向けての方

策を探り、その素地を整えるため、教材として
の新聞記事の活用。

（３）災害科学科新設に向けた教材作成。
３　今年度の取組・実践
（１）実践１

「総合的学習の時間」でのディベートの実践に
おいての新聞の利用

◎ねらい
①客観的・批判的・多⾓的な態度を養う。
②論理思考を養い表現できる能⼒を育てる。
③情報収集/整理/処理能⼒を育成する。
◎テーマ
「原発再稼働」

◎生徒の学習活動
肯定派・否定派とも、資料収集に紙媒体に

加えて、スマートフォン・タブレット端末・
ＰＣ（本校情報処理室）等を利用させた。
併せてＰＣを使用して、「河北新報」及び

「朝⽇新聞」の記事データベース利用を促し
た。

図書室での資料収集　　　スマートフォンの利用

新聞データベースの検索
◎考察

インターネットを利用して情報収集を⾏う
際に、企業等の webページに直接アクセスす
る生徒が多くみられた。また、さまざまな団
体からのメッセージを未整理のまま主張の論
拠とする傾向が見られた。
一方、新聞記事を論拠として主張した生徒

は、事実を客観的にとらえ、説得⼒について
前者より若⼲勝っていた。
なお、再稼働肯定に関する新聞記事は非常

に少なく、その点で否定派に有利に働いたの
ではないかと考え、新聞の役割や影響につい
て、あらためて気づかされたようであった。
このことから、ねらいの③に掲げた事項に

ついて、今一度振り返ってみる必要を感じた。

（５）宮城県多賀城高等学校（平成 26・27年度実践指定校）

新聞記事データベースを利用した防災教育
～考察⼒・読み取り⼒・表現⼒を養う～
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（２）実践２

「デジタル地図帳」で「マイ・ハザードマッ
プ」をつくる

◎ねらい
「災害科学科」が開
設されることを踏ま
えて、タブレット端末
を使った「デジタル地
図帳」（写真右）の活用
法、ＩＣＴと地域資源
を活用した新しい防
災教育、地理教育教材
の在り方や、被災地か
らの効果的な情報発
信の方法について考える。※「震災記憶地図」
◎生徒の学習活動

①「デジタル地図帳」ソフトの１つである、「震
災記憶地図」（ＡＴＲ　Ｃｒｅａｔｉｖｅ社ｉ
Ｐｈｏｎｅ／ｉＰａｄ用）を利用して「マイ・
ハザードマップ」を作る。
②作成した地図にタグを設定し、当該地点に
関連した、「写真・新聞記事の埋め込み」を
⾏う。
③作成した地図の活用について考える。

※「震災記憶地図」
位置情報を持たない地図画像をパソコンで取り

込み、位置情報や写真を埋め込み、タブレット端末
上で閲覧できるように加⼯できるソフト。「ちずぶ
らり」の商標で、ATR Creative社が⾃治体や図
書館向けに有償開発しているが、「震災記憶地図」
は東⽇本⼤震災の復興支援事業として無償公開、
および震災被災地に限って一般ユーザーによる地
図の搭載や情報付与と公開を開放している。

タブレット端末に取り込んだ地図（写真左上）に設
定されたタグをタップすると、関連する写真や新聞
記事が標⽰される（写真右上）。
他県の生徒との交流

活動の中で、作成した
マップを利用し現地で
被災状況等について説
明を⾏う。（写真右下：
修学旅⾏で多賀城市を
訪れた新潟県の高校生
がタブレット端末を⼿にして説明を聞く）
◎考察
処理するデータ量が多く、ＰＣの処理能⼒や

回線の容量不足などによる制約によってアクシ
デントも多かったが、生徒は学校周辺の地図を
利用し、地図に埋め込む情報を新聞から探し出
すことで新たな発見をすることができた。
また、試⾏錯誤をくり返すことで、⼯夫する楽しさ
を身に付けることができた。
（３）実践３

「災害科学科」の開設に伴う教科書の作成

◎目的
開設される「災害科学科」の専⾨科目に関

しては検定済教科書が発⾏されていない（⽂
科省発⾏教科書を含む）ため、学校独⾃で教
科書を編集・作成する必要に迫られた。
◎ねらい

新聞記事を教材として提⽰することにより、
学習内容を身近な問題として捉えることができ
るのではないかと考えた。
◎例：「くらしと安全Ａ」の教科書として現在編
集中のもの。（次ページ）
○災害科学科１／２年次に学校設定科目として
設定（計４単位）
○随所に新聞記事を挿⼊。
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（担当　教諭　桜井直⾄）
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１　はじめに
本校では「生きる⾔葉の⼒を高めるＮＩＥ」をテー
マとして設定し、平成 27年度からＮＩＥの実践に取
り組むこととなった。
児童に話を聞いてみると、新聞をとっていても見

たり読んだりする機会が少ない児童が多くなってい
る。そこで、１年目である本年度は、まず新聞に興味
をもたせること、実際に触れさせることに重点をお
き、高学年の児童を対象に実践を⾏った。

２　実践の概要
(１)環境整備
高学年の児童がよく通る校舎３階廊下に、新聞コ

ーナーを設置した。⽇付ごとにファイルボックスに
ストックしていき、⾃由に読めるようにした。休み時
間に立ち⽌まって眺めたり、近くに置いたテーブル
や床に新聞を広げて読んだりする姿が見られた。朝
の読書タイム等に学級で活用することもあった。
また、職員室前の掲⽰板に本校児童が載った河北

新報の記事を紹介するＮＩＥコーナーを設けた。

(２)ＮＩＥタイム〔５・６年〕
⽉曜⽇と木曜⽇の朝の活動時間を利用し、新聞記

事を題材にした問題に取り組ませた。記事を読んで
１～３問程度の設問に答えるもの。新聞記事の⽂章
から⼤事なことを読み取る⼒を育てたいと考え、高
学年担任が児童の実態に合わせて問題を作成した。

（６）塩竈市立第一⼩学校（平成 27・28年度実践指定校）

生きる⾔葉の⼒を高めるＮＩＥ

(３)新聞記事の切り抜き
⾃主学習ノートに⾃分が気になった新聞記事の切

り抜きを貼り、⽂章にサイドラインを引いたり、一⾔
感想を書かせたりした。新聞を取っていない家庭の
児童用に、教室に新聞ボックスを設置して古い新聞
をストックし、⾃由に切り抜いて持って⾏ってよい
こととした。最初は貼るだけだった児童も、慣れてく
ると記事に対しての感想が書けるようになった。⼯
夫している児童のノートを掲⽰して、参考となるよ
うにした。〔新聞コーナー〕

〔ＮＩＥ掲⽰板〕

〔問題プリント〕
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(４)授業での活用
【５年国語「資料を生かして考えたことを書こう」】
１学期に「新聞記事を読み比べよう」という単元

で、記事の中の写真の役割や効果について学習した
ことを生かして、２学期は一⼈一⼈⾃由に新聞を読
ませ、気になる記事を選ばせた。そこから読み取った
情報を活用して⽂章を書き、紹介するポスターにま
とめさせた。児童は、改めて記事の中で使われている
写真の効果や情報量の多さ、見出しの⼤切さに気付
くことができた。

【６年社会「新聞広告で近代の⽇本を調べよう」】
明治・⼤正・第⼆次世界⼤戦中・戦後それぞれの
時代の新聞広告から、気付いたことをまとめさせ、時
代毎の特徴を発表し共有させた。児童は初めて見る
新聞広告に興味を持ち、⾃分の見ている広告がいつ
の時代のものかを表す⼿がかりを真剣に探してい
た。新聞の持つその時代を反映する媒体として新聞
広告を活用し、教科書で学んできた歴史を振り返り
ながら、近代⽇本の特徴を捉えさせることができた。

(５)教員研修
４⽉に宮城県ＮＩＥ委員会事務局から砂金慎⽒、

齋藤昭雄⽒を講師にお迎えして、研究の取り組み方
についての研修会を⾏った。また、８⽉に本校を会場
に⾏われた宮城県ＮＩＥ地区研修会に多くの職員が
参加し、ＮＩＥ活動についての理解を深めることが
できた。

３　次年度に向けて
・校内でＮＩＥの実践を⾏う組織作りやカリキュラ
ムへの位置付けなど、１年目の実践を踏まえて教職
員間の共通理解を図っていく。
・児童が主体的に新聞を眺めたり読んだりできるよ
う、環境づくりを⼯夫していく。

（担当　教諭　阿部　恵）

〔５年児童の⾃主勉強ノート〕
〔授業の様子：隣の子に説明〕
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１　はじめに
本校は今年度から２か年（平成 27・28年度）にわ

たりＮＩＥ実践指定校となった。
本校の児童の実態として、「⾃分の考えを主張する
ことがあまりできない。」「テレビ、ビデオ、ゲームの
時間が全国や宮城県平均を上回り、読書を全くしな
い児童の割合も全国や宮城県平均を上回り、活字離
れが進んでいる。」「地域上、グローバルな視点での職
業に接する機会が相対的に少ない。」ことが挙げられ
る。
今回、ＮＩＥ実践指定校となることで、学びの活動
に新聞を活用し教職員の指導⼒の充実を図りなが
ら、本校児童の課題を克服し、確かな学⼒向上に結び
付けられると考えた。また、志教育・キャリア教育の
一環としても、新聞を通して社会の出来事や世界に
視野を向けることやマスメディアへの関心を高める
ことは、将来の社会⼈としてのよりよい生き方を主
体的に求めていくことにつながると考えた。

２　実践の概要
ＮＩＥに取り組むにあたって事前に⾏った児童の

実態調査からは、新聞を読むことに対して半数以上
が「どちらかと⾔えば嫌い」「嫌い」と答えているこ
と、また、新聞を読む頻度についても「読まない」と
答えた児童が約半数いることが分かった。
また、本校職員のほとんどがＮＩＥには初めて取

り組むという点からも、今年度は次の２つの視点で
ＮＩＥに取り組もうと考えた。
〇新聞を身近なものに感じ、新聞をはじめとした
活字に親しむよう児童の意欲を高める。
〇新聞を活用した様々な実践を積み重ねる。
２つの視点にもとづいた今年度の実践は以下の通
りである。

（１）職員研修
本校では、ＮＩＥに初めて取り組む職員がほとん

どであった。そこで、河北新報社に協⼒を頂きＮＩＥ
についてのオリエンテーションを実施した。オリエ

ンテーションでは、新聞のつくり、記事の書き方と見
出しの役割など「新聞の読み方」について教えていた
だいたり「５Ｗ１Ｈ探し」を実際に新聞を⼿に取って
体験したりと、職員全員でＮＩＥについての理解を
深めることができた。

【ＮＩＥ研修会　５⽉28⽇】

（２）「ＮＩＥコーナー」の設置
児童の新聞への親しみを深め、興味関心を高める
ために、１階図書コーナーの壁面を利用し「ＮＩＥ
コーナー」を設置した。

【ＮＩＥコーナー】
掲⽰板は、ＮＩＥ担当職員が次のような記事を掲
⽰し、児童の新聞へ興味関心を高めるようにした。
①季節や地域に関する記事
②児童の興味関心を高める特集
・戦後 70年特集
・血液型特集
・速く走るコツ特集　　　など
③「新聞タイム」で活用した児童のワークの提⽰
（例）新聞タイムで作成した６年生児童の「お

（７）登米市立上沼⼩学校（平成 27・28年度実践指定校）

新聞に親しみ，「読む」・「考える」・「発表する」・
「活用する」⼒の育成
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すすめの記事とその紹介⽂」を掲⽰し、全校児童
を対象に、どの記事がよかったのかを投票させ
た。
④本校または、本校児童を取り上げた記事

【戦後70年特集】

【６年生が選んだ「みんなに読んでもらいたい記事」】
ＮＩＥコーナーには、休み時間や放課後に⾃然と

児童が集まり、記事を向かう様子が見られるように
なってきた。新聞への興味関心は、少しずつではある
が確実に高まってきているといえる。
また、③「新聞タイム」で活用した児童のワークの

提⽰の実践は、ＮＩＥコーナーを通して異学年の「児
童の意見交換の場」につながる可能性を見ることが
できた。

（３）新聞タイムの実践
４～６年生を対象に、毎週金曜⽇の 15：00～15：

15を「新聞タイム」とし、新聞を活用した実践を積
み上げた。
主な実践は以下の通りである。
・みんなに読んでもらいたい記事
・お気に⼊りの写真の紹介
・「かほくワークシート」の活用　　など

【かほくワークシートの活用】

【お気に⼊りの記事の紹介】

（４）⼩学生新聞の購読
新聞の購読と共に、子ども新聞を２紙購読するこ
とにした。児童も理解しやすい内容で読みやすいこ
ともあり休み時間や放課後に気軽に子ども新聞を⼿
に取って読む姿がよく見られるようになってきた。

（５）授業おける新聞の活用
本校は今年度より国語科を研究教科とし、『確かに
読み取り、伝え合う児童の育成を目指して　～国語
科における「読むこと」の指導の⼯夫を通して』を研
究主題に２か年計画で取り組んでいる。
ＮＩＥについても、「ＮＩＥ活用の⼯夫」として研

究の視点に取り⼊れている。
〇６年　国語　単元名「町の幸福論」
・単元について

本単元は、図や表などを用いて⾃分の考えを
説明する方法を教科書「町の幸福論」から学び、
そのことにもとづいて、⾃分で図表や資料を活
用して⾃分たちの住む町の未来について発表す
ることをねらいとしている。
・「ＮＩＥ活用の⼯夫」

街づくりのために地域の住⺠などが取り組ん
でいる様子を、新聞から見つけさせ掲⽰して読
み合わせる。
・活用してみて

どの新聞にも県内版があり、さまざまな地域
での街づくりの様子について具体的に知ること
ができた。

３　次年度への課題
〇ＮＩＥを取り⼊れた学校カリキュラムの作成
〇無理のないＮＩＥ実践の体制作り
○インプット、アウトプットの場の充実

（担当　教諭　佐藤秀明）
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Ⅰ はじめに
本校では、⾔語活動を通して「思考⼒・表現⼒」を

高めたいと考え、研究を進めている。学習指導要領に
は「全教育活動を通して、⾔語活動の充実を目指すこ
と」が⽰されている。そこで、平成 27年度から、Ｎ
ＩＥ実践指定校として新聞を活用する⾔語環境を整
え全校で取り組むことにした。

Ⅱ　児童・保護者・教職員の実態調査
実践にあたって、新聞についてのアンケートを下

記の通り実施した。
（１）期間 平成 27年 4⽉ 9⽇～17⽇
（２）対象 本校児童 544名

本校児童保護者 517名
本校教職員 27名

（３）方法 質問紙（4件法で分類）
（４）内容
①ニュースを知る方法
②新聞に書いてあることは正しいか
③児童は新聞を読むほうか（児童・保護者のみ）
④新聞は役に立つと思うか（目的外使用を除く）
⑤ＮＩＥに期待すること（保護者・教職員のみ）
⑥新聞を使ってやってみたいこと（児童のみ）
⑦新聞購読状況（保護者のみ）
⑧ＮＩＥについての経験（教職員のみ）

（５）考察
①新聞からニュースを知る割合は、教職員が約７
割、保護者が約 5割、児童は約 3割であった。
②情報を受け取る場合、メディア・リテラシー（情
報を評価・識別する能⼒）が必要とされている。
新聞に書いてあることは正しいと思う割合よ
り、少し正しいと思う割合がやや多かった。
③児童は新聞を読んでいると約 6割が回答した
が、保護者は約 8割が否定的であった。（図 1）
④新聞が役に立つことに、教職員は 100％、保護者
は 89.1％、児童は 82.1％と肯定的だった。
⑤ＮＩＥで児童に期待することは、社会への関心
が 8割以上と高く、保護者は「考える⼒」、教職
員は「⾔葉を覚える」が高かった。
⑥新聞を使ってスクラップブックや写真図鑑を作

りたいなど子どもらしい意見が書かれていた。
⑦新聞は、約半数の家庭で購読されていた。
⑧ＮＩＥについては半数以上の教職員が未経験、
あまり知らないことから研修の必要性が伺えた。

Ⅲ　実践の概要
（１）環境づくり
【ＮＩＥコーナー・ことばの貯金箱コーナー】
校舎 2階中央階段の踊り場に、「ＮＩＥコーナー」
と「ことばの貯金箱コーナー」を設定し、新聞を活用
した作品や新聞に掲載された作品を紹介した。

（２）教員研修
【オリエンテーション】

4⽉ 2⽇、ＮＩＥプロジェクト事務局の方２名を
講師に研修会を開催した。「ＮＩＥとは」「新聞をいか
に活用するか」など基本的なことを具体的に学ぶこ
とができた。
【現職教育：ワークショップ】

4⽉ 28⽇、現職教育ワークショップを開催した。
ことばの貯金箱を実践されている渡辺裕子先生を講
師にお招きし、楽しく学ぶことができた。

（８）仙台市立中野栄⼩学校（平成 27・28年度実践指定校）

考える⼒・表す⼒を高めるＮＩＥ

＜アンケートの１項目＞
・あなたは新聞を読むほうだと思いますか（児童）
・お子さんはご家庭で新聞を読むほうだと思いま
すか（保護者）　　　　　　　　　（単位：％）

図1　「児童は新聞を読むほうか」のグラフ
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（３）ＮＩＥタイムとＮＩＥ週間
朝の活動の一部で、新聞を活用したスピーチを⾏

うことで内容が深まったり質問が多く出たりした。
また、12⽉には授業参観に合わせてＮＩＥ週間を設
け、「ことばの貯金箱カード」を廊下に掲⽰したり「こ
とばのギフトカード」を地域の方や家族、七北⽥⼩学
校の 5年生に届けたりした。
（４）授業での新聞の活用
【１年：学級活動「ニュースボックス」、「ことばの
貯金箱」「ことばのギフトカード】
新聞から写真や絵、⽂字を切り取って箱に貼り付

けたり、ことばの貯金箱カードを作成したりした。ま
た、昔あそびでお世話になった地域の方にギフトカ
ードでお礼を伝えた。

【２年：学級活動「ＮＩＥシート」】
「スポーツ」や「食べ物」などテーマを決めて、新
聞から写真やことばを切り抜いて考えたことを加え
て発表した。

【３年：学級活動「２学期の目標をつくろう」】
「⼈任せから卒業し
たい」という新聞の投
書から、「○ ○からそつ
ぎょうしたい」と⾃分
の目標を考えた。

【４年：国語「新聞をつくろう」】
6⽉ 29⽇、ＮＩＥ事務局の方に「見出しの作り方

や取材の仕方」などを教えていただき、グループで新
聞づくりの計画を立てた。新聞づくりの基礎を学ん
だことで、取材への意欲が高まった。

【５年：学級活動「ことばの貯金箱」、国語「新聞の
読み比べをしよう」、社会「社会を変える情報】

5⽉ 8⽇、渡辺裕子先生による「ことばの貯金箱」
のご指導で、新聞に関心を持つ児童が増えた。応募し
た作品が掲載された児童もいた。6⽉には「新聞記事
の読み比べ」、10⽉には「社会を変える情報」の授業
で、新聞を活用する授業を⾏った。

【６年：学級活動：「修学旅⾏新聞」、国語「投書を
読み比べよう」】

5⽉ 18⽇、修学旅⾏前に河北新報社の方から「新
聞記者の七つ道具や取材方法」などを教えていただ
いた。6⽉の修学旅⾏では、熱心にメモを取る姿が見
られた。また、国語の時間に書いた投書を実際に投稿
し、掲載された児童もいた。

【わかくさ：社会「くらしと情報産業」、生活単元
「⾔葉の貯金箱】
「仙台うみの杜水族館」について、複数の新聞記事
を比べたり、気に⼊った新聞記事を貼ってコメント
を書いたりして、新聞に親しむことができた。

Ⅳ　成果と次年度への課題
本校では、ＮＩＥによって⾔葉への興味関心を高

め、全校で新聞を活用した教育に取り組むようにな
ったことが成果と考える。2015年ＮＩＥ全国⼤会秋
⽥⼤会のテーマは、「『問い』を育てるＮＩＥ～思考を
深め、発信する子どもたち～」であった。次年度は、
全学年の児童が⽇常的に楽しくＮＩＥ活動に取り組
み、考えたことを発信していくことができるように
していきたい。

（担当：菅原友子、根岸健太、佐藤佑紀）
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１　はじめに
本校では、⾔語活動の充実を図るとともに、社会へ
の関心や情報活用能⼒を高め、児童⾃ら未来を切り
開いていく⼒を育んでいくことをねらいとして、全
学年でＮＩＥの実践に取り組んでいる。
今年度は、校内研修でＮＩＥの実践例や「ことばの貯
金箱」について学び、学年ごとに児童の実態に応じ
て、新聞活用学習、新聞機能学習、新聞制作学習等に
取り組んだ。

２　実践の概要
（１）新聞に親しむ環境整備
校内に新聞閲覧コーナーを設け、児童が⾃由に新

聞を読めるようにした。新聞の整理は、広報委員会が
担当した。また、古新聞コーナーを設置し、新聞を購
読していない児童が⾃由に持ち出して使えるように
した。
また、ＮＩＥ掲⽰板を設け、新聞記事や新聞ワーク
シートなどを掲⽰した。七北⽥の地域や本校卒業生
の羽生結弦選⼿に関する過去の新聞記事は、新聞記
事データベースから検索して掲⽰した。

【新聞閲覧コーナー】

【古新聞コーナー】

（２）全校で取り組む「ことばの貯金箱」
本校では、新
聞に親しみな
がら⾔語活動
の充実を図る
取組として、昨
年度の２学期
から「ことばの
貯金箱」に全校
で取り組んで
いる。⽩鷗⼤学非常勤講師の渡辺裕子先生から校内
研修で学んだことが本取組のきっかけとなり、今年
度も校内研修を実施した。
実践にあたって、児童全員に専用のシールを貼っ

た貯金箱を持たせた。また、国語の年間指導計画に位
置付けて時数を確保し、新聞の切り抜きは朝のスキ
ルタイムでも⾏っている。新聞に興味や関心を持つ
児童が、確実に増えてきている。

（３）新聞記者による防災学習
本校では、毎年秋の⼟曜⽇に、七北⽥中学校や地域

住⺠と共に防災訓練と防災学習を実施している。今
年度は、５、６年生を対象にして、河北新報社デジタ
ル推進室記者の⼤泉⼤介さんを講師として迎え、防

（９）仙台市立七北⽥⼩学校（平成 27・28年度実践指定校）

未来を切り開いていく⼒を育むＮＩＥ

【和気あいあい校内研修】

【ＮＩＥ掲⽰板】

【辞書で調べる６年生】【１年生の貯金箱】
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災学習を⾏った。
⼤泉さんから

は、東⽇本⼤震災
の体験談や「震災
アーカイブ」の取
組について、新聞
記事や写真等も資
料としながら、具
体的で分かりやすい説明があった。新聞記者の説得
⼒ある話を熱心に聞き、児童は⾃然災害や⽇常生活
の在り方に再度目を向け、主体的に防災や減災につ
いて考えることができた。

（４）新聞を丸ごと活用した国語の学習
新聞には、世の中の様々な新しい情報が⽇々掲載

され、生きた教材として私たちの知の欲求を満たし、
生活に役立っている。５年国語「新聞記事を読み比べ
よう」の単元では、こうした身近なメディアである新
聞を取り上げ、新聞の特徴や編集の仕方、記事の書き
方や写真の役割などを理解し、⼆つの新聞記事を読
み比べて書き⼿の意図を読み取ることをねらいとし
ている。
本時では、授業

当⽇の新聞を児童
に１部ずつ配付し
た。新聞探検や新
聞の切り抜き活動
を通して、新聞に
は報道記事のほ
か、社説やコラム、解説、投書など、いろいろな種類
の⽂章が掲載されていることを確かめた。また、記事
の書き方（５Ｗ１Ｈ）や新聞の構成（逆三⾓形型）、版
の違いなどを理解した。
本実践を通して、児童は新聞についての理解を深

め、国語の学習のねらいにせまることができた。

（５）新聞印刷⼯場の見学
３年生は、社会「はたらく⼈とわたしたちのくら

し」の学習の一環として、新聞印刷⼯場を見学した。
新聞社の仕事の概要
について映像で学習
した後、ガラス越しに
⼣刊印刷の様子を見
たり、パネルなどの展
⽰物を見たりした。児
童は、ロール紙の⼤き

さや高速で動く輪転機に目を奪われていた。最後に、
印刷したばかりの⼣刊を一⼈一部ずつ受け取ると、
インクのにおいを感じながら早速新聞に目を通して
いた。

（６）新聞ワークシートを校長室ポストへ
ＮＩＥ掲⽰板

に新聞ワークシ
ートを掲⽰して
いたところ、校
長から「印刷し
て児童に取り組
ませてはどう
か」という提案
があった。
早速、児童が持ち

帰れるようにコピー
を置き、記⼊したワ
ークシートを⼊れる
ＮＩＥポストを校長
室前に準備した。ワ
ークシートは、定期
的に新しいものを準
備し、校長⾃ら採点
し担任を通して返却
している。
楽しそうに取り組

む児童に触発され、
⾃主的に取り組む児
童が次第に増えてき
た。多い⽇には、20枚以上⼊っていたこともある。
難しい問題は友達同士で教え合ったり、家に持ち

帰って親子で解いたりする姿も見られ、保護者のＮ
ＩＥへの関心も高まっている。

３　次年度に向けて
次年度も、「ことばの貯金箱」や新聞ワークシート
の取組を継続し、全校の児童が新聞を気軽に⼿に取
り、新聞に無理なく親しめる環境を充実させていき
たい。
また、新聞記事を様々な教科・領域の学習に有効
活用することで、児童の問題意識を高め、⾃分で主体
的に考え、友達と話し合ったり、発表し合ったりする
ような協働的な学習（アクティブ・ラーニング）につ
なげていきたいと考える。

（担当　教諭　今藤　正彦）

【ＮＩＥ防災学習】

【新聞に目を通す５年生】

【印刷⼯場を見学する３年生】

【新聞ワークシート】

【ＮＩＥポスト】
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Ⅰ はじめに
⼤きく変化する地球環境のなか、我々は健康寿

命の伸びを視野に⼊れながらも、国外では不安定
な中東情勢、東アジア情勢等混沌とした世の中に
生活している。
変⾰の中に生きる中学生に新聞を通して世の中

の動きをしっかり捉えさせ、⾃分の問題として社
会を考えさせたい。１年目は新聞になじませ、２年目
は新聞を活用する実践を⾏う。

Ⅱ　実践計画　
１　新聞の活用場面
・ＮＩＥコーナーの設置
・新聞になじませる活動
・授業での新聞の活用

社会科、国語科等での活用
２　新聞購読
2015年 10⽉から 2016年２⽉までの４ヶ⽉間、６
紙（読売、朝⽇、毎⽇、⽇経、産経、河北）を購読し
ている。

Ⅲ　実践内容
１　ＮＩＥコーナーの設置

新聞６紙は３階図書室にコーナーを設置し、⾃
由に閲覧できるようにしており、毎⽇ 100⼈を超
える生徒が利用する図書室で、生徒は昼休み等の
休憩時間に新聞に親しんでいる。過去の新聞を取
り出して記事を探す積極的な生徒もいる。新聞の
番組欄や４コマ漫画、スポーツ面だけでなく、コラ
ムや書評、投書を楽しみにして毎⽇読んでいる生
徒も多い。
また、折り
込み広告に
興味を⽰す
生 徒 も い
る。

２　新聞になじませる活動
図書館の

コーナーだ
けでは、新
聞を読む生
徒が限られ
てくる。新
聞を多くの
生徒に親し
ませるために、１年生から３年生までの 12学級に
毎⽇６紙ずつ新聞をおいた。図書館に置いてあっ
た新聞かけを”今⽇は１年１組、次の⽇は１年２
組”という具合に、教室の一画におき、一⽇中いつ
でも閲覧できるようにした。次の段階では、全学級
で朝の会で新聞を活用した活動を考えている。

３　授業での新聞の活用
（１）　新聞スクラップの実施（社会科）
ア　目的

新聞になじませ、生徒に社会的事象を認識さ
せ、主体的に判断する⼒を養わせる。
イ　目的設定の理由

新聞を身近に感じさせ、新聞の読み込みと
話し合い活動ができる新聞スクラップづくり
が最適であると考えた。
ウ　実践
・対象：２学年３学級　社会科地理的分野で
・スクラップの⼤きさ：模造紙半分
・スクラップの対象：12⽉１⽇～１⽉ 10⽇の

６紙新聞記事
・スクラップへの記載事項：
記事３本、スクラップに適切な題名、作成

者の⽒名、使用した記事の新聞名と⽇付、
記事それぞれに班としての意見や感想
・発表の形式：学級での発表と展⽰発表 
・授業計画：

個⼈ごと三⼤ニュース選定
教室で６つの生活班ごと、それぞれに同じ⽇
１時間目

（10）利府町立利府西中学校（平成 27・28年度実践指定校）

授業におけるＮＩＥの活用
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付の６紙の新聞を配った。その中から⾃分が気
に⼊ったニュースを理由付で選ばせ、学習プリ
ントに記⼊させた。新聞を学校で初めて読んだ
生徒もいるのでジャンルを絞り込まず、新聞に
載っているものなら何でもいいという形で⾏っ
た。その後、スクラップをつくるために気に⼊っ
たジャンルをアンケートに記⼊させた。

班ごとの三⼤ニュース選定
前時のアンケートを元に４⼈までの班を

つくり、新しい班で三⼤ニュースを決めさせた。
その記事を切り抜きスクラップを作成させた。

スクラップ作成
スクラップ作成の完成をめざして活動させ

た。

スクラップの活動まとめ
前半で各班ごとに完成したスクラップの趣旨

説明と感想発
表を⾏い、後
半に本学習の
まとめをさせ
た。

（２）コラムの読み取り（国語科）
ア　目的：

新聞記事のコラムを読んで、その内容を⽂
章で表現させ、他の生徒に対し発表する⼒を
付ける。
イ　対象：中学１年生４学級
ウ　実践：

新聞のコラムを印刷して生徒に配り、読み
とった筆者の主張を書き出し、感想を記⼊す
るという活動をおこなった。その後、学級で書
き出したプリントを読んで共有した。

（３）新聞記事を使った授業（社会科）
ア　目的：新聞記事から社会の動きに触れ、興

味関心を高める。
イ　対象：中学３年生４学級
ウ　実践

社会科公⺠的分野の学習でブラック企業や
軽減税率等の新聞記事を OHPシートで映し

２時間目

３時間目

４時間目

出し全員に読ませ、そこから授業を展開して
いった。それに対する感想を書かせ、発表させ
る活動も⾏った。

Ⅳ　成果と課題
（１）成果
・活字と触れることで、生徒は目を輝かせ活動し
ていた。
・生徒は情報を主体的に収集できた。
・新聞記事で比較しながらの検討ができた。
・スクラップの学習では、実践前後のアンケー
ト結果より、新聞を身近に感じた生徒が増えた
ことがわかった。この活動を⾏うことで、「新聞
をよく読んだら面⽩かった。家にある新聞を読
んでおけば良かった。食わず嫌いだった。」等の
感想があげられた。また、本校には社会事象に興
味・関心が高い生徒が多く、「テレビやネットで
耳にした事件を新聞で読むことで⾃分の⼒で情
報を得ることができ、それについて考えること
ができた。今後新聞を読んで社会の動きを知り
たい」という生徒も多かった。新聞になじませ、
社会現象に目を向けさせる良いきっかけとなっ
ていた。
・新聞を購読していない家庭も多く、⼿にする社
会面の記事から⾃分の健康に思いをめぐらせる
など、新聞に触れることで実生活にも役立って
いた。

（２）課題
・今後、新聞記事を使って思考させ⾔語表現させ
る授業の計画をたてる予定である。そのために
は、⼗分な時間の確保が必要となる。
・各教科の年間指導計画に、短時間で有効なＮＩ
Ｅ活動を位置づけられるような方法を模索した
い。

（担当　教諭　菅原　　惠）
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１　はじめに
本校は、2015・2016年度の宮城県ＮＩＥ実践指定
校となり、初年度の実践を⾏った。
本校では、これまでも図書館には新聞４紙（うち 1
紙は英字新聞）を常備し、休み時間や放課後などいつ
でも生徒が⾃由に新聞を閲覧できる環境を整えてき
た。また年 13回、「朝新聞」の取組を⾏ってきている。
朝新聞の取組とは、良い⽂章に触れ、語彙を増やす

ことを目的とするものである。生徒は教員が準備し
た新聞のコラムを筆写し、さらに辞書を用いて意味
の分からない語句を調べ、そのコラムに相応しいタ
イトルをつけるという活動に取り組むものである。
さらに教科担当者によって、国語や社会、家庭科の
授業において新聞を活用した取組などを⾏ってき
た。
ＮＩＥ実践指定校の初年度である 2015年度は、生
徒にとって学校生活の中心となる教室に⽇常的に新
聞があるという環境をつくり、これまで以上に新聞
に親しむ機会をつくること、社会への興味関心をさ
らに高めること、を目標に掲げた。
そこで 9⽉から 12⽉までの 4ヶ⽉間、6社（河北

新報、朝⽇新聞、毎⽇新聞、読売新聞、産経新聞、⽇
本経済新聞）の新聞を各クラスに 1紙ずつ配付した。
以下、初年度の実践について報告したい。

２　実践報告
（１）各クラスへの新聞配付
各クラスに毎⽇ 1紙ずつ新聞を配付した。当然な
がら全国紙や地方紙の違い、各新聞にはそれぞれの
特⾊がある。そのためなるべく偏りがないように 1
週間ごとに配付する新聞を変えた。新聞は各教室の
⿊板の脇にある机の上に新聞用のボックスを用意
し、その中に⼊れて生徒が休み時間に⼿にとって見
やすいような環境づくりを心がけた。
また新聞はその⽇の新聞だけでなく、約 1週間程
度ボックスに⼊れておき何かと忙しい生徒も少し遡
って新聞を読んだり、複数の生徒が同時に新聞に親
しんだりすることができるように配慮した。

さらに 1週間経った新聞も各クラスで保管をお願
いした。後述するように各教科で新聞を活用した授
業を展開する際に役立ててもらうことを想定しての
ことである。各家庭で新聞を購読していることが当
たり前でなくなってきている状況の中で、クラス全
体で新聞を活用して授業を展開しやすくする 1つの
材料になればと考えた。
生徒たちは最初のうちは新聞が教室にある環境に

慣れないところがあったが、すぐに慣れ「今⽇の新聞
は？」と生徒の方から催促する声も聞こえて来るよ
うになった。

（２）終礼時の新聞記事紹介
教室に新聞がある環境にも慣れてきた 10⽉から

は、終礼時に⽇直が新聞記事を発表する活動に取り
組んだ。

（11）宮城学院中学校（平成 27・28年度実践指定校）

宮城学院中学校におけるＮＩＥ初年度の実践報告

（写真１）
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⽇直の生徒がそれぞれ⾃分の興味関心に沿って記
事を選び、感想をまとめたシートをクラスで発表し
た。当初は 1ヶ⽉ほど続け、さらに別の取組を⾏うこ
とを考えていたが、回数を重ねるごとに新聞記事の
紹介⽂や感想の書き方や発表の仕方などが上⼿にな
っていったことから、そのまま新聞記事紹介の活動
を継続することにした。

1年生では生徒によっては、その⽇のうちに新聞
に目を通し新聞記事を選んで発表の準備をする時間
がなかなか確保できないという状況もあり、あらか
じめ前⽇までに準備をして記事を紹介していた。ま
たクラス担任によっては、生徒の紹介⽂や感想⽂に
対して丁寧にコメントを寄せる取組を⾏い、生徒の
モチベーションの向上につながったこともあった
（写真１）。

（３）昇降⼝での新聞掲⽰
先述したように各クラスに新聞 1紙を毎⽇配付し
たが、全国紙と地方紙の比較をすることで気がつく
ことも多い。そこで不定期ではあるが、生徒が毎⽇利
用する昇降⼝に河北新報と朝⽇新聞の一面を掲⽰す
る取組を⾏った（教員室で購読している新聞を利用
した。したがって生徒には前⽇の一面を次の⽇に掲
⽰する形となった）。

2015年 11⽉ 16⽇（⽉）の紙面のように、パリ同
時多発テロについてどちらも取り上げた⽇（写真２）
もあれば、2015年 12⽉ 6⽇（⽇）のように、河北新
報では仙台市の地下鉄東西線について、朝⽇新聞で
は戦後 70年企画についてというように別な記事を
取り上げた⽇（写真３）もある。地方紙と全国紙を読
み比べることで、同じ出来事を多⾓的に考える目を
養い、それぞれの新聞社の特徴に気がつくことを意
図して記事を選び掲⽰した。

生徒たちがどの程度活用していたかはつかみきれ
ないが、興味深く目を通している生徒の姿が報告さ
れている。

（４）社会科授業での新聞記事の切り抜き活動
中学校 3年生では、クラスに保管しておいた新聞

を生徒に１部ずつ配付し、公⺠分野で学んだことに
関係する記事を切り抜き、記事の紹介と感想や⾃分
⾃身の考えを書き、それをグループごとに発表する
授業を⾏った。
公⺠分野は地理分野や歴史分野と比べて実社会に

直接つながる内容である。そのことを新聞記事との
出会いを通して実感することが、知識としての理解
にとどまらず、将来⾃分⾃身が社会に責任をもって
主体的に関わっていくという⾃覚へつながるきっか
けになればと考えている。

３　今後の課題
初年度は、教室に⽇常的に新聞がある環境に生徒

が慣れることはもちろんのこと、教員も慣れるため
の 1年であった。

2年目の 2016年度は、学校⾏事との関係を考慮し
ながら年間計画の中で最⼤限に新聞活動を展開でき
るようにいろいろと⼯夫をしていきたい。
また学内だけの活動にとどまらず、新聞記事コン

クールへの応募など学外の活動への積極的な参加や
新聞スクラップなど家庭での実践につながるような
働きかけにも取り組んでいきたい。
そのために教員集団の共通理解をさらに深めるた

めの努⼒を継続していきたい。
（担当　教諭　丸山　仁）

（写真２）

（写真３）
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１．はじめに
平成 25、26年度の 2年間ＮＩＥの研究協⼒校・実

践校としての取り組みを受けて平成 27年度の奨励
校として、次の点をねらいとして実践を⾏った。

（１）高校へ進学したばかりの生徒に対して新聞の
有用性を認知してもらい、有効に活用すること
で生徒たちの視野を広げ、社会と⾃分の関わり
を明確にすることで、進路選択の幅を広げるこ
と

（２）新聞を活用する中で異なった互いの意見を認
め合い、共に学び合う集団を作ること

昨年度までの 2年間、協⼒校・実践校に指定して
いただき、高校 2,3年生を対象とした新聞活用の方
法を模索してきた。そこで、今年度は新⼊学の高校 1
年生を対象に、昨年度までの取り組みを踏襲する形
で新聞を活用した取組の再スタートを切ることとし
た。

２．奨励校としての取り組みについて
本校では新⼊学時は併設の中学から進級した生徒

によるコースと、高校から⼊学した生徒によるコー
スの 2コースに分けられる。ただし、新聞に対する親
近感やその有用性への理解には⼤差はなく、高校 1
学年を⼤きな集団としてとらえた取組を展開するこ
とにした。一方で、高校 2年生からは希望進路別にコ
ースが編成され、生徒たちは職業観や勤労観を深め
ながら、志望⼤学・学部・学科をより明確にしてい
くことになる。そこで、高校 1年生の間は、新聞に関
して提供する話題も⽂理を横断するような内容を意
識した。

（１）新聞の配架
学年として、4⽉当初より河北新報を各クラス 1

部ずつ配架した。最近では家庭で新聞を購読してい
ない場合も多く、とにかく身近に新聞のある環境を
整え、興味を持った段階で読んでもらう、ということ

を目的とした。河北新報は地元のニュースに厚く、例
えば高校総体などの結果なども掲載されるため、生
徒たちが⼿に取ってみようと思う可能性も高いと考
えた。

9⽉からは、ＮＩＥ奨励校として提供いただいた
新聞各紙を、学年の廊下 3ヶ所に設けた「ＮＩＥコー
ナー」に配架した。地方紙である河北新報と、提供い
ただいた全国紙の読み比べなどを掲⽰で推奨した。

（２）朝⾃習での取り組み
4⽉当初から各クラスに新聞を配架していたもの

の、与えたままになることは避けたいという思いが
あった。そこで、学習との連動性を高めるために、⼩
論⽂学習に向けた朝⾃習を始めることにした。これ
は、前年までの 2、3年生に向けた取組（⼩論⽂講習
での使用）の前段階として、記事内容の要約や見出し
を考えるなどの作業を、朝⾃習で取り組むこととし
たものである。週に 1回、毎週金曜⽇を「⼩論⽂の朝
⾃習」の⽇と定め、新聞記事をもとにした課題に取り
組んできた。課題選定の際に意識したのは、①記事が

（12）東北学院高等学校（平成 27年度奨励校）

高等学校における LHR、SHRでの新聞の活用
～広い世界に⾃分を位置づけ、異なった意見を認め合い共に学び合う集団作りを目指して～
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野を養うことができる。教員側の関わり方について
も、原則はあるものの限定はしていない。ある教員は
生徒各⼈の意見に対して疑問を投げかけて、考えを
深めさせるようにしてみたり、またある教員は⾃身
もリレーの中に参加することで、生徒とは違う視点
や一歩先を見た考え方を提⽰したり、と各々の取り
組み方で生徒に刺激を与えている。

（３）派生した取り組み
こうした単学年での取組のほか、個⼈的なもので

はあるが派生した取組が見られた。
まず、高校 3年生理系コースの現代⽂において、⼩

論⽂⼊試を見据え、新聞への投書をクラス全体で⾏
う取組がなされた。実際に数名の生徒が掲載され、生
徒にとっても⾃信になったようである。
また、将来医療関係の仕事に従事することを志望

する生徒有志のグループでは、新聞記事から医療関
係の記事をピックアップして、それをもとに議論を
深める活動も⾏っている。

３．今後の展望と課題
高校 1年生を対象とした取組として、新聞への親
近感を持たせること、記事から⾃分の主張を展開す
ること、他者の意見を踏まえて⾃分の意見を述べる
ことについては、ある程度の到達が見られた。他方、
今後の伸びしろとしては「課題発見能⼒」が挙げられ
るだろう。⽇々の記事に眼を通し、現在は教員から与
えられるだけになっている「課題」を⾃ら考え、提案
する能⼒が身につくよう、リレーノートの題となる
記事やディスカッションのテーマの選定を生徒⾃身
に任せてみたいと考えている。

４．まとめ
平成 25年からの通算 3年間の実践を通して、イン

ターネットというツールが全盛の現代だからこそ、
情報の出処を明確にしている新聞がいかに有用なも
のであるかが実感できた。スマートフォンをはじめ
としたインターネットメディアの使用に長けた高校
生こそ、新聞の有効な活用法を学ぶべきであるとも
感じる。そうした点に気づき、その対策を考える機会
を与えて頂き、また実践にお⼒添えを頂いた宮城県
ＮＩＥ事務局の方々に末筆ながら、この場をお借り
して感謝申し上げます。

（担当　教諭　柴⽥隆一）

どのような構成で書かれているか、②現代社会の課
題を反映したものになっているか、という点である。
復興に関するもの、地域格差を是正しようとする取
組など、主に河北新報を使って可能な限り宮城、東北
ならでは、という話題を提供してきた。実は、これは
将来、県外の⼤学⼊試等で⼩論⽂を使うといった場
合、その生徒のオリジナリティにつながるようなも
のを、という意識も働いている。

朝⾃習が定着してきたところで、12⽉以降は「リ
レーノート」の取組を始めた。これは、各クラスで 6
つのグループを組み、与えられた新聞記事に対して
⾃身の意見を記⼊してグループ内を回す、という取
組で、実施要領は以下の通りである。

高校 1年生リレーノート
【ねらい】
○新聞記事を読むことで、社会に対して眼を開く。
○自分なりの考え・意見を持ち、それを明確に表現す
る⼒を養う。
○仲間の考え･意見を知ることで、物事を多角的に見
る⼒を養う。
○仲間の考え･意見を受け止め、建設的に議論を進め
る⼟台を養う。

【実施⼿順】
※1クラスに 6冊のノートを用意し、5〜7人の 1グ
ループで 1冊を使用。
１．話題の元となる新聞記事を見開き左側のペー
ジに貼る。
→はじめのうちは、教員が用意する。
２．提示された新聞記事をよく読み、「記事選定者
からの問い」に対する自分の考え･意見を右側
のページに書く（サンプル参照）。
→書く量は問わない。ただし、必ず記名すること。
３．グループ内でノートを回し、全員が必ず考え･
意見を書くこと。毎週木曜⽇の朝までに組担任
に提出。⾦曜⽇の朝に新しい記事が提示され
る。

※仲間の意見に対する意見や感想なども書いていき
ましょう。
→１人が１回しか書けないわけではありません。
人の意見を見てどんどん書き込みをしよう。

この取組は、過去 2年間の取組においても⼿応え
のあったものである。新聞記事に対して単に⾃分の
考えを述べるだけでなく、「他者の意見を読む」とい
う作業が加わり、⾃論と比較することで、多⾓的な視
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１　ＮＩＥ出前授業について
⼩学校部会では、５年国語「新聞記事を読み比べよ

う」の学習において、授業当⽇の新聞を児童全員に配
り教材として活用することで、ＮＩＥ活動の推進を
図っている。
平成 25年度に、⼩学校部会長の相澤経利校長が提
案授業を⾏った。その指導案をもとに、平成 26年度
には、ＮＩＥアドバイザー２名が県内の部会運営委
員を対象に⽰範授業を実施した。
２　今年度の取組
今年度は、県内 14名の部会運営委員が、各勤務校
で校内出前授業を実施した。授業者を支援するため、
新聞代を⼩学校部会で負担した。また、指導案のデー
タや提案授業のＤＶＤ、「版」違いの新聞のカラーコ
ピーを準備し、希望する授業者に提供した。
実施した学校は、下記のとおりである。
松ヶ浜⼩、吉岡⼩、⼊谷⼩、東四郎丸⼩、郡山⼩、
松島第一⼩、多賀城東⼩、古川第⼆⼩、四郎丸⼩、
片平丁⼩、高砂⼩、七北⽥⼩、上野山⼩、若林⼩
＜成果＞（事後アンケートから抜粋）
・一⼈一紙持たせることで、「⾃分だけの新聞」とし
て⾃由に読んだり切り抜いたりすることができ、
資料としてとても有効であった。
・児童全員が同じ新聞を使うことで、効果的に学習
を進めることができた。
・版違いの新聞を提⽰したことで、児童の新聞への
興味、関心がより向上した。
・「⼤⼈はどうして新聞を読むのか」について、児童
は真剣に考えてノートに書くことができた。

＜改善点＞（第１回⼩学校部会の話し合いから）
・指導案の内容を吟味し、切り抜き２回のうち写真
だけの切り抜きを割愛するなどして、時間に余裕
を持たせるようにする。
・90分バージョンの他に、45分バージョンの指導案
を作成し、各学校の実態に合わせながら出前授業

を実施できるようにする。
・追加資料として、号外のカラーコピーと、板書の電
子データ（投影用）を用意する。
３　次年度に向けて
今年度の出前授業の参観者は、合計 144名となり、

着実に実践の輪が広がっている。
次年度も、⼩学校部会として出前授業の取組を継

続し、ＮＩＥ活動のより一層の推進を図っていきた
いと考える。
【参考資料】「版」の違いは？
出前授業では、ソチ五輪開会を報じた一面を使い、
時間を追って写真を差し替えていることに気付か
せ、以下のように「版」の意味を説明している。
・13版…開会式会場の外の写真
※宮城県以外の東北５県に届けるため、締め切
りが早い。

・16版Ｂ…開会式開幕直前の写真
・16版Ｃ…開会式⼊場⾏進の写真
※宮城県内や仙台市内は、配達時間から逆算し
て締め切りを遅くできる。

（１）宮城県ＮＩＥ推進委員会・⼩学校部会

平成 27年度 ⼩学校部会報告
仙台市立七北⽥⼩学校　教諭　今藤　正彦

2　部会活動実践報告

出前授業の様子（七北⽥⼩学校）
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１　長期休みはニュースを調べて感想を書く宿題
１年生の時から（夏・冬・春の）長期休みでは、社

会科にふさわしいニュースを８～10個選んでその
要旨を書き、そのうちの２～３個について感想を書
くという宿題を課してきた。今年度の夏休みに３年
生が選んだのは、１位：原爆の⽇（広島・長崎）、２
位：川内原発再稼働、３位：戦後 70周年談話の順だ
った。
２　新聞記事・特集・社説を取り⼊れて主権者を育
てようとした公⺠的分野の実践
今夏の参議院議員選挙から 18歳選挙権が実現す

る。そこで、３年後に主権者になる３年生が今まで以
上に社会の出来事・問題（⼈権や政治、経済、国際な
ど）に興味関心を持ち、⾃分で考えるようになってほ
しいと考え、様々なテーマについて新聞記事や特
集・社説を取り上げながら、授業を進めた。
（１）賛成派・反対派両方の主張を取り上げる
①外国⼈参政権について
「⺠意のゲンバ『一票』に託せぬ外国⼈」（09年
８⽉、河北）という特集と、「納得いかぬ地方参政
権付与」（12年３⽉、産経）という投書を取り上げ、
他国の例も参考にしながら考えさせた。
②⼈権（環境権）と公共の福祉について

一審の横浜地裁と⼆審の東京高裁の判決結果を
載せる一方で、「夜間⾶⾏差し⽌め喜んでよいか疑
問」（14年５⽉、読賣）という投書も取り上げ⼈権
と公共の福祉の関係の難しさに気付かせた。
③川内原発の再稼働について
「電⼒安定供給へ重要な一歩だ」という見出しで
再稼働を支持する読賣の社説と、「展望なき回帰は
許されない」という見出しで疑問を呈している河
北の社説（ともに 15年８⽉）を載せ、ワークシー
トを使ってその読み取りをさせたり、感想を書か
せたりした。

【生徒たちの感想】
・どちらの社説も同じ題材なのに、書き方によって
これほど賛成か反対かがはっきりと分かれ、書か
れているのだなと思いました。この勉強で、私は、
片方の⽂だけをそのまま何も考えずに読んでしま

うと「その意見が正しい。」という先⼊観を持 って
しまうと思いました。だから、メディアリテラシー
を身に付け、あまり先⼊観を持たないようにした
いです。
・⾃分の意見と新聞の意見が違うと、「なるほど」と
思うことがあるし、新聞によって違う意見がある
ことによって、偏りがなくなるのかなと思いまし
た。⾃分の意見を持つことも⼤事だけど、⾃分と違
う意見を知ることも⼤事だと思いました。

（２）１つの特集・社説から問題の本質に迫らせた
①「一⼈で 100世帯もう限界　生活保護支援ケース
ワーカー悲鳴」（09年３⽉、読賣）という記事から、
受給者の孤独死に気付かなかったり、不正受給を
見過ごしてしまう原因を考えさせた。
②「若者よ選挙に⾏こう　投票しないと１⼈あたり

4000万円損！？」（09年８⽉、河北）という本の紹介
記事を通して、若者が投票しないとなぜ損するの
かということに気付かせた。
②「住⺠投票　議会制とどう折り合うか」という社
説（01年７⽉、河北）を通して、住⺠投票権は重
要な権利だが、その一方で議会軽視の方法だとの
反対論もあることを紹介した。
３　総合的な学習の時間などを使った労働法学習
３年計画で進めた労働法学習は、今年度は３時間

しか実施できなかったが、そのうちの２時間は、新
聞記事を使ってセクハラ・マタハラの問題について
１時間ずつ考えさせた。
【生徒たちの感想】
・今までセクハラだと思っていなかった発⾔も載っ
ていて、基準が少し分からなくなった。しかし、新
聞記事の資料から分かるように、誰かに相談する
ことがまず⼤切で、その後もそれに対してしっか
りと対応して、解決しなければならないというこ
とがよく分かった。
・マタハラという⾔葉は知っていたが、意味を知ら
なかったので、知ることができて良かった。マタハ
ラもセクハラと同じで、社会の問題になっている
ので、社会全体で取り組む必要があると思う。

（２）宮城県ＮＩＥ推進委員会・中学校部会

平成 27年度中学校部会報告
仙台市立八木山中学校　教諭　石井　　宜
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今年は少しだけ画期的な年になった。この数年、毎
年、６⽉の総会と２⽉の実践報告会の時に、集まった
数名の高校教員で、一度高校部会を開催したいとい
う話をしていたが、ようやくそれが実現したのであ
る。また、仙台市青陵中等教育学校の成果発表会であ
る英語研修会も、高校部会の主催として⾏った。以
下、その報告である。

１　高校部会研修会
11⽉ 27⽇（金）14：00から、河北新報社で開催し

た。
（内容）
・講話「新聞とネットと高校生」
（教育プロジェクト事務局長：砂金　慎　⽒）
・河北新報社内見学
参加者は５名に⽌まったが、高校の職員室のよう

な新聞製作の現場を見て歩くには、ほどよい⼈数だ
ったようにも思う。微に⼊り細に⼊り質問しながら、
役員室を除くほとんど全てを見せていただけた。は
からずも、12⽉５⽇に⾏われた「第 30回かほくＮＩ
Ｅ⼯房」では、泉区明通にある印刷所（河北新報印刷
株式会社）で⼣刊印刷の現場を見学したため、両方に
参加すれば、約１週間の間に新聞製作の全課程を目
の当たりに出来るという、貴重な機会となった。砂金
⽒による講話も、新聞作りの現場にいた⼈ならでは
の蘊蓄に満ちたもので、参加者一同得たものが⼤き
かった。
ようやく実現した企画なので、内容を検討しなが

ら何年か続けてみたい。

２　英語研修会
１⽉ 23⽇（⼟）13：00から、河北新報社で開催し
た。仙台青陵中等教育学校が２年間の実践校として
の指定を終えるに当たり、２⽉の実践発表会（発表時
間 20分）では内容を尽くせないと、別枠で設定した
ものである。
（内容）
・実践報告「新聞を英語の授業に活用する」
（仙台中等教育学校英語科教諭：⼤槻　欣史　⽒）

・講演「使える英語⼒を備えた⼈材の育成に向けて」
（灘中・高等学校英語科教諭：木村　達哉　⽒）
参加者は約 30名。⼤槻先生の話は、英語科でのＮ

ＩＥと⾔えば英字新聞という先⼊観を打ち壊すもの
であった。
木村先生のお話は、英会話が出来るようになるた

めには、正しい発音と単語の学習（瞬時に置き換え出
来るレベル）が不可欠であると同時に、英語によって
表現されるべき「⾃分の考え」の⼤切さを説くものだ
った。先生の生き様の面⽩さや、巧みな話術もあっ
て、あっという間の２時間だった。
両先生の話ともに、英語科以外の教員にも聞いて

ほしい話だったと思う。

２回の研修会とも、終了後、場所を変えて懇親会を
⾏った。高校部会研修会の方では、ＮＩＥのあり方や
推進委員会の果たすべき役割といったことも話題に
なった。
悲観的に聞こえるかも知れないが、その中で語ら

れたことは、新聞を教育に取り⼊れる実践はたくさ
ん⾏われているものの、それを組織的に⾏う必要性
は感じられない、だから、推進委員会（高校部会）と
してＮＩＥ活性化のために出来ることはないのでは
ないか？ということだ。
確かに、その通りかも知れない。しかし、私はこの

場があることによって、何⼈かの魅⼒的な先生に出
会うことが出来た。教員だけではない。記者を始めと
する、新聞関係者も含めてだ。新聞記事は内容的に幅
が広く、それをネタに議論をすれば話も弾む。⼈と出
会い、話をすれば、その中からＮＩＥに限らず、⽇々
の教育実践のヒントと活⼒とが湧いてくる。
ＮＩＥ推進委員会は不思議な組織だ。「官」である

ことによる保証と安心感がある一方で、河北新報社
教育プロジェクト事務局が⼤きな役割を果たしてい
ることに基づく、「⺠」の気楽さ、⾃由さを併せ持っ
ている。そして、このことが推進委員会の魅⼒である
と思う。そのような推進委員会（高校部会）の特長を
知った上で、ぜひ、多くの方に参加し、利用してもら
えれば、と思う。

（３）宮城県ＮＩＥ推進委員会・高等学校部会

平成 27年度高等学校部会報告
宮城県水産高等学校　教諭　平居　高志
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3　⼤学からの報告

１　はじめに
今年度、東北福祉⼤学で「新聞の読み方」について

毎⽉数回の講座を⾏いました。この講座はキャリア
センター主催で、これから就活していく学生に新聞
の必要性を感じてもらうために開設しているもので
すが、この講座等から現在の⼤学生の新聞観という
ようなものが見えてきました。

２　新聞を毎⽇読む学生はいない？！ 
年度当初にマネージメント学科３年の授業で「新
聞についての調査」を実施したところ 53名の回答を
得ました。その調査で一番の驚いたのは、「過去１週
間で新聞を読んだ⽇数は？」という問に対して「毎⽇
読む」と答えた学生は０名（！）だったことです。一
番多く読んでいる学生の回答でさえ、「０～１⽇」の
34名で「４⽇以上」は７名だけでした。また、「新聞
を読む時間」で一番多かったのが「30分以内」の 30
名です。この調査から分かることは、今の⼤学生は１
週間ほとんど新聞を読まないで過ごしているという
ことになりそうです。それでは「何によってニュース
を得ているか？」という問では、テレビとインターネ
ットが多く、「今後、メディアの中で無いと生活でき
ないものは？」という問に一番多かったのは携帯ス
マホの 45名でした。そして今後必要なメディアを３
つあげてくださいという問に対し新聞をあげた学生
は残念ながら一⼈もおらず０名でした。⼩学校や中
学校ではＮＩＥ教育がかなり認知され実践されてき
たと思われますが、この現状をみると⼤学生は⼤学
に⼊るまでのどこかで新聞を置き去りにしてしまっ
たような気がします。もしかしたら新聞そのものが
近い将来に社会から見向きもされなくなるのでしょ
うか。しかし、各会社・企業では新聞は絶対的に必要
な情報源として重要視され活用されています。そこ
で、⼤学生に新聞を読むことの⼤切さを理解しても
らい、その活用を学ぶＮＩＥがより必要になってい
ると思います。

３　新聞から驚きと発見を感じて学ぶ
「新聞の読み方講座」に集まった学生のほとんどは
予想通り新聞を読んではいません。⾃宅から通って
いる学生でさえ、家で目の前に新聞があるのに⼿に
取ることもないのです。そこで、この講座では新聞は
面⽩く楽しいものだということを感じてもらうこと

から始めます。最初に１
枚の写真に写っている
⼈物は誰か当ててもら
います。答えは 27年４
⽉⼣刊に河北新報に掲
載されたジョン万次郎
の写真ですが、教科書で
名前は知っていても写
真で実物を見るのは初
めてです。学生たちに少
なからず驚きと興味が

湧いてきているのを感じます。この驚きと興味・発
見こそが学習の⼊り⼝に立つ最初の一歩となり、次
に万次郎がどんな⼈物でどんな生涯を送ったのかと
いうことは調査・学習になります。⼤学生はスマホ
を取り出しネットですぐに調べます。これであっと
いう間に新聞活用の基本が出来上がりました。後は、
⾃分で目ざとく⼤事な記事や興味のある記事を探せ
るかということになります。「新聞の読み方講座」で
は、ジョン万次郎から出発し、新聞について各ページ
の特⾊や記事の読み方等を丁寧に学びますが、最後
に講座を受けた学生の誰もが「新聞が面⽩いという
ことが良く分かりました。これから新聞を読みます
！」と⼝を揃えて話してくれました。

４　最後に
「講座」を開いて分かったことが一つあります。本
当は学生たちは新聞の⼤切さを良く理解していると
いうことです。新聞を読まないのは新聞への関心が
全くないのではなく、きっかけがないのと時間に追
われて余裕がないためです。少しでも新聞という知
識の扉の前に立つように支援することが⼤切です。

⼤学におけるＮＩＥ ―驚きと発見を支援する―
東北福祉⼤学　特任准教授　堀江　謙一
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１　p4cとは何か。
phirosophy for children 「子どもの哲学」の略で、

アメリカで考案された教育⼿法である。生徒は⽑⽷
のボールを作り、そのボールを回しながら円座にな
って対話する。話し合いのテーマも⾃分たちで決め
る。教師は、話し合いの方向を誘導したり正答を求め
たりせず見守るだけである。対話にはいくつかのル
ールがあるが、重要なのは「ボールを持っている⼈だ
けが話せる」「ボールを持っている間は他の⼈はじっ
と待つ」そして「話されたことに否定しない」ことで
ある。これにより安心感（セイフティ）が確立される。
その教育的効果は、コミュニケ―ション⼒をつける
だけでなく、相互理解による学級づくりやアクティ
ブラーニングの向上にもつながると期待されてい
る。高森中学校では、宮城教育⼤学特任教授・庄子修
先生、同堀越清治先生、東北福祉⼤学特任准教授・堀
江謙一先生のご指導の下、１学年で授業を⾏った。指
導案と新聞記事は堀江謙一先生から提供していただ
いたものである。

２　ＮＩＥの授業と p4cの関わりについて
高森中学校の生徒は学習に対する向上心があり、

やるべきことに真面目に取り組んでいる。しかし、思
ったことを気軽に話したり、課題を深め発展させて
いこうとしたりする意欲はまだ⼗分ではないと感じ
られるため、「思考⼒」「表現⼒」を育てたいと考えて
いる。p4cの理念である「セイフティ」は、安心して
話すことができる雰囲気の中で、⾃分の考えをしっ

かり伝えることができ、お互いに理解し合い、生徒の
実態や発達段階に応じた深め方ができるものと考え
た。そしてＮＩＥを p4cの⼿法で⾏うのは、これま
での新聞記事を読んで感想を述べ合うという授業か
ら、⾃分から新聞記事よりテーマを決め、新たな展開
の話合いによって、⾃由な思考⼒を引き出したいと
いうことである。また、ほとんどの家庭ではデリバリ
ーで新聞を購⼊しているので、身近なところに新聞
がある環境にある。授業では、道徳の時間で新聞記事
の切り抜きや、国語で切り取った写真を説明するこ
とを⾏ってきた。

３　授業実践（「ブーイング」）の内容
2015年 10⽉ 19⽇、28⽇、30⽇に１時間ずつ、

１学年全クラスで⾏った。
●１時間目…　p4cを説明した後に、⾃⼰紹介をし
ながら、コミュニティーボールづくりを⾏った。
●２時間目…　「ブーイング」について〈資料①②〉
の記事を読み、テーマ設定をして対話を⾏った。この
⽇は⼤学の先生の他、ＮＩＥと p4cの授業というこ
とで河北新報社の記者の方も来られた。以下が、各ク
ラスのテーマである。

p4cによるＮＩＥ授業
仙台市立高森中学校　教諭　木下　晴子

4　その他の実践報告

１組　された⼈，やった⼈の思い。
２組　なぜブーイングは起きるのか。
３組　なぜ記者はブーイングの記事をとりあげた

のか。
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生徒はブーイングを「されたら嫌な気持ちになる」
「せっかく応援したのに負けて悔しいから⾔ったの
だと思う」「悔しくても感情を抑えなければならな
い」「⾔った方も悔しい気持ちはなくならない」「プロ
の選⼿だから負けたときにブーイングをされても仕
方がない」などの意見を出していた。対話では思い思
いに考えを述べるので論理性はないが、総じて「ブー
イングは見ていて気分の良いものではない」という
視点からの発⾔・意見が多かった。
ブーイングは、相⼿チームにだけでなく⾃分が応

援するチームにも向けられる。そこには好きだから
こそ悔しさのあまり発露してしまう感情がある。チ
ームを思うあまりの⾔葉ではあるがその品性に疑問
を持たざるを得ない理由を考える１時間となった。
３組では、その後に面⽩い展開を迎えた。３組の話し
合いを参観した河北新報社の方が、この記事を書い
た記者に問い合わせてくださった。そしてその記者
から、⼿紙〈資料④〉をいただいた。「仙台市立高森
中学校１年３組のみなさんへ」から始まる⼿紙に、生
徒は非常に感動し、喜んでいた。このような交流はＮ
ＩＥならではのものであり、新聞と⾃分たちの距離
が近くなったことを実感したできごとだった。
●３時間目…　〈資料③④〉の記事を読み、テーマを
設定した。

１組のテーマは思わぬ方向へ発展したが、２、３組
では、ブーイングで使われる⾔葉の具体例、その⾔葉
がかけられた⼈の心に与える影響などに対する意見
が出た。④の記事は、堀江先生が授業⽇前々⽇に見つ
けてくださったものである。サポーターらの悔しさ
と今後への期待が述べられている。ＮＩＥの授業で

は、後追い記事により刻々と変化する状況をも授業
に取り⼊れて考えや判断の材料にすることができ
る。今回もブーイングの記事から考えてきた⼈の気
持ちの複雑さと共に、望ましい姿も最後に表れされ
ていた。

４　成果と今後の課題
p4cの授業後、アンケートを⾏った。結果は〈資料

⑥〉のとおりである。
また、記述で多かったのは、

等であった。
１時間目のボールを作りながらの発表は、視線を定
める必要もなく、一⼈⾔のような気持ちで話せるた
め、発表しやすかったようである。また、セイフティ
により場の雰囲気が良く、今までより話したいとい
う気持ちが強まったと思われる。しかし、グラフを見
ると、意見を聞くことに躊躇しないが、話すことには
積極的ではない。そこには、国語教育、学級づくりも
含め、さまざまな要因があると思われる。今後の課題
として、継続していきたいと考えている。
今回初めて⾏った p4cの⼿法によるＮＩＥの授業

は、一つの新聞記事から様々な考え、発展につながる
ことができた。⾃由な対話の必要性も痛感でき、ＮＩ
Ｅの授業の進化ともいえるものであった。また、ＮＩ
Ｅの授業において、アクティブラーニング的な p4c
が有効に活用できることが分かった。
今後も継続して⾏い、生徒の変容を見ていきたい

と考えている。

・ボールを持っていると，なんとなく安心して，話
しやすかった。
・（発表に）⾃信がないときは顔を上げられなくて
発表しにくいけれど，ボールを持っていると顔
を上げなくてすむので，発表しやすかった。
・何でも話していいと⾔われると逆に迷ったりし
たけれど，みんなが話しているので，途中からは
気持ちが楽になった。
・普段あまり発表しない⼈も，けっこう話してい
た。
・たくさんの意見が聞けて，面⽩かった。
・みんないろいろ考えていてすごいと思った。
・楽しかった。時間があっという間だった。

１組　なぜ⼈は期間限定に弱いのか。
２組　⾔葉はどこまでが良くて，どこからが悪い

のか。
３組　なぜブーイングが悪いイメージなのか。
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〈資料①〉 〈資料②〉 〈資料③〉

〈資料④〉

〈資料⑤〉

〈資料⑥〉

グラフ左から　　とてもそう思う　→　まあまあそう思う　→　あまりそう思わない　→　全くそう思わない　→　未記⼊
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道徳指導案

ｐ４ｃによるＮＩＥ授業

⽇　　時　　平成 27年 10⽉ 19⽇・28⽇・30⽇
授業学校　　仙台市立高森中学校　第１学年

１　主題名　　「ブーイング」（他者への思いやり）　２−（２）

２　資　料　　河北新報　＊「声の交差点」投稿より
・「ブーイングは選⼿に失礼」②　「他者への思いやりを⼤切に」③

＊　10⽉ 18⽇朝刊「スポーツ面」　「山形崖っぷち」　①
＊　10⽉ 25⽇朝刊「とうほく面」　「悔しい」　④

３　ねらい　 （１）「思いやり」の心は、⾃分が他者に能動的に接するときに必要な心の在り方である。昨今の
「いじめ」問題により、子どもたちが他の⼈の立場を尊重し、親切心やいたわり励まず気持
ちをしっかりと持つことの⼤切さが求められています。温かい⼈間関係とはどういうもの
かということを、中学１年生の時期にしっかり身に着けるようにする。

（２）ｐ４ｃの授業により、生徒ひとりひとりが落ち着いて⾃分の意見を発表しあえる雰囲気で
話し合えることができる。

（３）新聞の記事から⼤切だと思うことを読み取り、⾃分の考えを話すことができる。

（４）他の⼈の話をしっかり受け⼊れて聞くことができる。

（５）新聞の投書内容から⾃分たちの学校生活を振り返り、友達とのかかわりや思いやりなどに
ついて考えを深めることができる。

４　資料観　　 新聞の投書欄に掲載された⼩学生の意見②で、スポーツ観戦におけるブーイング①は失礼で
はないかという疑問が寄せられた。プロスポーツでは応援するチームが負けた時などに時とし
て観客のブーイングが起きるが、果たしてそれは選⼿への侮辱なのかどうか。そして、何のため
にブーイングをするのかということをお互いに感想や意見を交換しながらブーイングの意味を
考えてみたい。また、さらにブーイングは教室や部活、学校生活でも起きることがあるのだろう
かということにも話題を広げ深く掘り下げたい。最後に③の意見を読み、思いやりを持った⾔動
や⾏動はどうあればよいかということをお互いに分かり合えるような話合いにしたい。

５　指導観　　 子どもたちにとってはｐ４ｃを使った授業は初めての経験となるので、対話による授業の基
本をしっかり学び、今後の様々な場面でもｐ４ｃ活用できるようにしたい。また、ＮＩＥの授業
ということで新聞記事から何を読み取っていくかということを中１という発達段階も踏まえて
目標設定し、できるだけ深く読み取って考え、そして⾃分の意見をまとめられることができるよ
うにしたい。ｐ４ｃの活用によりＮＩＥの授業でもアクテイブラーニングがさらにスムーズに
⾏えるようなるのではないかという期待をしたい。
また、ｐ４ｃにおける担任の役割は⼤変難しい面もあるが、子どもたちの意見をじれないで待

つということを担任⾃らが実践していくことが⼤事である。また、結論を見越して子どもたちの
話し合いの方向性を誘導するようなことにも注意しなくてはいけない。教師も子どもたちと一
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緒に考え⾃分の考えを述べながら対話を深められるようにする。

６　指導計画　　第１時　　「コミュニテイボール」を作ろう
第２時　　「ブーイング」とは何だろう？
第３時　　「ブーイング」と「思いやり」

７　ｐ４ｃ　　 ｐ4ｃとは　philosophy for children （子どもの哲学）の略です。哲学というと何かとても難し
い印象がありますが、世の中のあらゆることに関していろいろな⾓度から考えて問題を明らか
にしていこうということです。そこで、ｐ４ｃでは「なぜ？」「どうして？」と不思議に思う気
持ちを⼤切にして、少しずつ掘り下げて考えていきます。そして、一番⼤切な事はｐ４ｃでは他
者と疑問を共有しながら⾃分では気が付かなかった視点から物事を見て理解を深める「対話に
よる探求」を⾏うことです。この授業では最初から結論は決まっていません。また、コミュニテ
イボールを持っている⼈しか話せないなど話し合いのルールがあります。それは安心して⾃分
の意見を⾔えるセキュリテイにもつながっています。

８　ＮＩＥ ＮＩＥ（エヌ・アイ・イー）は　Newspaper in Education （教育に新聞を）の略です。教育
の中で新聞を活用することによって、新しい発見や幅広い知識の獲得を目指すとともに、教材と
しての資料や話し合い活動の問題提起などにも活用されています。また、読解⼒や⽂章⼒を身に
着ける学習にも⼤変効果的で、⼩・中・高はもちろん⼤学でも活用されています。

９　指導過程　第１時

※　第２時、第３時の指導過程については、誌面の都合上省略

段階 学習内容・活動 指導上の留意点・評価
導⼊ ○今⽇の活動の説明 ○活動⼿順を全員が理解するようにする。
10分 ・生徒は円になって座る。

展開 ○コミュニテイボールを作る
30分 ・⾃⼰紹介等をしながら順番に制作する。

終末 ○出来上がったコミュニテイボールについて確認 ○コミュニテイボールについて理解する。
10分
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平成 27年 12⽉２⽇（水）、仙台市立⽥子⼩学校を
会場に宮城県ＮＩＥ研究⼤会が開催された。例年よ
り半⽉遅れの開催となったが、心配された寒さもそ
れほどではなく、約 80名の参加者を得て盛会裡に終
えることができた。
公開授業は、３年生「道徳」と５年生「国語」の⼆
コマである。
３年生「道徳」では、導⼊時と終末時に新聞記事を

活用した。３年生という発達段階をふまえ、主に新聞
写真を使いながら、児童の興味・関心を高めていっ
た。中心資料は副読本の資料「同じ仲間だから」であ
り、新聞記事は補助資料としての活用である。
５年生「国語」では、新聞を「⾔葉辞書」として活
用した。新聞から切り抜き、集めてきた素敵な⾔葉
（⾔葉貯金）の中から、「６年生に贈る⾃分の気持ちを
⾔い表すぴったりの⾔葉」を決める授業である。「オ
ープンクエスチョン」という技を用い、どの児童も生
き生きとペアトークを楽しむことができた。

授業後に⾏われた研究協議では、「授業のねらい」
を明確にし、その達成のために新聞を効果的に使う
ことが⼤切であることが確認された。
公開講演では、宮城教育⼤学の児玉忠教授に、国語
科におけるＮＩＥについて、分かりやすく解説して
いただいた。公開授業（５年：国語）を踏まえた
お話は、これからの国語科のあり方を考える上で、⼤
変参考になるものであった。

１　宮城県ＮＩＥ研究⼤会

Ⅳ 研修会報告

１　⽇　　時　　平成 27年 12⽉２⽇（水）
２　会　　場　　仙台市立⽥子⼩学校
３　公開授業　　14：00～

○　３年　道徳「同じ仲間だから」・・・・・・・・・・・　授業者　安倍　豊　教諭
○　５年　国語「六年生におくる字をすいせんしよう」・・　授業者　鈴木優太　教諭

４　全 体 会　　15：00～
公開授業についての研究協議
全体講評（研究推進副委員長　相澤経利　⽒）

５　公開講演　　15：45～
講師　　児玉　忠　⽒（宮城教育⼤学教授）
演題　「新聞が育てることばの⼒」

６　閉会⾏事　　16：45～　　　
閉会の挨拶（仙台市立⽥子⼩学校　校長　佐々木友康　⽒）

（１）⼤会の概要 事務局　齋藤　昭雄



− 60 −

第３学年 道徳学習指導案
⽇　時：平成 27年 12⽉２⽇（水）５校時
場　所：仙台市立⽥子⼩学校 生活科室
指導者：教諭　安倍　　豊

１主題名 「みんなで一緒に」　　２−(３)信頼・友情
２資料名 「同じ仲間だから」　　出典：⽂部科学省「わたしたちの道徳」⼩学校３・４年
３主題について
（１）指導内容と道徳的価値について
本題材は、⼩学校学習指導要領道徳の第３学年及び第４学年の内容２「主として他の⼈とのかかわりに関する

こと」の(３)「友達と互いに理解し、信頼し、助け合う」をねらいとしている。
中学年の発達段階においては、気の合う友達同士で仲間をつくり、友達と集団で活動することが盛んになる。

⾃分の利害に基づいて衝突することも見られるようになる反面、相⼿の気持ちをより深く理解できるようにな
ってくるため、温かい心を持つとともに、相⼿に対する思いやりの心を育てることが一層重要になる。相⼿の現
在の状況、困っていること、⼤変な思いをしていることなどを想像することによって相⼿のことを考え、親切な
⾏為を⾃ら進んで⾏うことができるように指導していくことが⼤切である。
友達同士が互いのことを理解し、助け合ったり、励まし合ったりしながら成長していくことができるような態

度を育てたいと思い本主題を設定した。
（２）児童の実態について
本学級の児童は男子 13名、⼥子 17名、計 30名である。明るく元気で、教室内の整理整頓や花壇の草花への

水やりを進んでするなど素直で何事にも一生懸命に取り組んでいる。
⽇常の生活では、外遊びをする児童が多く、休み時間になると校庭へ出てボール遊びや⿁ごっこ、縄跳び、竹

馬、一輪⾞など体を動かして元気いっぱい遊んでいる。一方、遊び方やルール、⾔葉遣いなどが理由でトラブル
になることがしばしば見られる。⾃分に都合悪くとも折り合いを付けて友達と関わることが次第に見られるよ
うになってきているが、⾃⼰中心的な⾔動をする児童がまだ見られる。友達についてのアンケート調査を実施し
たところ、次のような結果が得られた。

１　いつも友達と遊んでいますか はい・・・28⼈ いいえ・・・2⼈
・ボール遊び　・⿁ごっこ　・遊具　・お絵かき　・読書
２　友達といっしょにいると楽しいですか はい・・・30⼈ いいえ・・・0⼈
・仲良く遊んでいるとき　・笑っているとき　・みんなで遊ぶとき
３　友達がいて良かったと思いますか はい・・・30⼈ いいえ・・・0⼈
・一⼈で遊ぶより友達といっしょに遊んだ方が楽しい　・遊び相⼿がいないとさびしい
４　友達に助けてもらったことがありますか ある・・・20⼈ ない　・・・10⼈
・けがをした時に助けてくれた  ・勉強を教えてもらった  ・嫌なことがあったときに励ましてくれた
５　友達を助けたことはありますか ある・・・15⼈ ない　・・・15⼈
・けがをした時に助けてあげた　・保健室に連れて⾏ってあげた　・忘れ物をした時に貸してあげた

６　友達の良いところを⾔えますか はい・・・24⼈ いいえ・・・ 6⼈
・やさしい　・いろいろ教えてくれる　・楽しい　・そうじをがんばっている　・声を掛けてくれる
・正直なところ　・いっしょに遊んでくれる　・相談にのってくれる

〔友達についてのアンケート調査7

休み時間には、ほとんどの児童が友達と遊んで過ごしており、友達と一緒に過ごしていると楽しいと回答して
いる。全ての児童が友達がいて良かったと考えており、友達の存在を認め、友達と関わることに抵抗が少ないこ
とが分かった。友達に助けてもらった経験がある児童と友達を助けてあげたことがある児童とを比較すると、友
達に助けてもらった意識の方が高いことが分かる。これは、友達を助けることは特別なことではなく、⾃然のこ

（２）3年道徳：学習指導案
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ととしてとらえているのではないかと考えられる。一方、友達の良いところを挙げさせる設問では、多数の児童
が⾔えると答えた反面、答えられない児童も数名いた。これは友達の良いところを意識しながらの関わりが希薄
なためではないかと考えられる。
（３）資料について
本資料は、⽂部科学省発⾏の「わたしたちの道徳（⼩学校３・４年）」に掲載されている読み物資料である。運
動会の「台⾵の目」に取り組むことになったが、同じグループの光夫は運動が苦⼿である。ある⽇、教室に⼊っ
てきた光夫の指に包帯が巻いてあるのを見て、同じグループのひろしは光夫に体育を休んだ方がいいと主張す
る。そんなひろしの⾔葉を聞き、とも子は返事に困ってしまう。しかし、転校したよし子の⼿紙を思い出し、「光
夫さんを外して勝とうとするなんておかしいと思うの。」と厳しく、はっきりと⾔う。このことをきっかけに、燦
⼈が心を一つにして練習に励むという内容である。友達の身になって考えることの⼤切さや、考えが違っていて
も友達のためだと思うことははっきりと伝えることで相⼿にもその思いが伝わり、信頼や友情が育まれること
を深く考えさせ、道徳的実践⼒の育成を図りたい。
（４）指導の方向「指導に当たって」
主たる登場⼈物である「とも子」の気持ちに迫ることで、友達を⼤切にすることについて考えさせていく。
児童への資料の提⽰は、児童一⼈一⼈がじっくりと資料の内容をつかむことができるように教師が範読する。

とも子の心の葛藤や心境の変化といった重要な場面では、間を開けるなど児童が話の流れや登場⼈物の心情の
変化に気付くことができるようにする。児童一⼈一⼈が友達を理解し、信頼し、助け合うことの⼤切さに気付き、
関わっていくことができるようにしていきたい。
４　ＮＩＥとの関連について
（１）新聞と児童とのかかわりについて
本学級において、新聞を購読している家庭は半数以下である。新聞に触れる機会が少ない児童にとっては新聞
への関心が必ずしも高いとはいえない。しかし、教室内に新聞を置いておくなど、いつでも新聞が読めるように
しておくと休み時間に新聞を読んでいる児童が見られる。
（２）教育活動におけるこれまでの新聞活用について
学習指導に関して、国語で学習した作品の著者や作者に関する記事を取り上げ、関心を高めたり理解を深めた

りすることなど間接的に新聞記事を活用した。
学級活動では、朝の会において担任が新聞記事を取り上げたり、スピーチタイムで新聞記事を紹介したりする
など、新聞に関わる時間を増やすように意識して取り組んでいる。特に新聞記事紹介のスピーチについては児童
が意欲的に取り組んでいる。また、「ことばの貯金箱」に取り組み、新聞への興味・関心を高めた。新聞記事か
ら心に残る⾔葉や印象に残った写真を⾃由に貼り、⾃分の思いを表した。
（３）本時における新聞記事資料の位置付け及びねらいについて
本時の学習では、新聞記事を活用し、道徳的価値への関心を更に高める。新聞記事、特に写真から写っている

⼈たちの気持ちや思いを考えさせることで、友達との友情の⼤切さに気付き、互いに信頼する気持ちを持つこと
ができるようにする。なお、新聞記事については、児童の発達段階を考慮すると、内容を全て読み取らせること
は難しいため、写真を中心に写っている⼈の会話や気持ちを想像して吹き出しに書かせたり、記事中の⾔葉を取
り上げたりしながら「友情、信頼」という価値に迫っていく。
５　ねらい
友達の身になって考え、互いに理解し合い、友達を⼤切にしようとする態度を育てる。
６　指導過程

階段

導
⼊
︵
気
付
く
!

※指導上の留意点

導⼊時に本時の学習意
欲（興味・関心）を高める
ため，運動会に関する新
聞記事を活用する。①写
真→②写真＋記事

ＮＩＥ
○運動会の写真。
○みんな真剣に走ってい
る。
○がんばろう。
○勝ちたい。
○１位になりたい。

１　新聞記事（写真）を見て話
し合う。

◇これはどのような場面の写真
ですか。

◇写真の子供たちはどんな気持
ちで走っているか想像する。

○予想される児童の反応学習活動　◇主な発問
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※新聞記事（写真）を提⽰
し，運動会では誰でも「勝ち
たい」「１位になりたい」と
いう気持ちを持っているこ
とを確認して資料に⼊る。

展
開
︵
見
つ
め
る
︶

※教師が資料「同じ仲間だ
から」を読む。児童は挿絵
を見ながら聞く。

※資料中の登場⼈物（ひろ
し，とも子）も同じ気持ち
（勝ちたい）であることを
確認するとともに，これ
でいいのかという相反す
る気持ちにも気付かせ
る。
※仲間外れはいけないとい
う気持ちと，でも勝ちた
いという気持ちについて
意見交換しながら考えさ
せる。

※相⼿の身になって考え，
互いに理解し，信頼する
ことが⼤切だということ
を考えさせる。仲間外れ
はいけない。

※運動会で競技をする挿絵
を見て，３⼈の気持ちを考
える。

○光夫さんがいると⼆組は
勝てないのかな。
○勝ちたいな。
○光夫さんも頑張っている
のにかわいそう。

○光夫さんが⼤丈夫だと⾔
っているのに。
○無理矢理休ませるのはい
けない。
○光夫さんが休めば勝てる
かもしれない。

○転校したよし子からの⼿
紙を読んだときのことを
思い出してはっとしたか
ら。
○少しぐらい違っていても
仲間外れにするのはおか
しい。
○わたしたちも光夫さんに
同じことをしているのか
もしれない。
○でも，運動会では勝ちた
い。

○光夫さんを仲間外れにし
なくて良かった。（ひろ
し）
○仲間外れにしていたら光
夫さんは悲しかっただろ
うな。（とも子）
○みんなと一緒にできてう
れしい。（光夫）

２　資料「同じ仲間だから」を読
んで話し合う。

◇「ぼくたちのグループには、光
夫君がいるんだものな。」ひろ
しに不満そうに⾔われたとき，
とも子は，どのようなことを思
ったか。

「そうかい。でも休んだ方がいい
んじゃないか。ともちゃん。」と⾔
われたとき，とも子はどのような
ことを思ったか。

◇「台⾵の目」をしているとも子，
光夫，ひろしはどんな気持ちなの
でしょうか。

◇とも子が「光夫さんを外して
勝とうとするなんてまちが
っていると思うの。」とどん
な思いで⾔ったのか

終
末
︵
深
め
る
︶

※中野⼩最後の運動会の記
事を使用し，信頼・友情
の⼤切さについて考えを
深める。

○運動会の写真。
○⼤⼈もいっしょに走って
いる。

○楽しそうに走っている。
○閉校してしまうのになぜ
楽しそうに走っているの

３　新聞記事・写真を見て考え
る。（ワークシート）

◇これはどのような場面の写真
ですか。

◇写真を見て感じたことを発表
しましょう。
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︵
高
め
る
︶

※⾃分の経験を思い出した
り学習内容と照らし合わ
せたりし，信頼・友情の
⼤切さについての意識を
更に高める。

かな。
○勝つことより⼤切なこと
があるんだね。
○運動会ができてよかった
ね。
○みんなありがとう。
○これからも仲良くしよう
ね。

○運動会のときの写真だ。
○みんなで頑張ったね。

◇走っている⼈たちの写真を見
て何と⾔っているのかワーク
シートに書きましょう。

・⽥子⼩学校の運動会の写真を
見る。

報道写真を見せること
で，みんなでやりとげるこ
との素晴らしさやできた
時の喜びを感じ取り，今後
の生活に夢や希望を持た
せる。

ＮＩＥ

７　評価
友達の身になって考え，互いに理解し合い，友達を⼤切にしようとする気持ちを持つことができたか。（発
⾔，表情，ワークシート）

８　板書計画

写
　
真

写　真

見
出
し

見
出
し

と
も
子

﹁
台
⾵
の
目
﹂
を
い
�
し
�
に
や
�
て
い
る
と
き
の
気
持
ち
︒

中野⼩学校
最後の運動
会

﹁
光
夫
さ
ん
を
外
し
て
勝
と
う
と
す
る
な
ん
て
ま
ち
が
�
て

・
無
理
矢
理
休
ま
せ
る
の
は
い
け
な
い
︒

光
夫
さ
ん
が
か
わ
い
そ
う

・
光
夫
さ
ん
が
休
め
ば
勝
て
る
か
も
し
れ
な
い
︒

勝
ち
た
い

﹁
そ
う
か
い
︒
で
も
︑
休
ん
だ
方
が
い
い
ん
じ
�
な
い
か
︒

と
も
ち
�
ん
ど
う
思
う
︒﹂

﹁
ぼ
く
た
ち
の
グ
ル
�
プ
に
は
︑
光
夫
君
が
い
る
ん
だ
も
の
な
︒﹂

﹁
同
じ
仲
間
だ
か
ら
﹂

ひ
ろ
し

光
　
夫

９　準備物
・新聞記事（写真）　　・挿絵　　・ワークシート
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第５学年　国語科学習指導案
⽇　時：平成 27年 12⽉２⽇（水）５校時
場　所：仙台市立⽥子⼩学校　５年２組教室
指導者：教諭 　鈴木　優太

１　単元名 「６年生に贈る⾔葉を推薦しよう」

２　単元の目標
・　聞き⼿が納得するように、話の構成を⼯夫して推薦することができる。
・　話し⼿の意図をとらえて、納得できるか考えながら聞くことができる。

３　評価規準
○ ６年生に贈る⾔葉を推薦し合って決めることに関心を持ち、聞き⼿が納得するように構成を⼯夫して話
そうとしている。 【関心・意欲・態度】
○　推薦する理由と⾔葉の知識や情報を関係づけて話すことができる。 【Ａ話す・聞く（１）ア】
◎　６年生に贈る⾔葉としてふさわしいことが伝わるよう、構成を⼯夫して話すことができる。

【Ａ話す・聞く（１）イ】
◎ 友達が伝えようとしている⾔葉の良さを考えながら聞き、⾃分の意見と比べるなどして考えをまとめる
ことができる。 【Ａ話す・聞く（１）エ】
○　比喩や反復などの表現の⼯夫に気付き、⾃分の表現に活用できる。

【伝統的な⾔語⽂化と国語の特質に関する事項（１）イ（ケ）】

４　単元について
（１）教材観
本単元は、話す・聞く領域「話す」系統の単元である。「話す」系統では、相⼿や目的に応じた話の組み立

てや話し方について学び、分かりやすく話して伝える⼒を身に付けることを目指している。これまでに児童
は、聞き⼿に対して説得⼒のある理由を考えて話したり、理由に気をつけながら⼈の意見を聞いたりすること
を学習してきている。
それを踏まえ、本単元では、⾃分が選んだ⾔葉(漢字・単語・⽂章)を推薦するスピーチをする活動を通して、

聞き⼿が納得できるように構成を⼯夫して話すことと、話し⼿が伝えたい良さに納得できるか考えながら聞
くことをねらいとしている。
最高学年になるという⾃覚が芽生え始めてきているこの時期の５年生にとって、卒業を控えた６年生に⾔

葉をプレゼントする活動は、⾔語活動に意欲的に取り組むことが期待できる教材であると考える。
（２）児童観
本学級は、男子 15名、⼥子 13名、計 28名である。転⼊による児童数の増加に伴い、１学期末に２クラス

から３クラスへクラス替えを⾏った。いちょう発表会、就学時健診のお世話といった学校⾏事の経験も経て、
いよいよ最高学年になるという⾃覚が少しずつ芽生え始めてきている。
平成 27年度仙台市標準学⼒検査および仙台市生活・学習状況調査の結果から、⼈前で発表することに苦⼿

意識を持っている児童が少なくない傾向が見られた。経験や語彙が乏しく、⾃分の思っていることを上⼿く⾔
い表す⾔葉がとっさに出てこないので、ペアで対話する機会や、相互フィードバックし合う活動、少⼈数での
意見の伝え合いを教科を問わず積み重ね、経験と⾃信と教室の仲間との信頼関係を育むように努めてきた。11
⽉ 11⽇(水)仙⼩教研特別活動部会の研究授業において学級会を公開した。事前の活動では、ペアトークを経

（３）5年国語：学習指導案
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て、学級会ノートに理由の根拠となるエピソードを書き出す活動を⾏った。当⽇、50名もの先生方が見守る中
だったが、28名全員が、エピソードを交えながら⾃分の意見を発表することができた。学級会の一連の活動の
中で、「エピソードまで語ると説得⼒が増す」というスピーチの技術にも気付くことができた。
（３）指導観
聞き⼿が納得できるように「エピソード」まで話すことと、話し⼿なりの「エピソード」に共感しながら聞

くことをねらいとする。
経験や語彙が乏しい子供たちにとって、新聞は、素敵な⾔葉が散りばめられた⾔葉の宝箱と⾔い換えられる

だろう。『⾔葉貯金』として新聞から切り抜き集めてきた素敵な⾔葉の中から、「６年生に贈る⾃分の気持ちを
⾔い表すぴったりの⾔葉」を選ぶ。そして、聞き⼿を意識して、私にしか語れない「エピソード」と関連づけ
た話ができるように支援したいと考える。
本時の導⼊では、６年生へ⾔葉（漢字・単語・⽂章）を推薦する目的を確認する。６年生が活躍している写

真（１年生のお世話、運動会、委員会活動、いちょう発表会…）を⽰しながら教師が語り、意欲を高めたいと
考える。
展開では、はじめに、６年生に贈る⾔葉を『⾔葉貯金』の中から選び、カードに書く。「エピソード」を関

連づけてスピーチできる⾔葉を選ぶことができるように声掛けし、６年生に贈る⾔葉を決める際の仲間との
対話も奨励したい。また、⼆つの⾔葉を一つに合体させたものや、『⾔葉貯金』していなかった⾔葉を書き足
しても良いことも伝え、児童が⾃由に表現できるように支援したい。
次に、パートナーから聴き出したことをミニホワイトボードにメモしながらペアトークを⾏う。「友達に質

問されると話せた。」という児童も多く、教室で多用している⼿法である。「オープンクエスチョン」は、「は
い、いいえ」などの回答範囲を設けずに、相⼿が⾃由に返答できる質問である。相⼿からより多くの情報を引
き出したい場面で有効とされる質問の技である。「オープンクエスチョン」を提⽰することで、聞き⼿はまず
は型に沿って聞いていけば良いという思いから質問することへのハードルが下がる。また、話し⼿も次にくる
であろう質問への見通しを持てるので、話すことへのハードルが下がる。一つの型であるが、教室の全員が共
有していることによって安心して聞く・話すことができるという⼿応えを感じている。ペアで⾏うため、聞く
経験と話す経験も効率よく積み重ねることができる。
そして、ペアでのスピーチ練習を⾏う。ミニホワイトボードの「ペアトークメモ」を見ながら話しても良い

ことを伝える。最終的には何も見ないで話せるようになることを目指したい。「エピソード」を交えたスピー
チがうまくできない児童が見られた場合には、ペアトークをもう１度⾏い、「ミニホワイトボードメモ」をパ
ートナーに書き足してもらっても良いことを伝える。友達のエピソードを参考にしても良いことを伝えたり、
必要であれば、教師がエピソードを聴き出したりしたいと考えている。ペアでのスピーチ練習では、聞き⼿は
話し⼿へ必ずフィードバックを贈るようにさせる。また、そのフィードバックに対するフィードバックも返
す。⾔いっ放し、⾔われっ放しにならないように、双方向性のコミュニケーションを⼤切にしながら指導に当
たりたい。
終末では、振り返りを書く。次時でスピーチをブラッシュアップしていくことを伝え、本時を締めくくる。

５　ＮＩＥとの関連について
（１）新聞と児童とのかかわりについて
本学級において、新聞を家庭で購読している児童は９名である。新聞に触れる機会が少ない児童にとって

は、新聞への関心が必ずしも高いとは⾔えない。しかし、『新聞読み取りワーク』や『⾔葉の貯金箱』といっ
た学習活動にはとても意欲的に取り組んでいた。また、教室内に新聞を置いておくなど、いつでも新聞が読め
るようにしておくと、休み時間に⼿に取って読んでいる児童も見られた。
（２）教育活動におけるこれまでの新聞活用について
学習指導に関して、国語では、６⽉上旬に『新聞記事を読み比べよう』の学習を⾏った。河北新報、朝⽇新

聞、読売新聞、毎⽇新聞など、各社の同じ⽇の一面記事の読み比べや、同じ出来事の扱い方（見出し、写真、
記事…）の比較を実際に新聞を⼿に取りながら⾏い、書き⼿の意図について話し合う学習を⾏った。また、『新
聞読み取りワーク』を⾃作し、新聞記事を⽂章読解トレーニングの教材として活用する試みを⾏った。また、



新聞記事を読んで考えたことを書く作⽂指導の教材として活用したり、道徳の資料として活用したりもして
きた。図⼯では『⾔葉の貯金箱』に取り組んだ。新聞記事から、素敵だと思った⾔葉を⾃由に切り抜いてカー
ドに貼り、⾃分の思いを表現し、交流を⾏った。
学級活動では、朝の会で、ペアトークの時間を毎⽇設けている。担任が新聞記事を紹介し、そのことについ

て⾃分が考えていることをペアで聴き合ったり、意見を交流し合ったりするなど、新聞に関わる時間を増やす
ように意識して取り組んでいる。また、新聞記事から考えたことをまとめるなどの家庭での⾃主学習に取り組
んできた児童のノートを、教室の『価値モデルギャラリー』に掲⽰し、積極的に紹介した。おたよりに掲載し
たり、実物投影機でテレビ画面に映し出したりして共有し合い、それについてどう思うかと、ペアやグループ
や教室全体で話合いを持つことも⾏ってきた。
（３）本時における新聞記事資料の位置付け及びねらいについて
新聞を「⾔葉辞書」として活用する。『⾔葉貯金』として、新聞から切り抜き集めてきた素敵な⾔葉の中か

ら、「６年生に贈る⾃分の気持ちを⾔い表すぴったりの⾔葉」を決める。

６　単元の指導と評価の計画（５時間扱い　本時２／５）
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時

1

評価規準

【関】６年生に贈る⾔葉をスピーチ
で推薦し合うことに意欲を持って
取り組もうとしている。（⾏動観
察・発⾔）

・卒業する６年生にふさわしい
⾔葉をスピーチで推薦し合う
学習課題をつかむ。

１　学習の見通しを立てる

2
・
3

【話聞】６年生に贈るのにふさわし
い⾔葉であることが伝わるよう
に，エピソードを関連づけ，話の構
成を⼯夫している。(⾏動観察・メ
モ・スピーチ原稿)

・６年生に贈る⾔葉を『⾔葉貯
金』の中から決める。
・推薦理由の根拠となる「エピ
ソード」を交えたスピーチ練
習をする。

２　※本時　

３　スピーチの準備をする

4
・
5

【話聞】良さが伝わるように構成を
⼯夫して話したり，友達の考えに
納得できるか考えながら聞いたり
している。(スピーチ・⾏動観察・
ノート)
【⾔】表現の⼯夫に気付き，⾃分の
表現に活用している。(スピーチ原
稿・スピーチ)

・推薦する⾔葉の良さが伝わる
ように話せたか，聞けたかを
振り返る。

４ ⾔葉を推薦するスピー
チをして，互いに聴き合
う。
５ 単元のねらいが達成で
きたか振り返る。

指導上の留意点主な児童の活動

７　本時の指導計画
（１）本時のねらい
・６年生に贈る⾔葉を『⾔葉貯金』の中から決め，推薦理由の根拠となる「エピソード」を交えたスピーチ
練習をする。

（２）準備物
□⾔葉貯金　□カード　□ミニホワイトボード　□ホワイトボード用マーカー　□６年生の写真
□めあて掲⽰物　□オープンクエスチョン掲⽰物　□推薦する時の決めゼリフ掲⽰物

（３）指導過程 →　次貢参照
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・指導上の留意点◆評価規準（方法）

・６年生へ⾔葉(漢字・単語・⽂章)を推
薦する目的を写真を⽰しながら教師が
語り，意欲を一層高める。

１　めあての確認(5分)

・「エピソード」を関連づけてスピーチで
きる⾔葉を選ぶことができるように声
掛けする。
・６年生に贈る⾔葉を決める際の仲間と
の対話を奨励する。
・『⾔葉貯金』以外の⾔葉をカードに書き
足しても良いことを伝える。

２ ６年生に贈る⾔葉を『⾔
葉貯金』の中から決めて，
カードに書く。(10分)

・質問の技「オープンクエスチョン」を確
認する。

・教師が指名した児童がモデルとなり，
はじめにやり方を⽰す。

Ａ「選んだ⾔葉を教えてくださ
い。」
Ｂ「感動のサポートです。」
Ａ「というと？」
Ｂ「６年生は，この⽥子⼩を支え
てくれるサポーターだったと
思います。」
Ａ「エピソードを教えてくださ
い。」
Ｂ「私はいちょう発表会で６年
生といっしょに照明係の仕事
に取り組みました。その時，ラ
イトが付かないというハプニ
ングがあったのですが…」

３ パートナーから聴き出
したことをミニホワイト
ボードにメモしながらペ
アトークを⾏う。(10分)

・ミニホワイトボードの「ペアトークメ
モ」を見ながら話しても良いことを伝
える。
・「エピソード」を交えたスピーチがうま
くできない児童は，ペアトークをもう
１度⾏い，「ミニホワイトボードメモ」
をパートナーに書き足してもらっても
良いことを伝える。
・聞き⼿は話し⼿へ必ずフィードバック
を贈る。また，そのフィードバックに対
するフィードバックも返す。⾔いっ放
し，⾔われっ放しにならないようにさ
せる。
◆６年生に贈る⾃分の気持ちを⾔い表す
ぴったりの⾔葉であることが伝わるよ
うに，エピソードを関連づけた話の構
成を⼯夫している。（⾏動観察・スピー
チ）【話す・聞く】

Ｂ「私が推薦するのは，感動のサ
ポートです。⽥子⼩を支えて
くれた６年生にぴったりの⾔
葉だと思います。いちょう発
表会で…慌てる私とは違い，
６年生の○○さんは落ち着い
ていました。電球を交換し何
事もなかったように１年生の
演技が終わりました。⼤きな
拍⼿に包まれた体育館。○○
さんはまさに感動のサポート
をやり遂げていました。推薦
する⾔葉はこれしかありませ
ん。」

４ スピーチ練習を⾏う。(15
分)

予想される児童の反応主な学習活動

（３）指導過程

質問の技
～オープンクエスチョン～
①～というと？
②どんな感じ？
③もう少しくわしく教えてください
４たとえば？
５具体的にどんな感じ？
６どんなイメージ？
⑦エピソードを教えてください
８なんでもいいですよ
９ほかには？

～推薦する時の
決めゼリフ～

①ぴったり
②まさに
③しかありません

６年生に贈る⾔葉を『⾔葉貯金』の中から決め，推薦理由の根
拠となる「エピソード」を交えたスピーチ練習をする。
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本時の評価規準 ○６年生に贈る⾔葉を『⾔葉貯金』の中から決め，推薦理由の根拠となる
「エピソード」を交えたスピーチ練習をしている。（⾏動観察・スピーチ）

⼗分満足できると判断され ○６年生に贈る⾔葉を『⾔葉貯金』の中から決め，推薦理由の根拠となる
る児童の姿 「エピソード」を交えたスピーチを，スピーチメモを見ないでできている。

（⾏動観察・スピーチ）
支援が必要と判断される児 友達のエピソードを参考にしても良いことを伝えたり，教師がエピソードを聴

童への⼿立てき出したりする。

５　振り返りを書く(5分)

（４）評価

６年生に贈る⾔葉を『⾔葉貯金』の中から決め，推薦理由の根拠となる「エピソード」を交えたスピーチ
練習をすることができましたか。

（５）板書計画
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第３学年道徳「同じ仲間だから」

第５学年国語「六年生におくる字をすいせんしよう」

（４）公開授業の様子
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（５）全体会の記録

・バンクーバーオリンピックでスノボの選⼿記事を
使って、服装について考える授業をしたことがあ
る。
・河北データベースを使い、⽩鳥を⼤切にしている
記事を「導⼊」で扱ったことがある。
・授業で新聞記事を扱うのは、カリキュラムを考え
るとハードルが高い。「導⼊時」に利用するのは有
効ではないか。
・本時は、中野⼩と戸倉⼩という被災校の写真を使
ったが、地震（津波）のことに触れてもよかったの
ではないか。
・５年国語の授業では、新聞を「ことば辞典」的な活
用をしていた。
・教室後方にあった「記事集め」と本時のつながり
は？今後の予定は？
・カードに書きためて発表に生かしていく活動は、
これからもやっていきたい。
・子供たちはエピソードをはさんでうまく話してい
た。普段どのような指導をしているのか。
・ホワイトボードの活用、ペアトーク、オープンクエ
スチョンなどを生かした発表を⼯夫させてきた。

＜指導講評＞
仙台市立郡山⼩学校　校長　相澤経利　⽒

・「新聞に親しむことは、ニュースに親しむというこ
と～⾃分はどうすればよいかを考えることは、よ
き市⺠を育てるというＮＩＥの目標でもある。（故
⼤⾵先生のことば）
・５年生国語の授業：⽇頃の取り組みのすばらしさ
を感じた。
・「ことばの貯金箱」の活動を、国語の授業で効果的
に扱った
・オープンクエスチョン～子どもへの投げかけがす
ばらしい。
・本時の成功は新聞活用に支えられていた。
・３年生道徳の授業：指導案に新聞活用の苦労が感
じられる。新聞を効果的に活用するため、「導⼊」と
「終末」に写真を使った授業の構成がすばらしい。
・「報道写真」を扱う時は、カメラマンや編集者のメ
ッセージを確認して授業に使いたいものである。

１　開会のあいさつ
宮城県ＮＩＥ推進委員長　佐藤一浩　⽒

２　授業検討会
＜⾃評＞
①　阿部 豊 教諭（３年）
・本時の授業は、「信頼・友情」をテーマにしたもの
である。
・新聞については、「導⼊時」と「終末時」に活用を
図った。補助資料として扱い、道徳的価値の深化を
ねらった。
・新聞記事のインタビューにある子どもの「ことば」
を⼤切にして、信頼・友情を深く感じられるよう
にしたかった。

②　鈴木優太 教諭（５年）
・５年生とはいえ、子供たちは経験が乏しくボキャ
ブラリーも少ない。そうした実態を踏まえ、ペア学
習を通して、いい考えを広げていこうと思った。新
聞は、辞書（ことば辞典）がわりに活用した。
・子供たちは、新聞からいろいろなことばを選んだ。
そして、エピソードと結びつけて話を進めること
ができた。
・アクティブラーンニング（主体的な学び）にも新聞
が役立てられそうだと感じた。

＜質疑＞
・３年道徳の授業では、「導⼊」と「終末」で新聞を
活用していたが、参加者の中で同様の授業を実践
した⼈は？
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（６）講　演

はじめに
この 3⽉までの 14

年半、弘前⼤学教育学
部で教員養成の仕事
をして参りました。研
究者としての残りの
⼈生、宮城教育⼤学で
新しい気持ちで進め
ていきたいと思いま

す。よろしくお願い申し上げます。
2011年に青森県で開かれたＮＩＥ全国⼤会をき

っかけにＮＩＥに関わるようになりました。ただＮ
ＩＥそのものが専⾨ではなく、私の一番のフィール
ドは国語科教育です。
ＮＩＥというのは教科の枠組みには⼊らず、領域

でもない。だからこそ各教科がそれぞれに関わるこ
とができる一方で、なかなか本格的に取り組んでも
らえないという悩みがある。逆に様々な領域や教科
からアプローチができる良い面もあるという解釈も
できます。
１．ＮＩＥの目的
⽇本ＮＩＥ学会という組織がございます。⽇本Ｎ

ＩＥ学会は、⼤学の研究者と実践家の先生方の組織
で年に一回⼤会を開いています。そこで『情報読解⼒
を育てる　ＮＩＥハンドブック』という本を出して
います。今⽇はこの中からＮＩＥの目的を抜粋して
きました。
ＮＩＥには目標が５つあり、その中の一つ目が読

解⼒の育成です。多くの場合、読解⼒とは、正しく読
みなさいというニュアンスで⾔っていると思います
が、最近は、もう少し広がった意味で使われるように
なりました。PISA型読解⼒の登場で「正しく読
む」＋「テキストに対して⾃分の考えを持つように読
む」。違う⾔い方では「テキストを評価的に読む」と
いう読み方も含めて読解⼒になっています。昔は、深
く読むとか豊かに読む⼒が重要な学⼒と⾔われてい
ましたが、この考え方が⼤きく変化しました。ＮＩＥ
の目標である読解⼒を「正しく読む⼒」＋「評価的に
読む⼒」という意味でとらえてみたいと思います。
学会が掲げる⼆つ目の目的は、「情報活用能⼒」です。
これは新聞を読んで活用するということです。国語
科的な⾔い方ですと目的を持って読む、何かのため
にテキストを読む、これは国語の学習においてはあ

まりされて来なかった恨みがあります。学習者は、何
のために読むのかという目的意識がないままに実は
読み教材の学習は始まっていたのです。国語科にお
いて情報活用能⼒を発揮しながら読むというのは、
課題を解決するために読む、目的を達成するために
読む能⼒をつけろと⾔われているのですが、まさに、
ＮＩＥとは最新の情報を知るために読む。それで何
かを解決する。ということに⼤変適した読解⼒がつ
く。国語にとって新しい学⼒との親和性が高いとい
うことになります。
それから三つめ、メディアリテラシーの育成につ

いてですが、国語科からいうと⼆つの側面があって
一つは⽂字以外のものも読みの対象にするというこ
とです。写真や図表、イラスト、グラフ、これらも国
語科の読みの対象にしましょうということなので
す。昔は、説明⽂とは写真も図表も無くても⾔葉だけ
で何かを説明する、そういう役目だと教えてきまし
た。だから写真なんて邪魔だと⾔ってきたわけです。
実物がそこにないのに、⾏ったことが無いのに説明
⽂を読んだら⾏った気になる。見た気になる。これが
優れた説明⽂である。しかし、最近は、写真はある、
映像もある、グラフもある、分かりやすくてリアリテ
ィもある、⾔葉とプラスアルファの相乗効果でメデ
ィアが構成されている。そういう時代を生きる子供
たちに、写真も何もいらない。⾔葉だけで勝負しろ。
という説明⽂の学習は、時代遅れもかも知れません。
もう一つ、メディアリテラシーの問題としてぜひ取
り上げておきたい点は、全てのメディアには、送り⼿
と受け⼿がいることです。現代社会を生きる子供達
は、いつも、清く正しく美しいテキストとだけ向き合
えるわけにはいかないのは皆さんもうお分かりです
よね。情報を吟味する⼒、本当かな？と思う⼒が必要
になってきます。そうすると、この送り⼿は一体誰な
のか、それは信頼される場所で出されているのか、ヤ
フーニュースのトップニュースだけでいいのか、と
いうことです。それを考えさせてくれるのがこのメ
ディアリテラシーです。逆に⾔えば教科書も評価的、
批判的に読むのはクリティカルリーディングと呼ば
れています。そのように教科書を扱うことも、このメ
ディアリテラシーでは⼤事なことになります。そし
て、教科書でそれをやらずとも新聞はそれにぴった
り、先ほどの情報活用能⼒も新聞はピッタリだとい
うことになります。
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以上が主として国語科に非常に関連性のあるＮＩ
Ｅの目標になります。
２．ＮＩＥの内容と方法
ＮＩＥが、新聞とどのように関わるかというと、読
むとつくる、書くというのがあります。
「比べ読み」を学習活動として取り上げているのは
⼩、中学校の国語科の教科書です。なぜ比べ読みの活
動が読む中でも取り上げられているのかは、メディ
アリテラシーと関係があります。つまり、いったい誰
が、どういう立場の⼈でどんなメッセージを伝えよ
うとこの記事を書いたのか、ＡとＢの新聞を比べる
と？…やっぱり宮城県の河北新報は楽天のニュース
はでかでかと載っている。⼤阪では楽天のニュース
は⼩さい。これは、誰がどういう立場で、何の目的で
つくるのかによって違う。それがまさにメディリテ
ラシーと連結するので比べ読みっていうのを我々は
やるわけです。更には、内容が正しいかどうかを吟
味、評価しながら読むというのが、新聞ではやれるこ
となのだと思います。
新聞をつくる・新聞を読む、どちらが学習者から
見てレベルの高いことだと思いますか？一般的には
新聞をつくる方が圧倒的に難しいと思いますよね。
ところが学習指導要領はそうなってないのです。ご
承知のように、新聞をつくるのは３・４年生です。比
べ読みは５・６年生です。我々からすると新聞との
親しみ方は、つくるところから始める方がカリキュ
ラム特性としての親和性が高い。生き物新聞で理科、
お米新聞で社会科、クジラ新聞で国語…など。
クジラを題材とした説明⽂を学ぶにあたり、説明

⽂に載ってない情報も⾃分で調べて、クジラ新聞を
つくる。こんなふうに⾃分の教科のまとめとして新
聞づくりをさせる。今もあちこちで⾏われているよ
うに思います。学習のまとめをしたり、学んだことに
対する⾃分の想いを述べたりする一つのフレームと
してこの新聞が活用されている訳です。平成 10年版
の指導要領から、パソコンでローマ字⼊⼒が早くで
きるように、５・６年生から３・４年生に下りまし
た。できるだけ早い時期にパソコンと親和性を持た
せたいということも我々の国語科としては思うとこ
ろであります。
皆さんにぜひ注目していただきたいことは、⽂章

カタログとして新聞を見る目です。一般的に新聞に
は、客観的な事実が書かれているという理解がほと
んどではないでしょうか。しかし全国的な学⼒調
査・中学校のＢ問題で新聞の１面下の天声⼈語のよ
うなもの、そこにはどのようなものが載っています
かという質問に対して５割しか、「意見」が載ってい
ると答えられなかった。つまり、コラム記事だから個
⼈の意見がエッセイ⾵に載っていることを、中学生
でも半分しか分からなかった。我々は新聞には様々
な⽂種があることに教材性があると考えています。
例えば記事⽂、これは一番客観性が高い、そして次は

解説⽂、それ以外にはコラムやエッセイ、社説とか個
⼈の投書が出てきます。客観性が高いものからどん
どん主観性が高いものに並べました。
究極はなんだとお思いですか？そう、個⼈の短歌

や俳句です。マンガも⼊れてもいいかも知れません
けれども、いわゆる創作系列、そんな⾵に事実の系列
から意見や創作の系列まで様々な⽂章が並んでいる
のですね。それと、学習指導要領でも様々な⽂章を書
けと⼩学校の時に⾔っています。記録⽂、紹介⽂、説
明⽂、感想⽂、意見⽂、それか創作。ですから⽂章カ
タログとして新聞をみてみると、お⼿本になる⽂章
が新聞にはあることから、新聞の教材性について注
目していきたいところです。
３．新聞が育てる⾔葉の⼒
今⽇の話のメインの「新聞が育てる⾔葉の⼒」にい

きます。今まではＮＩＥを国語科の立場から見ると
いうお話でしたが、さらに国語科の中身に⼊り込ん
でお話をしたいと思います。
「記事を学ぶ・記事で学ぶ」聞き慣れた⾔い方です
と教材を学ぶ・教材で学ぶってやつですね。
私たちは、国語科以外の他の教科も基本的に教材

で学びます。学習指導要領における指導事項を学ぶ
わけです。記事を学ぶのではなく記事で学ぶ、つまり
記事は目的ではなく⼿段なのだと、そこにどう意識
をもち続けられるかがＮＩＥを教室に取り込む初期
の段階で極めて⼤事な要素です。面⽩い記事を教室
に持ち込むとき、多くの場合、内容を子供たちに知ら
せています。社会科だったらそれでいいのかも知れ
ませんが、国語科の場合、それでは不⼗分です。その
内容をどんな伝え方で伝えているかということのセ
ットで⾏きたい。
例えば、見出しという問題がある。今⽇、一例を持

って来ました。梨⽥監督とオコエ選⼿の記事です。写
真をどう読み、私だったらこの記事に添える見出し
はこれがいいと思うか…ここで学⼒が動いていま
す。学⼒を動かしたいのです。写真と記事を関連させ
てぴったり合う見出しは何でしょう?という学⼒で
す。授業でやるときには、なんで？とやってほしいの
です。当たり外れは問題じゃなくて、そこにつないだ
理由が⼤事なのです。今⽇の鈴木先生の授業は、本当
にいい授業だった。「根拠」「事実」「理由」が⼤事。学
⼒ポイントがはっきりわかっているので「理由」をつ
けている。
新聞を教室の中に持ち込むっていうことは国語科

の場合、先生は楽天ファンだからこんな記事に目が
留まったよ。ではなくて、内容はこう書いてある。表
現はこうなっているから、こういうタイトルが付け
られている。だからこの記事はいい記事だと思うよ。
こういう⾵な記事への注目で授業をすることになる
のかなと思います。
記事をとらえるための基礎知識と教材化の視点。

⾔葉は実物ではなく、実物を指し⽰すだけの記号で
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す。ですから⽂章の中から事実と意見を分けましょ
うと⾔っても実は無理なのです。全ての⾔葉は意図
を持って誰かに選ばれ、組み立てられている。同じ記
事、同じ事実を見ているのに違う⾔葉で組み立てら
れている。これが⾔葉の本質。ここを国語科としてし
っかり学んでほしい。
「写真や図表」も読みの対象となる。⾔葉と同様に
事実そのものではありません。いくら客観的な温度
変化を表すグラフであったとしてもそれは既に記号
化されたものにすぎません。縦軸横軸をどう取るか
によって、すごく増えているようにもあんまり増え
ていないようにも見えるよう意図的に操作が可能で
す。すべての写真や図表に撮影者や作成者の意図が
ある。
新聞は伝達説明のツールで、必ずその記事には発

信者なる⼈物がいて、ある意図を持ち、新聞という媒
体・メディアによって伝え、それを受信者が読み取
る。その読み方については、特に今まで学習してこな
かった。メディアリテラシーの学者が共通していう
ことがある。「私たちの⽇常にすっかり溶け込んでい
るテレビ・電話・新聞だが、誰も読み方を教えてく
れなかった。⾃然と身に付くと思っていた。作法につ
いても誰も学ばない。⾃然とできると思っていた」
と。
４．本⽇の公開授業（５年生）を拝見して
今⽇の５年の授業は、卒業間近の６年生に贈る⾔
葉を新聞の見出しの切り抜きから選び、その選んだ
理由をエピソードを交えてスピーチするという内容
でした。記者が何か別なことを伝えるために使った
新聞の⽂脈の中の⾔葉を、５年生が６年生に向ける。
送り⼿と受け⼿がチェンジされるわけですね。新聞
の書き⼿と読み⼿じゃなく、どういう⽂脈をつける
のかが学⼒だったのです。まさに⽂脈変換です。ここ
での学習のポイントは、新聞に使われていた⾔葉の
主体が変わり、受け⼿も変わるのですが⾔葉は変わ
らないことです。この⾔葉にぴったり合い、５年生か
ら６年生に渡すのにぴったりする⽂脈をつくれます
かという論理的思考⼒を働かせる。まさに、そこが新
聞で学べるところなのです。
最近の子供たちは語彙⼒が少ないと⾔われます

が、ではどうすればいいのか。今回、集団コミュニケ
ーションのなかで使わせようとしたのですね。使う
⾔葉も⾃分の知っている語彙ではなく、新聞に載っ
ていた語彙を使わせる。ここに非常に複雑なからく
りがある。読んで意味が分かる理解語彙に対して、表
現語彙がある。圧倒的に理解語彙の方が先に進んで、
使えるのはその後、１・２年後にくる。意味は分かる
けど使えない。というのがほとんどです。その理解語
彙をどういう⾵に表現語彙に変えていくかことに、
私たちの指導の核がある。理解語彙を増やすために、
今回の⾔葉の貯金箱があった。図⼯の時間に⾔葉の
貯金箱でたくさんの⾔葉を集めさせて、今度は、あの

集団コミュニケーションの場で表現語彙に変えさせ
る授業なのです。ここがうまくいくと語彙⼒が増え
る。語彙⼒がないというのは、単なる語彙⼒の量の問
題ではなくて、相⼿とのコミュニケーションの問題
も絡んでいるのです。今回は表現語彙を集団コミュ
ニケーションの場で実際に使わせた非常に優れた授
業で、理解語彙に新聞の見出しが機能している。新聞
の見出しという理解語彙が集団コミュニケーション
の場で表現語彙に変わる、ここが今⽇の授業で感心
したところ。もう一つは⽂脈変換です。⾔葉には必
ず、送り⼿と受け⼿がいてコミュニケーションが起
こるのですけど、そこで今⽇、使われたのが何だった
かというと、三⾓ロジックでした。送り⼿と受け⼿の
コミュニケーションのクオリティを上げるうえで、
今⽇はそれがすごく活きていたんです。今回は事実
と主張と理由づけの三⾓形を丁寧に作っていまし
た。主張に相当する送る⾔葉を成り立たせていたの
は、１つがエピソード。６年生にこんなことをしても
らった。６年生はこうだったという事実。事実がこう
だったからこの⾔葉を贈りますと。でも今⽇の先生
はそれでは許してくれなかった。そこに必要だった
のは理由づけなのです。このエピソードからこうい
うことが⾔えるので６年生にこの⾔葉を贈ります
と。ここは、例えばという⾔葉でつながって、だから
という⾔葉でつながっていきます。そして、この事実
と理由をつなぐことによって贈る⾔葉っていうの
が、より確かなものになっていく。ここで論理的な思
考⼒が働いた。論理的な思考⼒と語彙⼒という点か
ら極めて優れた国語の授業だったと僕はみていま
す。
次のキーワードはアクティブラーニングになりま

す。アクティブラーニングの要件の１つ目は深い学
びかどうか。２つ目は対話的な学びかどうか。３つ目
は主体的な学びかどうかです。深い学びかどうかの
最初の要件は、例えば課題解決的な展開があるかど
うか。今⽇の場合は完全に６年生に贈る⾔葉を考え
る課題解決、ミッション型の授業でした。
対話型の学びの要件でみると、ペア学習していま

した。とても⼯夫されていて、相⼿の⾔ったことをち
ゃんとメモして、そのメモを使っていました。つまり
⼆⼈いないと今⽇の授業の後半は展開できないよう
に仕組まれていました。役割をもったそれぞれが⼒
を合わせて解決する学習をつくる、⼆⼈がいないと、
メモが無いと後半にいけなかったというところでコ
ラボレーションの学びと⾔ってもいいと思います。
更に主体的な学び、見通しと振り返りがあること。こ
れまでは先生だけが単元計画をもっていた。何時間
やって、最後はこういう⾵に終わるのだということ
を子供たちが分かって授業を受けるというのが主体
的な学びというのだそうです。その意味で今⽇は主
体的な学びの事例ですといっていいと思います。
PISA型読解⼒について。Ｂ問題のような問題が解
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けないと国際的な学⼒として認められない。正しく
読む。詳しく読むだけではなく、⾃分はどう思うかと
評価的に読む。何かの目的を解決するために読む。と
いう読解の姿を総合して読解⼒と呼ぶ方法がとられ
ました。従来の国語科読解⼒にプラスアルファとし
て評価と活用が⼊ったものをこれからの読解⼒とい
う。もはや PISA型読解⼒という⾔葉は消えて、ただ
の読解⼒になるでしょう。
５．教科書教材と新聞
⼩学校の国語科では新聞がどのように使われてい

るのか実例を東京書籍にもって参りました。
新しい国語の４年の上。皆で新聞をつくろうという
のがあります。他教科でもお米新聞とかなんとか新
聞で活かそうということなりました。そのときに国
語科として譲れないポイントが３つあります。それ
は書くべき要素です。分かりやすい記事が書けたか、
興味を引くような見出しを考えられたか、それらを
分かりやすい割り付けで配置できたかです。
教科書では、一つ目のわかりやすい記事を書くため
に、いつ、どこで、誰が、どうしたということを網羅
することを⽰しています。
補足ながら、伝えたいことを分かりやすくするた

めに写真や図、絵などを取り⼊れているか、テキスト
などが⼊っているか、それによって分かりやすさを
あげているかという点も国語科として外せないとこ
ろです。
２つ目は、読む⼈の興味を引く見出しです。見出し

はなるべく短い⾔葉でまとめることが⽰されていま
す。
３つ目は割り付け。記事の分量や置き場所を考え
る、では優先順位や重要度を考えて記事が作れるか
どうかが学⼒になる。これを使って理科や社会で活
用していただきたい。理科や社会は教科内容をまと
めたりするのに新聞を使いたい、これがうまく合体
したときに学習効果がぐんとあがる。
教科書は、それぞれの教科特性に応じてある程度

作り込まれています。教科書を読み込んでいただい
て肝になることをしっかり押さえるといいと思いま
す。新聞に関してもここが肝になると思います。
国語の５年生の教科書ですがポイントは比べ読みで
す。Ａ社とＢ社の記事があります。しぶきを上げる
「江戸前アユ」と、よみがえった「アユの川」。これは、
今を伝えるのか、よみがえった経緯を伝えるのか、注
目するポイントの違いから見出しが違ってくる。関
連してその記事⽂も違っている。その違いをしっか
り学ばせることになります。伝えたいことの中心に
見出しも写真も本⽂も連動しているんだというこ
と。そのことをしっかり理解したうえで、新聞をつく
る場になった時に発揮される⼒になっていくのだろ
うなあと思います。次に学習キーワードが明確に⽰
されています。それが書き⼿の意図です。この⾔葉は
学習用語として何度も繰り返し使っておきたい。

これまでは教科書教材を書き⼿と読み⼿との関係
で考えることができていませんでした。⽇本の教科
書は誰が書いたか分からず、⽂科省が作ったことに
なっていました。誰が、どんな意図で書いたのか、誰
に送られているのか、こういう学習は教科書さえち
ゃんとやれてこなかった。
理科や社会の教科書のあの⽂章、本当は誰かが書

いているのですけど、個⼈の名前は出ていなかった。
最近は必ず筆者が出るようになりました。誰かが私
たちに向けて書いている。そういうコミュニケーシ
ョン的に⾔語をとらえる⼒、コミュニケーションの
過程として⾔語をとらえる⼒、これが国語科の要な
のです。新聞は、そのような学習に有効性が高いと考
えられます。
６．新聞を用いた教材開発
私が作った新聞の記事を使ったワークシートの紹

介をさせていただきます。
新聞表現の方法や⼯夫を理解するためのワークシ

ートです。ものすごく⼤きな蕗の下を幼稚園の子が
見上げながら歩いている写真があります。この写真
の⼯夫は何だろうということで、問題にしてみまし
た。見上げるようなアングルで臨場感を与えるのが
意図ですね。このように写真にも意図がある。
ライター規制の記事では、子供が簡単に火遊びで

きないようにライターのレバーが重くなったが、規
制をかけるのはいかがなものか、という投書記事で
比べ読みをさせて、どう思うかを考える。タイガーマ
スク現象では、最初は非常に好意的な報道が多かっ
たが、その後、批判的な報道も出てくるようになった
ことについて、みんなはどう思うか。他社の新聞記事
と比べ読みしながら考えてみようという問題を作り
ました。ただ単にスクラップして感想をまとめるだ
けの直球勝負では持続しづらい面もあるが、ちゃん
と本⽂を読むステップ、いわゆる旧国語科の読解⼒
に加え、⾃分はどう思いますか？を問う、新しいタイ
プの読解⼒を一つのワークシートの中に⼊れてみま
した。余裕が無いと中々できませんので、一⼈が作っ
たら皆で使い回すという⼯夫も要ると思います。
こういったところには新聞社の⼒も借りてできたら
な…と思っております。
おわりに
国語科の新しい読解⼒、アクティブラーニングへ

の対応、様々な方向を求められる状況がまだまだ続
きます。新聞などを積極的に取り⼊れることで、授業
がぐっとグレードアップしたり、質が高まったりす
るということが、経験的に立証済みです。どうぞみな
さん、様々に新聞を活用した授業をしていっていた
だけたらなと思いました。ご清聴ありがとうござい
ました。

（記録：事務局　佐々木可奈子）
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平成 27年度の宮城県ＮＩＥ地区研修会は、８⽉
20⽇（木）、塩竈市立第一⼩学校を会場にして開催さ
れた。参加者は 44名。
研修会は午前９時に開会。第１部は、時事通信社仙
台支社長の山⽥惠資⽒による講話だった。「政治ニュ
ースをより身近に～主権者教育を考える～」という
演題で、昨今の政治ニュースを分かりやすく解説し
ていただいた。ラジオでニュース解説をしている講
師ということもあり、参加者は、親しみをもって話を
聴くことができたようである。そのことは、事後のア
ンケートからも見て取れる。「いつもラジオを聞いて
いて、今⽇お話を聴くのを楽しみにしていました。政
治に関する話題は扱いが難しくなっていますが、気
をつけながら取り上げたいと思います。」など好意的
な意見が多く寄せられた。

18歳からの選挙権という話題は、学校関係者にと
って非常に関心の高いものであるが、同時に「主権者
教育」に対する不安のようなものを感じている先生
方も多いのだろう。今回の研修が、そうしたことの解
決のきっかけになれば幸いである。

第２部のワークショップでは、⼤阪から観光家の
陸奥賢⽒を招き、「まわしよみ新聞作り」を体験した。
グループ内での⾃⼰紹介もなくスタートしたので、
始めは皆固い表情だったが、作業を進めるうちに笑
顔が見られるようになり、どのグループも楽しく新
聞作りに取り組むことができた。このワークで⼤事
なのは、どこの誰と一緒に作るのかということは⼤
した問題ではなく、「新聞記事」を仲立ちにして⾃然
にコミュニケーションをはかるということなのだろ
う。「まわしよみ新聞」の効果は参加者の次の⾔葉に
表れている。「テーマではなく、一⼈一⼈が⾃由に記
事を選び意見を⾔い合えたので、楽しい時間を過ご
せました。」
参加した先生方の多くは授業でも実践してみたい

と話していたが、教科（領域）のねらいに照らして考
えると難しいところもある。「まわしよみ新聞」の授
業実践に向けた⼯夫を⼤いに期待したい。

２　宮城県ＮＩＥ地区研修会

研修会の概要 ＜テーマ＞　～たのしく学ぶＮＩＥ～

時　　程 内　　　　　　容

９：10～10：10 講話「政治ニュースをより身近に～主権者教育を考える～」
講師　時事通信社仙台支社長　山⽥　惠資 ⽒

10：15～12：00 ワークショップ　　　「まわしよみ新聞」を作ろう
講師　観光家/コモンズ・デザイナー　陸奥　　賢 ⽒

＜Ｈ27年度地区研修会の⽇程＞

事務局　齋藤　昭雄
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10⽉３⽇、札幌市の北海道新聞社会議室で、「北海
道・東北ブロックＮＩＥアドバイザー・事務局長会
議」が開催されました。会議は、北海道新聞社寺沢純
取締役と北海道ＮＩＥ推進協議会高辻清敏会長の挨
拶の後、吉成ＮＩＥコーディネーターの報告があり
ました。
次にＮＩＥ全国⼤会秋⽥⼤会を振り返るというテ

ーマで、秋⽥魁新報社の⼤石卓見読者局ＮＩＥ推進
部次長が、ＮＩＥ全国⼤会を開催する苦労と成功さ
せた喜びを述べた後、この燃え上がったＮＩＥの炎
を消さないために、各社の分担金を増やして対応し
たいと話しました。全国⼤会までは盛り上がってい
きますが、終了後、新聞の配置問題だけではなく教員
や社の担当者の異動などでＮＩＥが下火になってい
くのは、どの協議会にとっても課題になっています。
また、⼤石次長は、今回、宮城県が貸切バスで多くの
先生を⼤会に参加させたことを参考に、2018年の盛
岡⼤会では、⼤型バスいっぱいの先生を盛岡に連れ
て⾏きたいと話しました。
事務局長報告では、各県の現状と課題が報告され、
福島県からは、今年度初めてＮＩＥアドバイザーを
認定し、今後、アドバイザー中心に展開をしていきた
い。また、秋⽥県からは、横⼿市が、全 28校にＮＩ
Ｅ担当を置くなどＮＩＥへの取り組みが広がってい
る。
北海道からは、広⼤なエリアのために苦労してい

るが、各地での取り組みの強化、教員によるＮＩＥ研
究会との連携による地区セミナーなどを報告しまし
た。青森県からは、ＮＩＥセミナーの復活、岩⼿県か
らは、18年の盛岡⼤会へ向けた取り組み、山形県は、
発足 20年を迎えた山形県の現状を報告しました。
宮城県からは、⼩学校部会による「新聞の読み比

べ」師範授業と⽇販協の「すべ教」とのタイアップに
よる実践校への対応などについて報告しました。ま
た、副教材としての新聞をどのように使うべきか、複

数紙をどのようにして⼊⼿するかなど悩んでいる学
校現場の様子を報告しました。
各県アドバイザーからの報告では、当⽇の新聞に

こだわる必要はなく、校内や教員の⾃宅で読み終わ
った前⽇の新聞を活用している。教員による新聞夜
塾を火曜⽇の夜に開催している。高校のＮＩＥでは、
教科が違うと取り組み方が違うので、校内ではなく
地域の教科単位で取り組むほうがいい。前任校で教
頭としてＮＩＥに取り組んできたが、転任したらＮ
ＩＥの火が消えてしまった。など、たくさんのアイデ
ィアと課題が報告されました。
宮城県からは、⼤槻欣史アドバイザーが参加し、ア
ドバイザーとしての役割についての悩みについて話
しました。各県 3名までではありますが、この会議に
参加するアドバイザーの交通費と宿泊代が支給され
ます。来年は、多くのアドバイザーの皆様が参加し、
アイディアや悩みを共有できることを期待します。

３　東北・北海道ブロックＮＩＥアドバイザー・事務局長会議
宮城県ＮＩＥ委員会事務局長　砂金　　慎
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Ⅴ　みんなの広場

12⽉２⽇に⾏われた宮城県ＮＩＥ研究⼤会では、
新聞を活用した授業の在り方や、新聞がもつ教材性
について改めて深く考えさせられました。
５年生の国語の授業を参観させていただき、児童
たちが楽しそうに活動をしている様子を見ることが
できました。私が⼩学生だった頃は新聞に対して親
しみにくい印象をもっていたので、生き生きと話し
合っている児童の姿がとても新鮮に感じました。私
が新聞に親しめなかったのは、毎⽇、新聞が家にある
ような環境にあったにも関わらず⼿に取って読むこ
とが少なかったことと、学校の宿題として課された
ときに読まされていたことが原因だったのではない
かと思います。ですから、今回の「⾔葉貯金」のよう
な活動を通して、まずは児童たちが新聞に触れたり
目を通したりする機会を増やすことがより⼤切なの
だと実感しました。いきなり記事の内容を一つずつ
読んでいくのではなく、⾃分の好きな⾔葉を見つけ
る活動に取り組ませることで、記事を読むことに対
する抵抗を児童に感じさせずに新聞に親しませるこ
ともできると思います。
また、国語科の「話す」という単元の中で新聞を扱

っているという明確な認識の下、ペア学習を積極的
に取り⼊れたり、聞き⼿にメモを取らせたりするこ
とで、児童たちが⾃然と相⼿の話を注意して聞くこ
とができるような⼯夫が見られました。普段の学習
の成果も⼤いにあるとは思いますが、⾃分の⾔葉で
相⼿に分かりやすく伝えようとする姿勢や意欲が、
児童たちの姿からたくさん伝わってきました。新聞
はあくまでもねらいを達成するための⼿立てであ
り、目的ではないという授業のスタイルを拝見する
ことができ、とても参考になりました。
本⽇の研究⼤会に参加したことで、「新聞」は児童
の学びを深めるために有効な⼿段であること、学び
の宝庫であることを実感することができました。教
員になる前から、このような貴重な場に参加するこ
とができて⼤変光栄に思います。今後は、児童たちが
新聞から多くの学びを広げることができるよう、
様々な領域や教科における活用の仕方を今後も勉強
していきたいです。ありがとうございました。

新聞から広がる学び
宮城教育⼤学　初等教育教員養成課程

佐々木菜摘

宮城県ＮＩＥ研究⼤会に参加して
宮城教育⼤学　初等教育教員養成課程

三浦　晴信

今回の「宮城県ＮＩＥ研究⼤会」の全体会ではＮＩＥ
について今までよりも深く知ることができました。全体
会の中で印象に残っていることが⼆つあります。
一つ目はＮＩＥの考えの下、新聞を使って授業を⾏う
際には、あくまでねらいを達成するための⼿段として新
聞を使うようにするというお話です。ＮＩＥの実践をす
る際に、指導の中に、いかに⾃然な形で新聞を使うかと
いうことが⼤切なのだと学びました。「あくまでもねら
いを達成するために新聞を使うということが⼤切」とい
う⾔葉が印象的でした。
⼆つ目は、児玉先生の講演の中での「ＮＩＥの考えの
下、国語科で授業を⾏う際には、新聞の内容を読むだけ
ではなく、書き⼿が読み⼿にどのような方法で情報を伝
えているかということを意識することが重要だ」という
お話です。新聞を使うことだけで満足するのではなく、
科目ごとに科目ごとの特性や指導内容に合わせた形で
新聞を利用することが⼤切であるということを知りま
した。
また、今回ＮＩＥの考えの下、新聞を使った授業を実
際に参観させていただき、ＮＩＥを噛み砕いて授業の中
に取り⼊れる方法の例を学ぶことができました。私は今
回、五年生の国語の話すこと聴くことの領域の授業を見
させていただきました。
今回観察させていただいた授業では、『⾔葉の貯金箱』

という活動をしていました。『⾔葉の貯金箱』は、児童が
新聞の中の好きな⾔葉を切り取ったものを保存してお
き、その⾔葉たちを辞書のように使うという活動です。
新聞に使われている⾔葉には児童が⽇常でなかなか触
れないような豊かな表現の⾔葉が多く、語彙を増やすこ
とに非常に役立つと感じました。また、児童の新聞に触
れる機会が増えるという効果もあり、すばらしい活動だ
と思いました。とても勉強になりました。
私は今回の「宮城県ＮＩＥ研究⼤会」で初めてＮＩＥ
に触れました。ＮＩＥとはどのようなもので現場で先生
方はどのような取り組みをしているのか知ることがで
き、とても勉強になりました。
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Ⅵ 研究組織 
1 宮城県ＮＩＥ委員会会則
（名称）
第 1条　本会は宮城県ＮＩＥ委員会と称する。
（目的）
第 2条　本会はＮＩＥ（Newspaper in Education・教育に新聞を）の呼称にちなみ、新聞を生きた教材として

活用し、⽂章作成をはじめ、社会問題への理解など教育内容を豊かにするとともに、情報化社会におけ
る情報の処理、活用能⼒を高めて、幅広い⼈間形成に役立てることを目的とする。

（事業）
第 3条　本会は前条の目的を達成するために、次の事案について協議し、指導助⾔する。

①実施目的及び計画に関すること。
②研究推進組織に関すること。

（組織）
第 4条　本会の委員構成は次に掲げるものとする。

宮 城 県 教 育 委 員 会 代 表 者　　　宮城県連合⼩学校特別活動研究会会長
仙 台 市 教 育 委 員 会 代 表 者　　　宮城県連合中学校特別活動研究会会長
宮 城 県 ⼩ 学 校 長 会 会 長　　　宮城県連合⼩学校生活・総合研究会長
仙 台 市 ⼩ 学 校 長 会 会 長　　　仙台市中学校総合的な学習研究会長
宮 城 県 中 学 校 長 会 会 長　　　宮 城 県 連 合 ⼩ 学 校 国 語 研 究 会 長
仙 台 市 中 学 校 長 会 会 長　　　宮 城 県 連 合 中 学 校 国 語 研 究 会 長
宮 城 県 高 等 学 校 長 協 会 長　　　仙 台 市 中 学 校 国 語 研 究 会 長
宮城県連合⼩学校教育研究会会長　　　宮 城 県 内 の ⼤ 学 の 代 表 者
宮城県連合中学校教育研究会会長　　　在仙の⽇本新聞協会加盟社の代表者

（任期）
第 5条　委員の任期は 2年とし、再任を妨げない。
（会長・副会長・監事）
第 6条　1　本会に、会長 1名、副会長 5名、監事 1名を置く。

2　会長は委員会を代表し、会務を統括する。
3　副会長は会長が指名する。
4　会長に事故ある時は、副会長がその会務を代理する。
5　監事は会計監査を⾏う。

（会議）
第 7条　本会の会議は、会長が招集し、主宰する。
（顧問）
第 8条　本会に次の顧問を置く。

宮城県教育長　　　仙台市教育長
（推進委員会）
第 9条　本会の事業を達成するために、宮城県ＮＩＥ推進委員会を置く。この会則は別に定める。
（庶務）
第 10条　１　本会の庶務は、宮城県ＮＩＥ委員会事務局が⾏う。

２　会計年度は 4⽉ 1⽇から翌年 3⽉ 31⽇とする。
（報酬）
第 11条　本会の会長、副会長及び委員には報酬を支給しない。
（補則）
第 12条　この会則に定めるもののほか、本会に必要な事項は別に定める。
付 則　この会則は、平成元年 7⽉ 7⽇から施⾏する。

改正　平成 05年 07⽉ 01⽇ 改正　平成 22年 06⽉ 01⽇
改正　平成 06年 06⽉ 09⽇ 改正　平成 23年 07⽉ 05⽇
改正　平成 16年 02⽉ 27⽇ 改正　平成 24年 06⽉ 05⽇
改正　平成 18年 02⽉ 15⽇ 改正　平成 25年 06⽉ 20⽇
改正　平成 22年 02⽉ 26⽇
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2 宮城県ＮＩＥ推進委員会会則

（名称）
第 1条　本会は宮城県ＮＩＥ推進委員会と称する。
（目的）
第 2条　本会は、宮城県ＮＩＥ委員会会則の第 2条（目的）を達成するために、次のことがらを⾏う。

①教科及び領域等における、新聞を教材として活用する実践の研究
②児童・生徒の現代社会に対応する情報活用能⼒の育成

（研究）
第 3条　本会は前条の目的を達成するために、次のことがらについて協議し、研究する。

①ＮＩＥ研究活動の推進
②研修会の開催、研究成果の公開及びその表彰
③新聞についての諸調査
④研究会誌の編集と発⾏
⑤その他の会の目的を達成するために必要なことがら

（組織）
第 4条　1　本会は、ＮＩＥに関心を持ち、加⼊を希望する教育関係者等で組織する。

2　本会の構成は次の通りとする。
委員長 1名、副委員長、運営委員、専⾨委員、委員、事務局

3　委員長、副委員長を役員とする。
（任期）
第 5条　役員、運営委員の任期は 1年とする。ただし再任を妨げない。
（委員長）
第 6条　1　委員長は副委員長の互選により定める。　

2　委員長は委員会を代表し、会務を統括する。
（副委員長）
第 7条　1　副委員長は、次に掲げるものとする。

宮城県連合⼩学校特別活動研究会長、同中学校特別活動研究会長、同⼩学校生活・総合研究会長、仙
台市中学校総合的な学習研究会長、宮城県連合⼩学校国語研究会長、同中学校国語研究会長、仙台
市中学校国語研究会長、本会⼩学校部会長、同中学校部会長、同高等学校部会長

2　副委員長は、会長を補佐し、委員長に事故があるときはその会務を代⾏する。
（運営委員）
第 8条　1　運営委員は、会員の互選により定める。

2　運営委員は、研究活動の運営及び推進を主導する。
（専⾨委員）
第 9条　1　専⾨委員は、会員の互選により定める。

2　専⾨委員は、それぞれの所属する研究部⾨において実践にあたる。
（会議）
第 10条　本会の会議は、委員長が招集し、主宰する。
（提携する他の機関）
第 11条　本会の目的を達成するために、宮城県ＮＩＥ委員会と提携する。
（庶務）
第 12条　本会の庶務は、宮城県ＮＩＥ委員会事務局が⾏う。
（補則）
第 13条　この会則に定めるもののほか、本会に必要な事項は別に定める。
付　 則　この会則は、平成元年 7⽉ 7⽇から施⾏する。

改正　平成 05年 6⽉ 25⽇
改正　平成 16年 2⽉ 27⽇
改正　平成 20年 1⽉ 16⽇
改正　平成 23年 2⽉ 25⽇
改正　平成 24年 6⽉ 05⽇

◆内規　＊追加
１　宮城県ＮＩＥ実践指定校は、教員 1名以上が本会に加⼊し、運営委員を務める。
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3 宮城県ＮＩＥ委員会　及び　宮城県ＮＩＥ推進委員会の構成

平成27年度宮城県ＮＩＥ委員会役員

役　職 ⽒　名 所　属　役　職
顧　問 髙　橋　　　仁 宮城県教育委員会教育長
顧　問 ⼤　越　裕　光 仙台市教育委員会教育長
会　長 星　　　　　豪 宮城県中学校長会長（古川中校長）
副会長 渡　邊　幸　雄 宮城県高等学校長協会長（仙台⼆高校長）
副会長 八　巻　賢　一 仙台市中学校長会長（広瀬中校長）
副会長 荘　司　貴　喜 宮城県⼩学校長会長（多賀城⼩校長）
副会長 古　澤　康　夫 仙台市⼩学校長会長（上杉山通⼩校長）
副会長 ⼩野木　克　之 河北新報社取締役総務局長
委　員 山　内　明　樹 宮城県教育庁高校教育課長
委　員 桂　島　　　晃 宮城県教育庁義務教育課長
委　員 坂　本　憲　昭 仙台市教育局教育指導課長
委　員 早　坂　俊一郎 宮城県連合⼩学校教育研究会長（古川⼆⼩校長）
委　員 佐　藤　新　一 宮城県連合中学校教育研究会長（築館中校長）
委　員 ⼤　江　広　夫 宮城県連合⼩学校特別活動研究会長（⼤野⽥⼩校長）

顧問 宮　城　県　教　育　長
仙　台　市　教　育　長

宮
城
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
委
員
会

運 営 委 員 会

編 集 委 員 会
調 査 委 員 会

実 践 指 定校

⼩ 学 校 部 会
中 学 校 部 会
高 等 学 校 部 会

宮 城 県 教 育 委 員 会
仙 台 市 教 育 委 員 会
宮 城 県 ⼩ 学 校 長 会
仙 台 市 ⼩ 学 校 長 会
宮 城 県 中 学 校 長 会
仙 台 市 中 学 校 長 会
宮 城 県 高 等 学 校 長 協 会
宮 城 県 連 合 ⼩ 学 校 教 育 研 究 会
宮 城 県 連 合 中 学 校 教 育 研 究 会
宮 城 県 連 合 ⼩ 学 校 特 別 活 動 研 究 会
宮 城 県 連 合 中 学 校 特 別 活 動 研 究 会
宮 城 県 連 合 ⼩ 学 校 生 活 ・ 総 合 研 究 会
仙 台 市 中 学 校 総 合 的 な 学 習 研 究 会
宮 城 県 連 合 ⼩ 学 校 国 語 研 究 会
宮 城 県 連 合 中 学 校 国 語 研 究 会
仙 台 市 中 学 校 国 語 研 究 会
宮 城 教 育 ⼤ 学
河 北 新 報 社
朝 ⽇ 新 聞 社 仙 台 総 局
毎 ⽇ 新 聞 社 仙 台 支 局
読 売 新 聞 社 東 北 総 局
⽇ 本 経 済 新 聞 社 仙 台 支 局
産 経 新 聞 社 東 北 総 局
共 同 通 信 社 仙 台 支 社
時 事 通 信 社 仙 台 支 社

平成27年度教育委員会担当者
宮城県 ⼆階堂　浩一郎 宮城県教育庁義務教育課課長補佐
宮城県 三　宅　裕　之 宮城県教育庁高校教育課主幹
仙台市 猪　股　亮　⽂ 仙台市教育局教育指導課主幹兼教育課程係長

<敬称略>
役　職 ⽒　名 所　属　役　職
委　員 佐　藤　一　浩 宮城県連合中学校特別活動研究会長（根⽩石中校長）
委　員 狩　野　一　男 宮城県連合⼩学校生活・総合研究会長（東長町⼩校長）
委　員 高　橋　教　義 仙台市中学校総合的な学習研究会長（郡山中校長）
委　員 森　屋　勝　治 宮城県連合⼩学校国語研究会長（七北⽥⼩校長）
委　員 ⼩野寺　正　一 宮城県連合中学校国語研究会長（新⽉中校長）
委　員 岡　崎　　　徹 仙台市中学校国語研究会長（将監東中校長）
委　員 菅　野　　　仁 宮城教育⼤学（教授）
委　員 坪　井　ゆづる 朝⽇新聞社仙台総局長
委　員 須　山　　　勉 毎⽇新聞社仙台支局長
委　員 菊　池　嘉　晃 読売新聞社東北総局長
委員・監事 山　本　朗　生 ⽇本経済新聞社仙台支局長
委　員 ⽩　浜　正　三 産経新聞社東北総局長
委　員 影　井　広　美 共同通信社仙台支社長
委　員 山　⽥　惠　資 時事通信社仙台支社長

宮
城
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
委
員
会



− 81 −

平成27年度　宮城県ＮＩＥ推進委員会　運営委員会

ＮＩＥアドバイザー

役　職 ⽒　　名 学　校　名（職名）
委 員 長 佐　藤　一　浩 仙台市立根⽩石中学校!校長"
副委員長 ⼤　江　広　夫 仙台市立⼤野⽥⼩学校!校長"
副委員長 狩　野　一　男 仙台市立東長町⼩学校!校長"
副委員長 高　橋　教　義 仙台市立郡山中学校!校長"
副委員長 森　屋　勝　治 仙台市立七北⽥⼩学校!校長"
副委員長 ⼩野寺　正　一 気仙沼市立新⽉中学校!校長"
副委員長 岡　崎　　　徹 仙台市立将監東中学校!校長"
副委員長・⼩部会長 相　澤　経　利 仙台市立郡山⼩学校!校長"
運委・⼩副部会長 高　橋　　　淳 仙台市立北仙台⼩学校!校長"
運委・⼩副部会長 鍵　　　頼　信 南三陸町立⼊谷⼩学校!校長"
運委・会計 ⼤　友　浩　美 仙台市立上野山⼩学校
運　　委 伊　藤　公　一 柴⽥町立柴⽥⼩学校!校長"
運　　委 中　辻　正　樹 仙台市立七郷⼩学校!教頭"
運　　委 阿　部　　　謙 仙台市立若林⼩学校!教頭"
運　　委 ⼤　場　陽　子 川崎町立前川⼩学校!教頭"
運　　委 千　葉　久美子 仙台市立北六番丁⼩学校
運委・実践指定校 今　藤　正　彦 仙台市立七北⽥⼩学校
運　　委 加　勢　徳　寿 涌谷町立涌谷第一⼩学校
運　　委 山　本　⼗和子 仙台市立片平丁⼩学校
運　　委 青　木　　　茂 仙台市立高砂⼩学校
運　　委 高　橋　和歌子 仙台市立北仙台⼩学校
運　　委 鈴　木　　　誠 多賀城市立多賀城東⼩学校
運　　委 齋　⽥　淳　一 仙台市立東四郎丸⼩学校
運　　委 松　本　瑞　雅 仙台市立四郎丸⼩学校
運　　委 三　塚　理　恵 美里町立⼩牛⽥⼩学校
運　　委 秋　塲　⽂　東 松島町立松島第一⼩学校
運　　委 福　⽥　英　明 ⼤和町立吉岡⼩学校
運　　委 ⼩　山　順　一 登米市立北方⼩学校
運　　委 千　葉　　　修 ⼤崎市立古川第⼆⼩学校
運　　委 ⾏　本　忠　司 仙台市立⼤野⽥⼩学校
運委・実践指定校 藤　澤　雪　彦 七ヶ浜町立松ヶ浜⼩学校
運委・実践指定校 鈴　木　優　太 仙台市立⽥子⼩学校
運委・実践指定校 阿　部　　　恵 塩竈市立第一⼩学校
運委・実践指定校 佐　藤　秀　明 登米市立上沼⼩学校
運委・実践指定校 根　岸　健　太 仙台市立中野栄⼩学校
副委員長・中部会長 石　井　　　宜 仙台市立八木山中学校
運委・中副部会長 清　野　和　俊 仙台市立加茂中学校
運委・中副部会長 進　藤　千　枝 仙台市立長町中学校
運委・会計 菅　原　久　美 仙台市立八⼄⼥中学校
運　　委 佐々木　成　⾏ 仙台市立第一中学校!校長"
運　　委 相　澤　和　男 石巻市立蛇⽥中学校
運　　委 須　藤　浩　司 仙台市立八木山中学校
運　　委 音喜多　玲　子 仙台市立台原中学校
運　　委 木　下　晴　子 仙台市立高森中学校
運　　委 齋　藤　美　佳 ⼤崎市立岩出山中学校
運委・実践指定校 村　樫　雅　恵 蔵王町立宮中学校
運委・実践指定校 菅　原　　　恵 利府町立利府西中学校
運委・実践指定校 丸　山　　　仁 宮城学院中学校
副委員長・高部会長 平　居　高　志 宮城県水産高等学校

⼤　槻　欣　史 仙台市立仙台青陵中等教育学校

⽒　名 学　校　名
阿　部　　　謙 仙台市立若林⼩学校（教頭）
中　à 正　樹 仙台市立七郷⼩学校（教頭）
今　藤　正　彦 仙台市立七北⽥⼩学校
木　下　晴　子 仙台市立高森中学校
菅　原　久　美 仙台市立八⼄⼥中学校
⼤　槻　欣　史 仙台市立仙台青陵中等教育学校

<敬称略>　
運　　委 山　上　隆　司 宮城県泉高等学校
運　　委 木　村　　　誠 宮城県仙台南高等学校
運委・奨励校 柴　⽥　隆　一 東北学院高等学校
運委・実践指定校 桜　井　直　⾄ 宮城県多賀城高等学校

宮城県ＮＩＥ事務局
⽒　名 所　属　役　職

砂　金　　　慎 河北新報社教育プロジェクト事務局長
佐々木　可奈子 河北新報社教育プロジェクト事務局
⼤　槻　俊　順 河北新報社教育プロジェクト事務局
相　⽥　⿇砂美 河北新報社教育プロジェクト事務局
齋　藤　昭　雄 宮城県ＮＩＥ委員会コーディネーター
笠　原　奈緒子 河北新報社教育プロジェクト事務局
佐　藤　⿇　美 河北新報社教育プロジェクト事務局

運委・高副部会長
会計・実践指定校

<敬称略>



− 82 −

Ⅶ　宮城県ＮＩＥの歩み
組　織

県ＮＩＥ委
員会・推進
委員会設立
事務局河北

⼩ 9
中 17

○芦⼝⼩
○中野中

○芦⼝⼩
○中・研究グループ
○⼩・研究グループ

○県研究集録 1号平
成
元
年
度

⼩ 22
中 17

計 39

○芦⼝⼩
○中野中

○芦⼝⼩
○中・研究グループ
○⼩・研究グループ

○芦⼝⼩
H2・10

○八幡中
H2・10

○中野中
H3・1

○県研究集録 2号

○紀要　芦⼝⼩
八幡⼩

平
成
２
年
度

高校部会
発足

⼩ 24
中 26
高 9
計 59

○長町中 ○中・研究グループ
○⼩・研究グループ

○県研究集録 3号

○実践実例集
⼩グループ 1号

平
成
３
年
度

⼩ 27
中 22
高 10

計 59

○長町中
○旭丘⼩

○中・研究グループ
○⼩・研究グループ

○長町中
H5・1

○旭丘⼩
H5・1

○⼩学校ＮＩＥ研修会 ○県研究集録 4号

○実践実例集
⼩グループ 2号

平
成
４
年
度

朝⽇・読売
毎⽇・共同
時事の各社
加盟

⼩ 56
中 30
高 16

計 102

○長町中
○旭丘⼩
○折立⼩
○八軒中

○中・研究グループ
○⼩・研究グループ

○八軒中
H5・10

○長町中
H6・1

○旭丘⼩
H6・2

○⼩・中学校ＮＩＥ研修会 ○県研究集録 5号

○実践実例集
⼩グループ 3号

平
成
５
年
度

⽇経・産経
の各社加盟

⼩ 68
中 49
高 18
他 1

計 136

○折立⼩
○上杉山通⼩
（パイロット校）
○八軒中
○向陽台中
（パイロット校）
○泉高
（パイロット校）

○中・研究グループ
○⼩・研究グループ

○八軒中
H6・10

○泉高
H6・11

○折立⼩
H7・2

○⼩・中・高校ＮＩＥ研修会 ○県研究集録 6号

○紀要　折立⼩

○実践実例集
⼩グループ 4号
中ＮＩＥ部 1号

○みやぎＮＩＥだより
1・2・3号

平
成
６
年
度

⼩ 105
中 47
高 19
他 5

計 176

○上杉山通⼩
（パイロット校）
○向陽台中
（パイロット校）
○袋原⼩
○茂庭台中
○泉高
（パイロット校）

○⼩・中・高部会の
研究活動

○向陽台中
H7・12

○上杉山通⼩
H8・1

○宮城県ＮＩＥ研修会

○地区研修会（古川）

○地区研修会（七ヶ浜）

○県研究集録 7号

○紀要　上杉山通⼩

○実践実例集
⼩学校部会 5号
中学校部会 12号

○みやぎＮＩＥだより
4・5号

平
成
７
年
度

⼩ 113
中 54
高 22
他 7

計 196

○袋原⼩
○上杉山通⼩
○将監⼩
○古川一⼩
○茂庭台中
○生出中
○宮中
○仙台⼆高
○東北学院高

○⼩・中・高部会の
研究活動

（授業研究）

○茂庭台中
H8・10

○上杉山通⼩
H8・10

○桜丘中
H8・11

○将監⼩
H9・1

○袋原⼩
H9・2

○宮城県ＮＩＥ研修会
（仙台市）

○宮城県ＮＩＥ⽩石研修会
（⽩石⼆⼩）

○宮城県ＮＩＥ石巻研修会
（住吉⼩）

○県研究集録 8号

○紀要　袋原⼩

○実践実例集
⼩学校部会 6号

○みやぎＮＩＥだより
6・7・8・9号

平
成
８
年
度

推進委員
（⼈）

協　⼒　校
実　践　校

研究グループ
部 会 研 究

授 業 公 開
実践発表会 研　修　会 集録・紀要・他
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⼩ 122
中 60
高 28
他 7

計 217

○将監⼩
○古川一⼩
○桂⼩
○⼤鷹沢⼩
○生出中
○宮中
○蒲町中
○仙台⼆高
○東北学院高

○⼩・中・高部会の
研究活動

○将監⼩
H9・11

○桂⼩
H10・2

○宮城県ＮＩＥ研修会
（常盤木学園高）

○宮城県ＮＩＥ⽩石研修会
（⼤鷹沢⼩）

○宮城県ＮＩＥ石巻研修会
（石巻中）

○中・高部会研修会
（⽥子中）

○県研究集録 9号

○紀要　将監⼩

○みやぎＮＩＥだより
10・11・12・13号

平
成
９
年
度

⼩ 132
中 61
高 27
他 7

計 227

○桂⼩
○⼤鷹沢⼩
○⼥川四⼩
○蒲町中
○七郷中
○金ヶ瀬中
○塩竃⼆中
○仙台南高
○常盤木学園高

○⼩・中・高部会の
研究活動

○⼥川四⼩
（授業公開）

H10・5
○桂⼩
（授業公開）

H10・11
○常盤木学園高

H10・11
○⼤鷹沢⼩
（授業公開）

H11・1

○第 3回ＮＩＥ全国⼤会
（メルパルク SENDAI）

○宮城県ＮＩＥ石巻研修会
（稲井⼩）

○中・高部会研修会
（七郷中）

○⼩部会研修会 （桂⼩）

○県研究集録 10号

○ＮＩＥ実践事例集
「やってみよう！ＮＩＥ」
⼩学校部会

○みやぎＮＩＥだより
14・15・16・17号

平
成
10
年
度

⼩ 132

中 60

高 28

他 10

計 230

○⼥川四⼩
○東長町⼩
○しらかし台⼩
○七郷中
○金ヶ瀬中
○塩竃⼆中
○山⽥中
○仙台南高
○常盤木学園高

○⼩・中・高部会の
研究活動
（実践発表・授業
研究・プロジェ
クトチームの研
究）

○常盤木学園高
（授業公開）

H11・11
○しらかし台⼩
（授業公開）
H11・11・26
○⼥川四⼩
（授業公開）
H11・11・29
○七郷中
（授業公開）
H11・12・1

○宮城県ＮＩＥ研修会
H11・6・16（明成高）

○⼩部会プロジェクト提案
H11・8・24（東六⼩）

○宮城県ＮＩＥ石巻研修会
H11・11・22（蛇⽥⼩）

○宮城県ＮＩＥ⼤河原研
修会

H11・12・1（金ヶ瀬中）

○中部会授業研究会
H11・12・1（七郷中）

○⼩部会実践発表会
H11・1・12（東長町⼩）

○県研究集録 11号

○みやぎＮＩＥだより
18・19・20・21号

平
成
11
年
度

⼩ 128

中 60

高 31

他 13

計 232

○東長町⼩
○しらかし台⼩
○⼤沢⼩
○蛇⽥⼩
○山⽥中
○秋保中
○明成高
○仙台向山高
○蔵王高

○⼩・中・高部会の
研究活動
（実践発表・授業
研究・プロジェ
クトチームの研
究）

○しらかし台⼩
（授業公開）
H12・11・28
○秋保中
（授業公開）
H12・11・30
○東長町⼩
（授業公開）
H13・1・31

○⼩部会研修会
（データベース活用）
H12・9・13（⼤沢⼩）

○宮城県ＮＩＥ研修会
H12・10・4（八木山⼩）

○宮城県ＮＩＥ仙台地区
研修会 H12・11・6

（しらかし台⼩）

○宮城県ＮＩＥ石巻地区
研修会
H12・11・8（蛇⽥⼩）

○県研究集録 11号

○みやぎＮＩＥだより
18・19・20・21号

平
成
12
年
度

推進委員
（⼈）

協　⼒　校
実　践　校

研究グループ
部 会 研 究

授 業 公 開
実践発表会 研　修　会 集録・紀要・他
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⼩ 128

中 61

高 34

他 16

計 239

○⼤沢⼩
○蛇⽥⼩
○⽉見ケ丘⼩
○秋保中
○塩竃一中
○明成高
○仙台向山高
○蔵王高
○仙台図南萩陵高

○⼩・中・高部会の
研究活動

○仙台向山高
（授業公開）
H13・10・2
○明成高
（授業公開）
H13・12・12

○宮城県ＮＩＥ研修会
H13・11・28（明成高）

○宮城県ＮＩＥ石巻地区
研修会
H13・11・5（蛇⽥⼩）

○宮城県ＮＩＥ仙台地区
研修会

H13・12・7（塩竃一中）

○県研究集録 13号

○みやぎＮＩＥだより
26・27・28・29号平

成
13
年
度

⼩ 129

中 62

高 34

他 14

計 239

○⽉見ケ丘⼩
○逢隈⼩
○⼩野⼩
○塩竃一中
○将監中
○筆甫中
○東北朝鮮学校
○仙台図南萩陵高
○⼥川高

○⼩・中・高部会の
研究活動
（⼩部会「ＮＩＥお
しゃべり広場」

H14・8・19
「インターネット
の活用」

H14・8・20
中・高部会「公開
講演会」

H14・12・3）

○宮城県ＮＩＥ研修会
H14・11・7（河北新報社）

○宮城県ＮＩＥ仙台⼤河
原地区研修会
H14・11・28（逢隈⼩）

○宮城県ＮＩＥ石巻古川
地区研修会 H15・1・24
（鳴瀬町中央公⺠館）

○県研究集録 14号

○みやぎＮＩＥだより
30・31・32・33号

平
成
14
年
度

⼩ 129

中 53

高 34

他 14

計 230

○⼩野⼩
○逢隈⼩
○嵯峨立⼩
○将監中
○筆甫中
○五橋中
○東北朝鮮学校
○⼥川高
○仙台⽩百合
学園中・高

○⼩・中・高部会の
研究活動

○宮城県ＮＩＥ研究⼤会
H15・8・20（青葉体育館）

○宮城県ＮＩＥ⼤河原地
区研修会
H15・8・22（逢隈⼩）

○宮城県ＮＩＥ石巻・古
川地区研修会

H16・1・23
（鳴瀬町中央公⺠館）

○県研究集録 15号

○みやぎＮＩＥだより
34・35・36・37号

平
成
15
年
度

⼩ 124

中 57

高 31

他 11

計 223

○嵯峨立⼩
○五橋中
○仙台⽩百合
学園中・高
○越河⼩
○広渕⼩
○幸町中
○⽥尻中
○仙台商高
○米山高

○⼩・中・高部会特
別研究部会の研究
活動

○五橋中
（授業公開）
H16・11・2

○宮城県ＮＩＥ研究⼤会
H16・11・2（五橋中）

○宮城県ＮＩＥ⼤河原地
区研修会 H16・8・20
（⽩石市中央公⺠館）

○宮城県ＮＩＥ古川地区
研修会
H16・8・24（⽥尻中）

○県研究集録 16号

○みやぎＮＩＥだより
38・39・40・41号

平
成
16
年
度

⼩ 123

中 54

高 28

他 12

計 217

○越河⼩
○広渕⼩
○幸町中
○⽥尻中
○仙台商高
○米山高
○栗生⼩
○金ヶ瀬⼩
○西山中
○⼤河原中
○泉館山高
○東北朝鮮学校

○⼩・中・高部会特
別研究部会の研究
活動

○⼩学校部会授業研
究　 H18・2・10

（鹿野⼩）

○仙台⽩百合
学園中・高
（授業公開）
H17・11・9

○宮城県ＮＩＥ研究⼤会
H17・11・9

（仙台⽩百合学園）

○宮城県ＮＩＥ古川地区
研修会
H17・8・23（⽥尻中）

○宮城県ＮＩＥ⼤河原地
区研修会

H17・8・24（⼤河原中）

○県研究集録 17号

○みやぎＮＩＥだより
42・43・44・45号

平
成
17
年
度

推進委員
（⼈）

協　⼒　校
実　践　校

研究グループ
部 会 研 究

授 業 公 開
実践発表会 研　修　会 集録・紀要・他
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⼩ 125

中 53

高 28

他 11

計 217

○栗生⼩
○金ヶ瀬⼩
○西山中
○⼤河原中
○泉館山高
○東北朝鮮学校
○本吉・⼤谷⼩
○仙台・中⽥中
○南中山中
○⼤沢中
○⽩石南中
○唐桑中

○⼩・中・高部会特
別研究部会の研究
活動

○⼩学校部会授業
研究 H18・12・6

（原町⼩）

○仙台市立南
中山中学校
（授業公開）
H18・11・9

○宮城県ＮＩＥ研究⼤会
H18・11・9

（仙台市立南中山中）

○宮城県ＮＩＥ本吉地区
研修会

H18・8・3（⼤谷⼩）

○宮城県ＮＩＥ⼤河原地
区研修会

H18・8・22（⼤河原中）

○県研究集録 18号

○みやぎＮＩＥだより
46・47・48・49号

平
成
18
年
度

⼩ 124

中 52

高 27

他 10

計 213

○本吉・⼤谷⼩
○仙台・中⽥中
○南中山中
○⼤沢中
○⽩石南中
○唐桑中
○鹿野⼩
○涌谷一⼩
○鶴谷中
○五城中
○尚絅学院⼥
子中・高

○⼩・中・高部会特
別研究部会の研究
活動

○仙台市立⿊
松⼩学校
（授業公開）
H19・10・3

○宮城県ＮＩＥ研究⼤会
H19・10・3

（仙台市立⿊松⼩）

○宮城県ＮＩＥ本吉地区
研修会

H19・8・2（⼤谷⼩）

○宮城県ＮＩＥ⼤崎地区
研修会 H19・8・23
（涌谷町立涌谷第一⼩）

○県研究集録 19号

○みやぎＮＩＥだより
50・51・52・53号

平
成
19
年
度

⼩ 126

中 53

高 28

他 8

計 215

○鹿野⼩
○涌谷一⼩
○鶴谷中
○五城中
○尚絅学院中・
高
○横山⼩
○亘理⼩
○成⽥中
○生出中
○向陽台中
○常盤木学園高
○⼤沢中
（奨励校）

○⼩・中・高部会特
別研究部会の研究
活動

○仙台市立⼤
沢中学校
（授業公開）
H20・11・17
○涌谷町立涌
谷第一⼩学
校
（授業公開）
H21・1・22

○宮城県ＮＩＥ研究⼤会
H20・11・17

（仙台市立⼤沢中）

○宮城県ＮＩＥ仙台北地
区研修会 H20・8・11
（富谷町立成⽥中）

○宮城県ＮＩＥ仙台南地
区研修会 H20・8・21
（亘理町立図書館）

○県研究集録 20号

○みやぎＮＩＥだより
54・55・56・57号

平
成
20
年
度

⼩ 140

中 54

高 23

他 10

計 227

○横山⼩
○亘理⼩
○成⽥中
○生出中
○向陽台中
○常盤木学園高
○榴岡⼩
○館⼩
○吉⽥⼩
○河南東中
○川崎中
○涌谷一⼩
（奨励校）

○⼩・中・高部会特
別研究部会の研究
活動

○仙台市立榴
岡⼩学校
（授業公開）
H21・11・25
○仙台市立旭
丘⼩学校
（授業公開）
H21・12・10

○宮城県ＮＩＥ研究⼤会
H21・11・25

（仙台市立榴岡⼩）

○宮城県ＮＩＥ地区研修会
H21・8・20

（石巻市立河南東中）

○⼩部会研究交流会
H21・12・10

（仙台市立旭丘⼩）

○県研究集録 21号

○みやぎＮＩＥだより
58・59・60・61号

平
成
21
年
度

推進委員
（⼈）

協　⼒　校
実　践　校

研究グループ
部 会 研 究

授 業 公 開
実践発表会 研　修　会 集録・紀要・他
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宮教⼤加盟

高校長協会
加盟

⼩ 121

中 50

高 18

⼤ 4

他 12

計 205

○榴岡⼩
○館⼩
○吉⽥⼩
○河南東中
○川崎中
○古川第三⼩
○塩竈第三⼩
○⼤河原⼩
○高森中
○仙台第一高
○横山⼩
（奨励校）

○⼩・中・高部会研
究活動

○仙台市立南
⼩泉中学校
（授業公開）
H22・11・11
○仙台市立蒲
町⼩学校
（授業公開）
H22・11・26

○宮城県ＮＩＥ研究⼤会
H22・11・11

（仙台市若林区⽂化センター）

○宮城県ＮＩＥ地区研修会
H22・8・18

（塩竈市立塩竈第三⼩）

○⼩部会研究交流会
H22・11・26

（仙台市立蒲町⼩）

○県研究集録 22号

○みやぎＮＩＥだより
62・63・64・65・66号

平
成
22
年
度

⼩学校国語
研究会加盟

⼩ 120

中 50

高 17

⼤ 4

他 14

計 205

○古川第三⼩
○塩竈第三⼩
○⼤河原⼩
○高森中
○仙台第一高
○東宮城野⼩
○⼩牛⽥⼩
○台原中
○八⼄⼥中
○東北学院榴
ヶ岡高
○石巻北高
○泉高
○榴岡⼩
（奨励校）

○⼩・中・高部会研
究活動

○仙台市立榴
岡⼩学校
（授業公開）
H23・10・18
○仙台市立東宮
城野⼩学校
（授業公開）
H23・12・7
○⼤河原町立⼤
河原⼩学校
（授業公開）
H24・1・24
○⼤崎市立古川
第三⼩学校
（授業公開）
H24・2・23

○宮城県ＮＩＥ研究⼤会
H23・12・7

（仙台市立東宮城野⼩）

○宮城県ＮＩＥ地区研修会
H23・8・17（河北新報社）

○県研究集録 23号

○みやぎＮＩＥだより
67・68・69・70号

平
成
23
年
度

宮城県中学
校国語研究
会加盟

⼩ 114

中 51

高 16

⼤ 4

他 15

計 200

○東宮城野⼩
○美里⼩牛⽥⼩
○台原中
○八⼄⼥中
○東北学院榴
ヶ岡高
○石巻北高
○泉高
○北中山⼩
○⼤和町吉岡⼩
○登米東郷⼩
○⼤崎古川東中
○水産高
○⼤河原⼩
（奨励校）

○⼩・中・高部会研
究活動

○仙台市立八
⼄⼥中学校
（授業公開）
H24・11・9
○美里⼩牛⽥⼩
（授業公開）
H24・11・28
○北六番丁⼩
（授業公開）
H25・1・16

○宮城県ＮＩＥ研究⼤会
H24・11・9

（仙台市立八⼄⼥中学校）

○宮城県ＮＩＥ地区研修会
H24・8・20

（⼤和町立吉岡⼩学校）

○⼩部会研究交流会
H25・1・16

（仙台市立北六番丁⼩学校）

○公開実践発表会
（協⼒校）

H25・2・15（河北新報社）

○東北・北海道地区ＮＩ
Ｅアドバイザー会議

H24・9・22
（河北新報社）

○県研究集録 24号

○みやぎＮＩＥだより
71・72・73・74号平

成
24
年
度

推進委員
（⼈）

協　⼒　校
実　践　校

研究グループ
部 会 研 究

授 業 公 開
実践発表会 研　修　会 集録・紀要・他
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組　織

⼩ 111

中 46

高 17

⼤ 5

他 12

計 191

○北中山⼩
○⼤和吉岡⼩
○登米東郷⼩
○⼤崎古川東中
○宮城水産高
○荒町⼩
○⼤崎古川⼆⼩
○岩沼⼩
○聖ウルスラ学
院英智⼩中
○富沢中
○東北学院高
○美里⼩牛⽥⼩
（奨励校）
○八⼄⼥中
（奨励校）

○⼩・中・高部会研
究活動

○仙台市立八
⼄⼥中学校
（⾃主公開）
H25・11・8
○美里⼩牛⽥⼩
（⾃主公開）
H25・11・14
○登米東郷⼩
（⾃主公開）
H26・2・13

○宮城県ＮＩＥ研究⼤会
H25・11・22

（仙台市立北中山⼩学校）

○宮城県ＮＩＥ地区研修会
H25・8・20

（吉野作造記念館）

○⼩部会研究交流会
H26・2・25

（仙台市立郡山⼩学校）

○公開実践発表会
H26・2・20（河北新報社）

○東北・北海道地区ＮＩ
Ｅアドバイザー会議

H25・9・21
（岩⼿県一関市）

○県研究集録 25号

○みやぎＮＩＥだより
75・76・77・78号平

成
25
年
度

⼩ 115

中 49

高 19

⼤ 5

他 14

計 202

○荒町⼩
○⼤崎古川⼆⼩
○岩沼⼩
○聖ウルスラ学
院英智⼩中
○富沢中
○東北学院高
○松ヶ浜⼩
○⽥子⼩
○蔵王：宮中
○仙台青陵中
○多賀城高
○⼤和吉岡⼩
（奨励校）
○登米東郷⼩
（奨励校）

○⼩・中・高部会研
究活動

※⼩学校部会：５年
国語科の提案授業
実践

○仙台市立富
沢中学校
（授業公開）

○宮城県ＮＩＥ研究⼤会
H26・11・18

（仙台市立富沢中学校）

○宮城県ＮＩＥ地区研修会
H26・8・18

（七ヶ浜国際村）

○⼩部会提案授業①
H26・6・24

（仙台市立泉松陵⼩）

○⼩部会提案授業②
H26・6・30

（仙台市立七北⽥⼩）

○東北・北海道地区ＮＩ
Ｅアドバイザー会議

H26・9・20
（秋⽥魁新報社）

○実践報告集 26号

○みやぎＮＩＥだより
79・80・81・82号

○⽇本ＮＩＥ学会
Ｈ26.12.6・7

（東北福祉⼤学）

平
成
26
年
度

⼩ 106

中 46

高 18

⼤ 5

他 11

計 186

○松ヶ浜⼩
○⽥子⼩
○蔵王：宮中
○仙台青陵中
○多賀城高
○塩竈一⼩
○上沼⼩
○中野栄⼩
○七北⽥⼩
○利府西中
○宮城学院中
○東北学院高
（奨励校）

○⼩・中・高部会
研究活動

・⼩学校部会
５年国語科の
提案授業実践

・高校部会
新聞社見学
英語科授業実践
講演会の実施

○仙台市立⽥
子⼩学校

（授業公開）
○５年国語科
提案授業の
公開

（運営委員
在籍校）

○仙台青陵中
等
教育学校の
実践発表会

○宮城県ＮＩＥ研究⼤会
H27.12.2

（仙台市立⽥子⼩学校）

○宮城県ＮＩＥ地区研修会
H27.8.18

（塩竈市立第一⼩学校）

○⼩部会提案授業公開
※14校で実施

○高部会実践発表会
H28.1.23

○東北・北海道地区
ＮＩＥアドバイザー会議

H27.10.3
（北海道新聞社）

○実践報告集 27号

○みやぎＮＩＥだより
83・84・85・86号

平
成
27
年
度

推進委員
（⼈）

協　⼒　校
実　践　校

研究グループ
部 会 研 究

授 業 公 開
実践発表会 研　修　会 集録・紀要・他



Ⅷ 編集後記
「宮城県ＮＩＥ委員会実践報告書第 27号」をお届
けいたします。ご多用の中、原稿執筆をお引き受けい
ただきました各学校の先生方、関係の皆様に心から
感謝申し上げます。
さて私⾃身、昨年の 12⽉に仙台市立⽥子⼩学校で

⾏われたＮＩＥ研究⼤会に参加する機会を得て、２
つの学年実践授業を参観させていただきました。
５年生の国語では、新聞の見出しの中から「６年生に
贈る、⾃分の気持ちを⾔い表すぴったりの⾔葉」を選
び、エピソードを交えてスピーチしていました。
３年生の道徳では、運動会のグループ分けで運動

が苦⼿な子を外しても勝ちたい思いと、仲間外れは
良くないという気持ちで揺れながら、友情の⼤切さ
を考えていました。「ことばの貯金箱」で記事から心
に残る⾔葉に出会えるように新聞を利用したり、運
動会の様子を伝える２つの新聞記事や写真を導⼊と
まとめに使用したりしました。両授業とも、考えを深
めあい意見を発表し合えるような⼯夫がきめ細やか
にされているということを実感しました。
記念講演で児玉忠⽒（宮城教育⼤学教授）からは、

「新聞は目的を持って資料を集める情報活用能⼒を
高め、情報が正しいかどうかを吟味するメディアリ
テラシーを育成するのに適切なメディアであるこ
と」や、「写真と記事を読んでふさわしい見出しを考
え、理由を説明する方法」など具体的な例を紹介いた
だき、多くのエッセンスをいただくことができまし
た。詳しくは本書の各報告のページをご覧いただく
ことで、⽇々の実践に生かしていただけることでし
ょう。12の実践指定校で取り組まれた実践報告はも
ちろんのこと、⼤会や地区研修会報告、ＮＩＥ⼯房の
投稿、また最近注目されている「アクティブラーニン
グ」や「主権者教育」でのＮＩＥの活用についても、
各所に紹介されています。
これらの玉稿は、授業でＮＩＥに取り組む際の具

体的な方法を⽰すものであり、各学校における実践
のナビゲーターになるものと確信しております。
「生きる⼒」を育成する理念の下、今後のＮＩＥ活
動がさらに深められ発展することを祈念し、あいさ
つといたします。　

（仙台市立高砂⼩学校　　青木　茂）

＜編集委員＞
委 員 長 青　木　　　茂（高砂⼩）
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